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　　投げっぱなしの踊る山







　湿しめり気を帯びたぬるい夜風に、闇やみを溶かした漆しつ黒こくのポニーテールが揺れている。

　力強い意志を宿した凜り々りしい眼まな差ざしに、秘めた決意を結んだ紅あかい唇くちびる。

　うむ。なかなか悪くない面つら構えだな、高たか倉くら美み風かぜよ。

　ただ対たい峙じしているだけでも、静かな闘気がビリビリと伝わってくるぜ。

　でも、よく考えてみたらコイツとこうして向き合うのって、初めてなんだよなぁ。なんか違和感がある。それに美風の格好もいつもの弓きゆう道どう着スタイルじゃなくって、春物のセーターに短めのスカートといった普段着だし。まぁ、それなりに動きやすい格好なんだろうけど、スカートの内側がスパッツっていうのはどうもにも卑ひ怯きよう──っとと！

「せいっ！」

　オレの戸と惑まどいを突くように、美風が三さん間げん以上はあった間合いを一瞬で踏とう破は。

　まずは挨あい拶さつ代わりと、顔面に飛び込んでくる左の膝ひざ蹴げり。それを軽く右手で払ったら、空中から右の蹴りを切り返す。もう、このせっかちさん。それなりに疾はやいけど、少々キレが足りてませんよ？　余よ裕ゆうで受け止めたオレの腕うでを、しかし美み風かぜは足場にして後方へ飛ひ翔しよう。一いつ旦たん、間合いを取り直す。そこへオレも踏み込んで、喰くらえ左の回し蹴げり！

　ブンッ！

　しかし美風も左脚あしを後ろに引いて、反時計回りにオレの蹴りを僅きん差さで躱かわす。

　躱しつつ、反時計回りの回転を豪ごう快かいに利用して、脳天に稲いな妻ずまの如き左の踵かかと落とし！

「うおっと！」

　反射的に腕をクロスして受け止めたくなる衝しよう動どうを強引にねじ伏せ、バックステップで後方へ退たい避ひ。今のはワリと危あぶなかった。手で受け止めていたら、ガラ空あきになったお腹なかにどんな一撃を喰らっていたことか。それにしても、今の蹴りにも本来のキレがあったなら、防ぐとか躱す以前にこめかみ直ちよく撃げきコースだったのに……妙みようだな。

「はっ！」

　右の頬ほお骨ぼねの上を、微かすかに美風の拳こぶしが掠かすめる。

　その腕を掴つかみ、手首の関節を極きめてやろうと思ったが、強引にねじ切られる。

　次の瞬間、左の側そく頭とう部ぶに迫る右のハイキック。

　咄とつ嗟さに片腕一本でガードした左手に、ズシンと重い衝しよう撃げきが奔はしった。

　ヒュンッ！

　続いて正面から正せい拳けん突き。

　当たったら確実に鼻骨が砕くだけそうな一いち撃げきを、左のヒジで外へと弾はじく。

　そしてヒジで弾きながら、喰らえ裏うら拳けん！

　オレの放った「弾く」と「打つ」を一動作に短縮した裏拳は、しかし空くうを切った。

　いや、少しだけ掠かすった。もっとも、掠ったところで痛くも痒かゆくもない、髪かみの毛の先っぽだけど。上う手まく屈かがんで避よけたつもりだろうが、生あい憎にくとソッチに逃げたヤツには、容よう赦しやのないヒザ蹴りをお見舞いしてやるつもりだったんだよ！

　──スカッ！

　って、あら？　コッチもハズレ？

　見れば美風は、身を屈かがめると同時に右横へと飛び込んでいた。

　うむ。胸が揺れないワリにはイイ判断だ──って、感心している場合じゃねぇ！

　背筋が凍こおったオレの下顎あごに、内うち懐ふところからの裏拳が奔る。下顎をピンポイントで狙ねらった一撃。咄嗟に繰り出した右手でガードしたが、打撃が軽い。フェイントか!?

　次の瞬間、ガラ空きになったオレの顔面に、左の拳が真まっ直すぐに伸びる。

　しかし、まだ甘いっ！

　攻撃が右から左に入れ替わった瞬間、微かに発生したタイムラグに、オレの右手がギリギリで美風の左腕を払いのけた──と思ったオレの視界の隅っこで、最初に弾いたはずの右の裏拳が掌しよう底ていに変化。意表を突いた一撃が、オレの下顎に綺き麗れいに着ちやく弾だん！

「ンガッ！」

　掌しよう底ていが下顎あごに着ちやく弾だん。

　思わず白目を剥むきたくなるような衝しよう撃げきが脳天を衝つく。

　──が、まだだ！

　着弾する寸前、軽く足元を蹴けってダメージを拡散。意識が吹き飛ぶ半歩手前で、下顎を突き上げる掌底の衝撃力とジャンプ力を合成させて、身体からだを浮かして美み風かぜの腕うでにダッコちゃん。ハタから見ればその姿、ユーカリの木に抱きつく愛らしいコアラの如し。このオレをヒヤリとさせてくれた礼は、キッチリと利子付きで還かん元げんセールだ！

「うおりゃぁっ！」

　相手の腕を抱きつつ自分の身体は地面に引っ張って、左脚あしの膝ひざの裏側を使って押し倒すようにガッチリ首を挟はさみ込む。尚なおかつ、右足の甲こうは腰こしの裏側へ引っ掛ける。

「えっ！　きゃっ!?」

　オレの体重と首を挟む左膝の力に引っ張られ、美風は仰あお向むけになって転倒した。

　そこですかさず抱きかかえていた腕を放して、手首を掴つかみ直して後ろに曲げる。

　この瞬間、必殺の関節技「腕ひしぎ逆十字固め」がホラ完成♪

「あたたたたたっっっ！　と、飛び関節なんて卑ひ怯きようよっ」

「耐えるダケ無む駄だだぜ？　さっさとギブしろ」

「だ、誰がこの程度の関節技で……ギブアップなんかするもんですか──！」

「ほぉ〜。そういう事を言う。だったら──うりゃ！」

「イタタタタタッ〜〜！」

　ほう。薄胸のワリには、意外に柔やわらかい関節をしてるじゃねぇーか。

　もっとも、耐えたところでなんの意味もねぇーんだけど。

「ギ、ギブ！　ギブアップ！」

　堪たまらず敗北を宣言した美風に、オレは腕から力を抜いた。

「うぅ〜。ヒジが壊こわれるかと思ったじゃない……！」

「知るか。さっさと負けを認めないお前が悪い」

「そ、それはそうかもしれないけど………うぅ〜〜」

　美風は情けない声を出し、上目遣づかいに首をすくめた。

　あ、可か愛わいい……じゃなくてだ！

　自分の中に一瞬生まれた妙みような思考を追い払い、オレは今の組手の検討に入った。

「お前、最後の掌底が入った瞬間、勝ったと思って気を弛ゆるめただろ」

「え、うん……」

「そういう瞬間が、一番危あぶねぇーんだよ。油断さえしなけりゃ、あんな簡単に腕を取られたりはしなかったはずだぜ。それになんか、打だ撃げきにキレもなかったし。最後の掌底だって、いつものキレがあればオレをノックアウトしていた……ていうか、お前ひょっとして、体調が悪いんじゃねぇーのか？」

「えっ!?　そ、そんな事ないわよ!?」

　そうやって力一杯否定するところが、なおさら怪しい。

　コイツが「稽けい古こに付き合って」と言ってきた時には、思わず熱でもあるんじゃねぇーかと訝いぶかしんだけど、こりゃ本当に熱でもありそうだ。ったく、本当に素直じゃねぇーヤツ。別に焦あせらなくても鍛たん練れんくらい、頼んでくればいつだって──カクン──って、アラ？

「優ゆう夜や？」

「あ……れ？」

　ヒザが勝手にカクカク笑って……アラ？　アラララ？

　ドスンッ。

　気が付いた時、オレは地べたに尻しり餅もちをついていた。

　どうやら顎あごに入った掌しよう底ていは、思った以上に脳のうミソを揺らしていたらしい。

「ア、アナタこそ大丈夫なの、優夜!?」

「はんっ。大丈夫に決まってるだろ」

「……強がるのはいいけど、ひっくり返った姿で言っても説得力ないわよ」

「むぅ……」

　道理でお月様と美み風かぜの顔が重なっていると思ったら、オレは引っくり返っていたのか。

「ったく、しょうがないわね」

　言うなり美風はオレの横にひょこっと座り、おもむろにオレの首を引っ張った。

「お、おい」

　動けないオレを相手に、一体なにをしでかすつもりだ!?

　そう文句を言ってやろうと思ったら、何やら柔らかくて心地いい感触の上に、オレの後頭部が乗っけられた。なんだ、コレは？　両手で顔を固定されたオレの視界には、何な故ぜだか顔を赤くする美風しか見えない。

　いや、ちょっと待って。

　この感触、この体勢って、ひょっとして……ひ、ひじゃまきゅら？

「………」

「………」

「………」

「な、なんか言ったらどうなのよ!?」

「わ、わりぃ……」

「ふんっ。そう思うんだったら、さっさと回復してよね」

　美風がツンと、そっぽを向く。

　看かん護ごされて文句を言える立場じゃないが、何でオレは叱しかられているんだろう。

「あーあ。わたしも、彩雲あやも姉ねえさんが組手の相手をしてくれたらなぁー」

「悪いけど、それはできない相談だよ。美み風かぜ」

　美風のぼやきに、機き嫌げんの悪そうな低い女性の声──彩雲さんの声が重なった。

「彩雲姉さんっ!?」

　わっ、バカ！　いきなり立ち上がると──ゴチン！

「あっ……。だ、大丈夫？　ねぇ、優ゆう夜や？」

　くぉぉぉ〜〜！　あ、頭が……後頭部がぁぁぁ〜〜〜！

「ったく。アタイの居ない間に二人で仲良くイチャつきやがって……」

「アンタの目にはコレがイチャついてるように見えるんかぁ！」

　つーか、脳のう震しん盪とう後の後頭部打撃は、マヂで危険だから止やめて欲しい。

　魂たましいの声を叫びつつ、オレは改めて彩雲さんを見やった。

　こんな時間にお帰りとは、今回の仕事は手間取ったのだろうか。いつも巫み女こ服ふく姿の彩雲さんは、今日は他よ所そ行きのスーツ姿だった。まぁ、巫女服を着てもスーツを着ても、この人が巨乳美人である事には変わりがない。何を着てもサマになる、古こ今こん無む双そうの巨乳さんだ。

「ところで、なんで彩雲さんは美風と組手をしてやらないんですか？」

「美風とは血の繋つながった姉妹であっても、アタイの弟で子しではないからさ」

　しごく当然といった口調で、彩雲さんは言い切った。

　なるほど、キビシィー姉妹愛なことで。

　簡潔な言葉の中に、彩雲さんなりのケジメってやつが感じられる。

「本当はお前さんとじゃれ合うのもギリギリなんだが……まぁ、いいさ。でも、夜はあんまり境けい内だいから出歩くんじゃないよ。特に、山の奥にはね」

「……何かあったんですか？」

「美み空そらがね、見かけないものの怪けを視みたんだとさ。山の様子も少し騒がしいし、どうも新入りが余よ所そから流れてきたらしい。まぁ、以前から山に棲すんでいる連中はウチらとの付き合い方を知っているからいいんだけど、余所のヤツとなるとねぇ……。ハメを外して、おいたをしでかさないとも限らないからね」

「それで美空姉さん、何を視たって言ってたの？」

「はっきりと判わかんなかったそうだけど、多分『見み越こし入にゆう道どう』じゃないかってね」

　むぅ……。「見越入道」とは、また厄やつ介かいな。

　別名「見上げ入道」とか「次し第だい高だか」とか「高たか坊ぼう主ず」とか言われるアレだ。

　見上げれば見上げるほど、際限なくデカくなるものの怪さん。オレも身体からだの一部をビッグサイズにできるけど、それとは比べ物にならないほど逞たくましくそそり立つ妖よう怪かいだ。しかもワリと凶きよう悪あくな厄やく神じんとしての一面もあったりして、下へ手たをすると……コロサレル。

「どうした優ゆう夜や？　まさかビビってんじゃないだろうね」

「アハハハハ。何を根こん拠きよに、そんなお莫ば迦かな話を」

「じゃあ、もしも襲ってきたらどうする気なのよ」

「すっ飛んで逃げる」

「威い張ばって言わないでよ……」

　あ、そんな呆あきれたような顔をすんなよ、美み風かぜ。

　しょーがねぇーだろ。今のオレには、そんな大物と戦える火か力りよくなんてねぇーんだから。

「やれやれ……。そんな事じゃ、この話はなかった事にした方がよかったかねぇ」

「はい……？」

　この話って、どんな話？

　ため息を混じらせる彩雲あやもさんを、オレは首を傾げて凝ぎよう視しした。




　　　　　　　　　◇◇◇




　翌日、オレは彩雲さんに連れられて、この辺りで一番大きな総合病院を訪れていた。

　このコツコツと白い壁に響く靴音といい、消毒液の臭においが雑まじった空気といい、オレは苦手だな。何よりも清潔すぎて、却かえって無機質な感じがするのも嫌いやだ。普段、深い緑に囲まれた明あき羽ば神社で暮らしているから、余よ計けいにそう感じてしまうのだろうけど。

「判わかってるたぁ思うが、こんな場所で暴れるんじゃねーぞ」

「暴れませんって」

　念を押してくる彩雲さんに、オレはため息混じりに応こたえた。

　病院でも暴れると思われるほど、オレって何気に信用がない。

　シミジミと実感しつつ、オレと彩雲さんは病びよう棟とうの個室の前で足を止めた。

　ネームプレートには「坂さか本もと佳か奈な子こ」ってあった。

「ここですか？」

「ああ、そうだよ。早く入りな」

　入りな、って言われても……入っていいのか？

　つーか、入っても大丈夫なのか？

　さっきの「暴れるな」って言葉が気に掛かる。まさかとは思うけど、入った途と端たんにポルターガイストな光景が──ってな展開だけは、頼むから勘かん弁べんして欲しい。

「何やってんだい。別に入った途と端たん、床ゆかの落とし穴が開いたり、ナイフが飛んできたりするような仕掛けなんてねぇーよ。それともビビってんのかい、この腰チ抜キけン」

　腰チ抜キけンと言ったか、このヤンキー！

　そういう言い方をされると、ソレが挑ちよう発はつだと判わかっていてもお頭つむがカチンだ。

　いいだろう。オレは意を決してドアに触ふれた。果たして鬼おにが出るか蛇じやが出るか……。冷たい金属製の取っ手からは、特に妙みような気配は伝わってこない。だが、だからといって安心はできない。彩雲あやもさんがわざわざオレを連れてきたんだ。普通じゃない事だけは間違いない。

「失礼しま〜す……」

　軽くドアをノックして、警戒しつつ慎しん重ちように部屋の様子を窺うかがう。

「………」

　出迎えは、しかし何もなかった。

　拍ひよう子し抜けしたオレの視界に、まず飛び込んできたものは……これまた特にナシ。

　そこには確かに患かん者じやがいて、テーブルには活いけた花や色とりどりのフルーツが添えられているにも関わらず、妙に無個性かつ殺風景な雰囲気で満たされていた。まるでドールハウスみたいな、作り物っぽい空気しか感じられない。

　原因は、直すぐに判わかった。

　この部屋の住人である坂さか本もと佳か奈な子こちゃんが、まるで人形みたいだったからだ。

「………」

　歳としはオレより二、三歳さいくらい年下ってところだろうか。

　身長は百五十センチに満たないだろう。

　オレが部屋に入ってきても、特に関心がないのかボ〜っと虚こ空くうを眺めていた。

　……な、なんだ、この反応は？

　眠ねむっているならともかく、初対面の人間がいきなり部屋に入ってきたら、普通は警戒するなり怪け訝げんな顔をするなりの反応があるだろう？　それなのに佳奈子ちゃんは、オレの姿を瞳に映してすら無反応って、どういう事だ？　他人の存在には興味がないと言わんばかりに、グテ〜っとダレるその姿は、一ひと昔むかし前に流は行やったダレたパンダこと「ダレパンダ」みたいだ。

「よっ。調子の方は相変わらずのようだね」

「ん〜〜」

　オレに続いて彩雲さんも入ってきたけど、気だるそうな返事を返しただけだった。

　気力ゼロ・やる気ゼロ。

　そんな言葉がしっくりくる。

　だが、それダケだ。それ以外に、特に変わった様子は見えない。

「……で、この子がどうかしたんですか？」

「いいから、あの子の肩かたの辺りをよぉーく視てみな」

　言われて、オレは眉み間けんにシワを寄せ、佳奈子ちゃんの肩を「ジ〜ッ」と凝ぎよう視ししてみた。




　もわもわもわぁ〜〜。




「………っ!?」

　なんだ、これは……？

　佳か奈な子こちゃんの肩かたの辺りに、薄うっすらと白いもやが……!?

「……で、お前さんはいつまでアタイの背中に抱きついているんだい？」

「なんでしたら、胸の方にも抱きついてもいいッスか？」

　ドスッ！

　ぐおっ……。ちょ、ちょっとしたお茶ちや目めに、レバーにヒジとはご無む体たいな……。

「で、ちゃんと視みえたかい？　あの子に取り憑ついちまっている『うつがみさま』の姿が」

「『うつがみさま』？？？」

　──って、なに？

　聞きなじみのないその名前に、オレは腹を押さえながら彩雲あやもさんを見やった。







　坂さか本もと佳奈子。十五歳さい。地元の公立学校に通う高校一年生。

　それがさっきの女の子の、簡単なプロフィールだ。

　てっきり中学生くらいかと思いきや、一つ下の学年だったとはチト意外。

「まぁ、要するにアレだ。憑き物の一種だよ、アレは」

[image: ]

　病室から一いつ旦たん、病院のラウンジに場所を移した彩雲あやもさんは、さっきのアレをそう語った。

「憑つき物……ですか？　でも、聞いたことないですよ、『うつがみさま』なんか」

「まぁ、最近出てきた地方限定の都市型妖よう怪かいだからね。全国区で見つかっているようなメジャーな妖怪じゃないから、知らないのも無理はないさ。ましてや美みヶか速はや一族みたいに、もっぱら大物を相手にするような連中には、こんな小物はあんまり興味がねぇーだろうしね」

　言って、彩雲さんは喫きつ煙えん席にて遠えん慮りよなくタバコの煙けむりを吐はき出した。

　確かに美ヶ速家ウチに持ち込まれる依頼って、公的機関とか大手企業がほとんどだ。だから依頼の内容も、土地を掘り返したら怨おん霊りようが崇たたってきたとか、千年以上も昔から棲すんでいる山の主ぬしが怒ったとか、放っておいたらドンドン被害が広がるようなヤツばかり。

　反面、学校のトイレにオバケが出たとか、キツネの霊れいに取り憑かれたみたいな小物が相手の仕事はほとんどしないから、この手の地方色丸出しの妖怪なんかは全然知らない。

「お前さんの実家はこの際どうでもいいんだが、問題はこの『うつがみさま』だ。見ての通り大した妖怪でもないし、危険度も中の下のザコ。ふらふら漂ただよいながら気に入った相手に取り憑いて、気が済んだら勝手に離れる。言わば一過性のカゼみたいな小物だよ。ただし、憑かれた時は精神的に無気力になっちまうけどね。症状が鬱うつ病びように似ているから『うつがみさま』なんて呼ばれるようになったってワケだ」

　道理で、さっき逢あった時の無関心とか無気力の正体はソレだったのか。

「でも、それなら別にコッチからちょっかいを出さなくても……」

　気が済んだら勝手に離れてくれるなら、そのままにしておく方がいい。

　一過性のカゼみたいなものだったら、なおさら本人の免めん疫えき力を高めるためにも放っておいた方がいいんじゃねぇーのか？　第一、その方がずっとラクチンだし。

「普通だったら、それでいいんだけどさ。でも、あの子の場合だと、それじゃあちょっと困っちまうんだよ。お前さん、あの子の脚あしには気付いたかい？」

「いえ、別に」

「あの子は学校では陸上部でね、短距離の選手だったそうだ。で、練習中に右足の肉離れを起こしちまったんだとさ。で、全治一ヶ月。これが一ヶ月前の話だよ」

「そうだったんですか。でも、全治一ヶ月ならもう治っている頃なんじゃ……？」

「そこが問題なんだよ。いいかい、優ゆう夜や。肉離れが治ったからといってだ、直すぐに歩けるようになるワケじゃない。そこからリハビリが必要になってくる。で、そのリハビリってのは、本人の努力と意欲が何よりも必要なもんだ。そんな時に『うつがみさま』みたいなのに憑かれちまったら、どうなると思う？」

「……そういう事ですか」

「そういう事だよ。リハビリが遅れる事も問題だが、それによって学校に戻るのが遅れちまう方が、もっと問題だ。それが本人の意思だってんならともかく、妖怪に憑かれたせいで周囲から取り残されちまうなんてのは、ちと可か哀わい相そうってもんだろ」

　へぇー。この人の口から「可哀想」なんて言葉が聞けるとは、少しビックリ。

　この人の半分は、スパルタとか情け無用とか、バファリンとは真ま逆ぎやくの成分で構成されていると思ってたんだけどなぁ〜。

「そこでお前さんの出番ってワケさね。彼女に憑ついた『うつがみさま』を、お前さんの力で祓はらってみな」

「……はぁ!?」

　ナンデスカ、ソレハ？

「ちょっとタンマ！　なんでオレが、そんな事をしなくちゃならないんですか!?」

　テーブルに両手をついて、オレは席から立ち上がった。

　跳はね上がったコーヒーカップがガチャリと耳障ざわりな音ね色いろを奏かなで、驚きと好奇心に彩られた複数の視線が集中するのを感じたが、今はそんな事はどうだっていい！

　オレが妖よう怪かいを祓うだって!?

　そんな無茶な！

「そんな事だって？」

　彩雲あやもさんの切れ長の瞳がナイフにも似た輝きを放ち、オレの顔を凝ぎよう視しした。

　すげぇー威圧感だ。まるで本当にナイフを突き付けられたみたいに、呻うめき声も出ねぇ。

「お前さん、炎えん術じゆつ使いの退たい魔ま師しになるんじゃなかったのかい？」

「え、いや、そりゃそうですけど……」

「だったら、みっともない泣き言なんざぁ聞く耳もたないね。これはアタイからの課題だ。早くに一人前になりたいんなら、コレくらいの課題、三日で終わらせちまいな」

　み、三日でって、そんな……！

　唖あ然ぜんとするオレに、しかし話はここまでと紫し煙えんをくゆらす彩雲さん。




　かくして、オレの初仕事はこんな感じで始まった。
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　しかし、困った事になっちまった……。

　病室に戻ったオレは、ふわふわ揺れる「うつがみさま」を眺め、腕うでを組んだ。

　幸いな事に、コイツは手を出そうが足を伸ばそうが、噛かみつくための牙きばもなければ引っ掻かくための爪もないという、非常に大人おとなしいものの怪けさんらしい。動物に例えるなら、砂にモグってじっとプランクトンを捕食するアサリかハマグリ。突けば殻からに籠こもるけど、その程度。逆に憑かれる危険がないわけじゃないけど、それほど危険ってワケでもない。

　まぁ、ある意味において、オレの初仕事の相手としては非常に相応ふさわしいのかもしれん。

　なんたってオレも、ロクな牙きばも爪も持っていないから。

　それにしても、なんていうか──。

「ふぁ〜〜。………なに？」

　佳か奈な子こちゃんは大きな欠伸あくびを噛かみ締めると、眠ねむたそうにオレを一いち瞥べつした。

　なんですか、この態度は？

　普通ならもっとこう「何、この人？」とか、もしくは「うほっ。イイ男」とかみたいな反応があって然しかるべきじゃないのか？　それなのに、この「どうでもいい」感はどうだ。これがこの子の性格だってんならまだしも、「うつがみさま」の影響だっていうのなら、やっぱこの状況はよろしくないな。

「なぁ、お前。もう足は大丈夫なんだろ？　リハビリくらいしとけよ」

「ふぁ〜〜。面倒くさい……」

「面倒くさい、ってお前なぁ……。そんなんじゃ学校にも戻れないだろが」

「別にぃ〜〜〜。構わないからぁ〜〜。ふわぁ〜〜〜」

　な？　コレだよ。

　こりゃ完全に「うつがみさま」に中あてられちまってる。

　なんとかしないと──つーか、なんとかしてやりたいのは山々なんだけど、具体的にはどうすりゃいいんだ？　さっきも言ったけど「うつがみさま」自体はメチャ弱いザコ妖よう怪かいだ。ゲーム風に解かい析せきしたら、だいたい「攻撃１・防ぼう御ぎよ１・速度１・ＨＰ１」くらい。

　そんなザコを相手に、何を悩んでいるかと言うと──。

「………」

　オレは試しに、右手に『焔ほむら』を灯ともらせ「うつがみさま」に近づけた。

　もわもわもわぁ〜〜。

　ホラ、慌あわてて佳奈子ちゃんの体内に引っ込みやがった。

　オレ程度の『焔』に怖おじ気けづくとは……ウフフフ、愛ういヤツめ♪

　って、喜んでいる場合じゃなかった。問題は「うつがみさま」が佳奈子ちゃんの体内に逃げ込んだ、って事だ。これが実に厄やつ介かいなのだ。オレって直接攻撃しか手段を持たない生きつ粋すいの炎術使いだから、体内に逃げ込まれると迂う闊かつに手が出せない。いくらオレの火か力りよくが弱いっていったって、皮ひ膚ふを灼やかずに内部だけ灼くみたいな芸当は、到底無理だから。

　つーか、そんな電子レンジみたいな炎術、聞いた事もねぇー。

「こりゃオレの火力が強い、弱いの問題じゃなくって、根本的に知恵を絞しぼれって事なんだろうけど……。知恵……知恵ねぇ……」

　オレって自分では、口より先に身体からだが動く肉体派だって思ってんだけどなぁ〜。

　だからといって言葉責めがキライなワケじゃあない──っていうか、むしろ大好き♪

「あ〜。ねぇ〜〜」

　と、不意に佳か奈な子こちゃんがオレの袖そでを引っ張った。

　トロンとした眼まな差ざしが、眠ねむたそうにオレを見上げている。

　初対面の男を相手にここまで無防備な姿をさらすとは、これもきっと「うつがみさま」の影響なんだろう。ったく、命拾いしたな佳奈子ちゃん。こんなデパ地下の試食品よりも食べやすそうな姿をさらして、他ほかの男だったらゴチソウサマだぜ？

「ねぇ〜。リンゴぉ〜〜」

「リンゴ？」

「リンゴぉ〜〜。取ってぇ〜〜」

　テーブルの果くだ物ものカゴを指差し、佳奈子ちゃんは言った。

　ちょっと起き上がれば手が届きそうなこの距離で、しかも他人にモノを頼んでいるくせに気だるそうな態度ときやがったか。まるで倦けん怠たい期の主婦みたいに、自じ堕だ落らくでハッピーな生き様をさらしやがって。殴なぐってやりたいところだが、今日のところは勘かん弁べんしてやろう。

「ホラよ」

「ふにゃ〜」

　思った以上にちっこい手に、オレはリンゴを手渡した。

　佳奈子ちゃんは両手で抱えるようにリンゴを受け取り、そして──。

「む〜い〜てぇ〜〜」

　と、のたもうた。

「それぐらい自分でしろっ！」

「ぶぅ〜〜。じゃあ、いらなぁ〜〜〜い」

　佳奈子ちゃんはベッドの中でクルリと背中を向けて、拗すねてしまった。

「はぁ〜〜」

　オレはため息を一つこぼし、リンゴにナイフをサクリと入れた。

　コイツは本当に、厄やつ介かいな課題になりそうだ。

　そもそもオレは医者でもカウンセラーでもないのに、どうすりゃいいんだ？

　──いや、違うか。オレが医者の真ま似ね事ごとなんかする必要はない。そもそも医者と薬で治るんだったら、オレらの出番なんて必要ないんだから。医者には医者が必要なお仕事を、退たい魔ま師しには退魔師が必要なお仕事を。この棲すみ分けと分担を、見誤っちゃいけないのだ。

　だからと言って、「お医者さんゴッコ」を否定するつもりはない。

　サク、サク、サク──。

　綺き麗れいに四分割したリンゴから芯しんを切り落とし、ついでに皮をちょちょいと細さい工くして、「ウサギさん」の完成だ。

「ほれ。喰くえ」

「ん〜〜」

　ウサギさんを載のせた皿さらを差し出すと、佳か奈な子こちゃんがもそもそと起き上がり──、

「ング……ん………。美お味いしい〜〜」

　と、幸せそうにリンゴを頬ほお張ばり、ほっぺたをとろけさせた。

　なるほど、美う味まいものを喰くってる時くらいは、気だるそうな顔も普通になるのか。それにしても、面倒臭くさがって「ア〜ン」とか言われなくって、一安心だ。言われたら、さすがに恥ずかしくって拒否してたけど……ん？

　ぶるぶるぶるぅ〜〜。

　佳奈子ちゃんの身体からだから、再び「うつがみさま」が微かすかに漏もれ出した。

　つーか、そこはかとなく居心地が悪そうに震えているような……。

「ん〜〜。おかわりぃ〜〜」

「へいへい」

「次は〜、メロン〜〜」

「黙ってバナナでも喰いなさい」

「ん〜。ケチぃ〜〜」

　ったく、わがままなお餓が鬼きさんめ。

　こんな時間にバカバカ喰って、昼メシが食えなくなっても知らねぇーからな。

　メロンを掴つかんだオレを、少しだけ期待しているような眼まな差ざしで見つめる佳奈子ちゃん。

　そんな佳奈子ちゃんの背中で、「うつがみさま」は居心地が悪そうに震えていた。
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　そんなこんなで、もう三日目──。

　オレは教室の椅い子すに腰こし掛けながら、ぼんやりと弁当箱を突っついていた。

　予想はしていたけど、事態は全然、進展していなかった。悪くもなってないけど、良くもなっていない。判わかった事といえば、佳奈子ちゃんの体内から「うつがみさま」を引きずり出さない限り、どうすることもできないって事だけだ。

　例えば破は邪じやのお札を貼はってみた──体内に潜もぐられて現状維持。

　それではと、幣へい串ぐしを使ってお祓はらいしてみた──やっぱり体内に逃げられた。

　ならばこれでどうだと、お供そなえ物を用意した──お供え物を佳奈子ちゃんに食べられた。

　他ほかにも色々試してみたけど、一つとして効果を上げたものはない。

　やっぱり大前提として、「うつがみさま」を体内から引きずり出すしか……。

　でも、どうやって？　結局、そこで行き詰まるんだよなぁ〜。

　ジュルジュルとパックの豆乳を吸いながら、頭を必死に悩ませる。

　このままだとオレは、自分で言いたくはねぇーが、とことん「役立たず」だ。

「コイツはマジィ……」

　せっかくの美み空そらちゃんお手製弁当も、イマイチ味が口の中に広がらない。

　この大好物の卵焼きだって……全く………いや、本当は美う味まいんだけどね、しっかりと。

「味付け、失敗していた……？」

　と、美空ちゃんの黒い水晶みたいな大きな瞳が、不安げに覗のぞき込んできた。

「や、お弁当の話じゃなくって、オレ自身のこと」

「？」

　不思議そうに小首を傾げる美空ちゃんに、オレは言った。

「ザコに手間取っているオレって、一体なんなのかなぁーってね。ザコの中のザコ。それってつまり、魚うお偏へんに弱いと書いて『鰯いわし』並みって事なのか」

「……でも、最近はイワシ………高いけど？」

「や、そういう事じゃなくってだな……」

　黒い瞳をパチクリさせる美空ちゃんに、オレは軽く眉み間けんにシワを寄せた。

「確かに昔は……イワシはとっても安かったけど………」

　いや、だからイワシの値段に悩んでいるワケじゃありませんって。

「で……時間が経たって、環境が変われば……安かったイワシも、高級魚と同じ扱い」

「………」

「優ゆう夜やくんは……今は昔と同じ安いイワシと同じかもしれないけど……。でも、優夜くんならきっと、高級魚のイワシになれると思う……。いつか、必ず……」

　言って、美空ちゃんは漆しつ黒こくの髪かみを指で梳すいて、たおやかに微ほほ笑えんだ。

　……そうか。なるほど、そうだよな。

　イワシがアレなら、もしくは出世魚。チャリコだって、最初はお味み噌そ汁しるの具にしかならないけれど、大きくなったらタイのお頭かしらだ。刺さし身みに塩焼き、なんでも御ご座ざれ。イクラも大きくなれば鮭さけになる……は、少し違うか。けれどもさすがは美空ちゃん。その励ましだけで、オレの小さな悩みは綺き麗れいに三枚に卸おろされて、ウロコ一枚分も残ってない。つまり、弱いイワシである事に卑ひ屈くつになるよりも、強いイワシになれる方法を考えればいいってこと。

　いつかタイにもマグロにもなれるような、ビッグでブラボーなイワシになる方法を。

「とかなんとか言いながら、食物連れん鎖さの胃袋にアッサリ吸収されたりしてね」

「っていうか、イワシの頭も拝おがめば神様っていうしね」

「黙れナベキュウ。それに人を勝手に日本最下層の神様扱いするな、山やま梨なし！」

「あれ？　そうだっけ？」

「それはそうと、美お味いしそうな卵焼きだね」

　ヒョイ、と伸びるナベキュウの腕うで。

　オレのお箸はしのガードをかい潜くぐり、オレの卵焼きがナベキュウの口に消えてしまった。

「って、喰くうなっ！」

「気にしない、気にしない。それよりも、ひとりでなにやら面白い事をやっているらしいじゃないか。美みヶか速はやよ」

　ったく、どこで聞きつけやがったんだか、侮あなどれない地じ獄ごく耳め。

「そうそう。なんでもカワイィ〜女の子の部屋で、毎日逢瀬おうせを繰り返しているんでしょ？　美み風かぜや美み空そらって存在がありながら、美ヶ速くんも好きなんだからなぁ〜」

「聞いたところだと、上う手まくいってないようだね？」

「水臭くさいなぁー、美ヶ速くんも。一言いってくれたら、相談に乗るのにぃ〜」

「お前らに相談するくらいなら、オレは潔いさぎよく腹を斬きる！」

「おやおや。強がったところで、タイムリミットは今日までだろうに」

「まぁ、素す敵てき♪　実はあたしって、切せつ腹ぷくをナマで見るのは初めてなの♪」

「グッ……」

　なんでコイツらは耳が早い上に、こうも嬉うれしそうなんだ！

「で、その女の子の様子はどうなんだい？」

「別に、元々が危険な状態ってワケじゃないからな。日がな一日、ベッドの上でゴロゴロしてるダケだ。ったく、脚あしのリハビリもしなくちゃなんねぇーのに」

「うわぁー。ある意味羨うらやましいなぁ〜、ソレ」

「む、睦むつ美みちゃん……。滅めつ多たな事は、言わない方が……」

「ちなみにカワイイ子なのか、美ヶ速？」

「まぁ、カワイイと言えばカワイイんだろうけど、ちょっと痩やせすぎだな、ありゃ。あんまりメシとか喰ってねぇーみたいだし」

　言って、チラリと美空ちゃんに──正確には、その胸に──視線を送る。

「な、なにかな、優ゆう夜やくん……？」

　そんなオレの視線に気が付いたのか、美空ちゃんが胸の辺りを隠すように身をよじる。

　うむ。やはりオレ的な感覚として、胸のサイズはこれくらい欲しい。何よりそうやって胸の大きさを誇るどころか、逆に恥ずかしがっている奥ゆかしさがスバラシイ。敢あえて言おう。胸は大きい事を強調するより、大きい事にコンプレックスを持っている方が魅力的であると。寄せてもショボイ美風の胸とか、平凡な山やま梨なしの胸とは雲うん泥でいの差である。

「ねぇ、優夜くん……。その子って、食欲がないの………？」

「ん？　いや、そういうワケじゃねぇーみたいだけど？」

「だったら、お見舞いにお菓か子しを作っていっても、大丈夫……？」

「大丈夫なんじゃないか。病院のゴハンは美お味いしくないって、あんまり喰ってないみたいだけど、見舞いのお菓子とかフルーツとかはパクついている……って、そうじゃなくって。ひょっとして美み空そらちゃん、お見舞いに行く気なのか？」

「うん……。優ゆう夜やくんがお世話になっている子なら、挨あい拶さつくらいは……って」

　お世話をしているのは、どっちかつーとオレの方なんだけど。

　まぁ、お見舞いくらいなら別に問題ないだろうけど。

「あ〜。そうそう。お見舞いといえば……ね？」

「そういえば、そうだね」

　山やま梨なしの言葉に、ナベキュウが頷うなずく。

　ああ、そういえば居たなぁ。

　今日はもうひとり、見舞いに行った方がいいヤツが。

　風か邪ぜで今け朝さから寝込んでいる、とんだオマヌケさんが……。
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「よぉ。入るぜ美み風かぜ〜」

「なっ!?　ゆ、優夜!?　なに勝手に人の部屋に──ごほっ、ごほっ！」

　部屋に入った瞬間、美風は薄いピンクのベッドからビックリしたように飛び起きた。

　いや、飛び起きようとして自滅した、ってところか。

　ったく、なにをやってんだか……。

「咳せき込むか怒ど鳴なるか、どっちかにした方がいいんじゃねぇーのか？」

「ごほっ、ごほっ！　う、うるさい！　誰のせいで、こんな……ごほっ、ごほっ！」

「少なくても、風邪を引いたのはオレのせいじゃねぇーぞ」

　オレはため息をひとつ吐つくと、尚なおも咳き込む美風の襟えり首くびを左手で掴つかむ。

　そして、おもむろに「トンッ」と背中を前に押し──、

「ちょ、ちょっと──」

　美風の上半身が押された力に反発しようとした瞬間、押した腕うでを後ろに引っ張りつつ、オレ自身は重心を真下に急速移動。備えていた力の支点を失った美風の顎あごに、間かん髪ぱつ入いれずに右腕のヒジの辺りを滑すべり込ませ、そのまま覆おおいかぶさるように身体からだを沈み込ませる。

　すると、アラ不思議。

「わ、わわわっ──!?」

　ボスンッ！

　軽くスプリングを軋きしませて、美風の身体はベッドに沈んだ。

　そして素早く布団を引っ張り、倒れた美風に頭から被かぶせる。

　本当は立っている相手を後ろに倒すやり方で、相手が予想していた方向とは別の力を加える事によってバランスを崩くずさせる体術の技法だ。まぁ、素人しろうとさんならともかく、こうも簡単にオレ程度の技量でアッサリ引っ掛かるとは、やっぱり体調が狂っているからだろうな。

　だからオレは、突き放すような声で言った。

「病人は病人らしく、大人おとなしく寝てろ」

「うぅぅぅ〜〜！」

　美み風かぜは怒ったような情けないような、複雑な唸うなり声を上げてオレを睨にらんだ。

　全く、世話を焼かすなってーの。

　先日の夜の鍛たん練れん。あの時、妙みようにコイツの動きが鈍にぶいと思ったら、やっぱり風か邪ぜを引いていやがったのだ。でも、風邪で休むなんて恥ずかしいからって、普段通りに無理を押し通そうとしたもんだから、遂に今日になってダウンしてしまったという顛てん末まつ。

「で、熱は下がったのか？」

「………まだ測ってない」

　再び起き上がる気力もないのか、横になったまま、不ふ貞て腐くされたように美風が言う。

「んじゃ測れ。きびきび測れ。なんだったらオレが測ってやろうか？」

「結構よっ！」

　舌を出し、枕元の体温計を掴つかむと、ゴソゴソと布団の中で身体からだを揺する。

　むぅ……。どうやら脇わきで挟はさむタイプの体温計らしい。ボタンを外したパジャマから覗のぞく白い肌はだとか、薄うっすら汗が浮かんだ肩かた口ぐちや鎖さ骨こつとかに、思わず視線が向いてしまう。しかし、こうやって見ると、ガサツなコイツでもやっぱり女の子なんだよなぁ〜。

　チラチラと映る細い肩とかブラとかに、奇き妙みような色っぽさを感じる。

「って、なにジッと見てるのよっ！　恥ずかしいじゃ……こほっ、こほっ、こほっ！」

「お前、学習能力ゼロだろ？」

「ほっといてよ……こほっ、こほっ」

「あのなぁ。なんでわざわざ看かん病びように来て、その病人をほっとかないといけねぇーんだ？」

　すると美風は、ビックリしたような面持ちを浮かべた。

「え、看病って……？　笑いに来たんじゃなかったの、わたしを……？」

　ガクッ。

　いや、今のはマジで「ガクッ」って来たぞ。

「お前なぁ。オレをなんだと思ってんだ？」

「ご、ごめん……。てっきり笑われるって思ってたから………だから、その……」

「だから……？」

「…………あ、ありがとう……」

　蚊かのなくような声でささやくと、美風は布団の中に鼻先まで潜もぐり込んでしまった。

　ったく、本当に素直じゃねぇーんだから。顔を隠してオデコ隠さず。照れているのは茹ゆでダコみたいに真まっ赤かなオデコで一いち目もく瞭りよう然ぜん。まぁ、こうやって女の子らしい仕し草ぐさを見せると、コイツも少しはカワイイところがあるんだけどなぁ〜。

　………。

「……ごめん。本当は忙しいんでしょ、優ゆう夜や」

「気にすんな。今日は美み空そらちゃんが手作りのお菓か子しを作って、オレに付いて行くっていうもんだから、待っているついでに寄ったダケだ」

「美空姉ねえさんが……？」

「それに……まぁ、オレもちょっと欲しいものあったし………」

「………？」

「あ、それから後で余よ計けいなのが二匹ほど、見舞いに来ると思うから」

「……うん」

　布団から目線だけを出しながら、美風は小さく頷うなずいた。

　ううっ、そんな熱っぽい瞳でオレを見るな！

　……いや、熱っぽいっていうか、本当に熱があるんだろうけど、頼むから見るな。

　なんていうか、間が持たねぇーだろうが。

　ＰｉＰｉＰｉＰｉ──。

「あっ……」

　と、そこへ救いの手を差し伸べるように、小さな電子音が布団の中から聞こえた。

　内心、胸を撫なで下ろすオレに背を向け、美み風かぜがモソモソと脇わきから体温計を取り出す。

「……うっ」

　目盛りに目を落とした美風の口から、詰まったような声がこぼれた。

「どうしたんだ、美風？」

「………さんじゅうはちどきゅうぶ……」

「三十八度九分って……お前、それって朝より熱が上がってんじゃねぇーのか!?」

　確か今朝は三十八度前後の熱があったって、美空ちゃんはそう言っていた。

　だから今け日さは学校を休ませる、みたいな事を。

「お前、ちゃんと風か邪ぜ薬とか飲んだのか？」

「………飲んでない」

「飲めよ！　薬くらい」

「ご、ごめん………」

「飲め！　今すぐ飲め！　っていうか、薬はどこだ！」

　放っておいたら、このオコチャマは薬を飲むのをサボリかねん。

「……そこの水差しの横の紙袋……。彩雲あやも姉さんが持ってきてくれたやつが……」

　言われてみれば、確かに水差しの横にソレっぽい袋が置いてある。

「ったく、あんまり世話を焼かせんじゃねぇーよ」

　ガサガサと、袋の中に手を入れて──オレは指先を硬直させた。

「………」

「？　どうしたの優ゆう夜や？」

「座ざ薬やくだぞ、コレ……」

「へ？　ざや……」

　そうです。座薬です。

　苦い薬よりも痛い注射よりも、精神的には最強に強烈なアレ。




　………。

　………………。

　………………………。




「──っっっ！！！」

　瞬間、美み風かぜの顔が「ボンッ！」と真まっ赤かに弾はじけた。

　トマトだトマト。完熟トマトさんだ。

　脳のう天てんから蒸気でも噴ふき出しそうな勢いで、美風の首が真っ赤に弾け、布団を身体からだに巻き付けてオレを睨にらむ。そんな親の仇かたきでも睨むような目をしても無む駄だだ。

「よ、寄るなぁ！　それ以上コッチに来たら舌を噛かむわよ！」

　逆さか立だった柳りゆう眉び。それでいて泣きそうな瞳。

　布団に包まり必死に八や重え歯ばをむき出すその姿は、却かえってオレの嗜し虐ぎやく心しんを刺激する。

　シャクだけど認めてやろう。怯おびえたお前は、イジメたくなるほどメチャかわいい。

「安心しろ。これは純粋な医療行為だ」

「どこが！　っていうか、何よそのイヤラシイ指の動きは!?」

「心配すんなって。病人にはちゃんと優しくするから♪」

「いい！　しなくていい！」

「へぇ〜。って事は、激しいプレイを希望？」

「ちがう〜〜っっ！」

　スコッーーーン！

「あだっ！」

　美風が悲鳴を上げた瞬間、オレの後頭部を堅い物体が直ちよく撃げきした。

　くぅ〜〜。前ばっかり注意していたから、後方の警戒がお留守になっていた。

「優ゆう夜やくん……。あんまり美風をいじめると………」

　背後から伝わる、プンプンとご立腹なご様子のこの気配。

　振り返ると予想通り、お盆ぼんを手にした美み空そらちゃんが頬ほおを膨ふくらませていた。

「ちぇ。冗じよう談だんなのに……」

「そういう冗談は……病人にはしちゃ、ダメ………」

　だったら健康な時なら──いえ、なんでもありません美み空そらさん。

　思いのほかキツイ眼まな差ざしに、オレは誤ご魔ま化かすように天てん井じようを見上げた。

「美み風かぜ……ただでさえ恥ずかしがっているんだから……」

「ちょっと、姉ねえさんっ!?」

「恥ずかしいって……なにが？」

「だから、優夜くんに弱いところを見られてしまう事が……」

「へ……？」

　オレが美風を見やると、美風は頭の中まで布団に潜もぐり込んでしまった。

　えーと、ちょっと待て。弱いところって……風か邪ぜを引いて寝込んでいるとこをか？　それが恥ずかしいって……なんだそりゃ？　そもそも病人が弱いのは当たり前なんだから、何を恥ずかしがる必要があるってんだ？

「優夜くんはもう少し、女の子の気持ちを考える必要が、あると思う……」

　や、そんな呆あきれたような眼差しをされても……。

「はぁ〜」

　しかも、ため息まで付けて……。

　オレってそんなに、女心が判わからない人なのか？　そりゃキスもした事ねぇーし、経験もまだだけど、知識だけは百戦錬れん磨まのツワモノさんのつもりなんだけど……アレ？

「はい。美風……。取りあえず、これくらいなら食べられるでしょ……？」

　美空ちゃんが差し出したお皿さらには、かわいいプリンがちょこんと鎮ちん座ざしていた。

　もちろん、美空ちゃんの手作りプリンだ。

「お裾すそ分けだけど……。消化にもいいから、食べて……」

「うぅ……ありがとう、美空姉さん……」

　もそもそと布団から顔を出し、感激したように瞳を潤うるませる美風。

　そこへドタドタと、二組の足音が部屋になだれ込んできた。

「やっほ〜。美風〜。調子はどう〜？」

「お邪じや魔まするよ、高たか倉くら妹。それからコレは、頼まれていた飲むタイプの風邪薬」

　入ってきたのは山やま梨なしと、手に薬局の袋をぶら下げたナベキュウだった。

「睦むつ美み……。渡わた辺なべくんも……」

「あんたが風邪で寝込むなんて、初めてなんじゃないの？」

「記憶の限り、そうかも……」

「それじゃあ美風……液状の飲み薬なら大丈夫でしょ？　プリンを食べたら、ちゃんと飲んでゆっくり休むこと……。判った……？」

「うん……」

「ん……よろしい。じゃあ、私達はもう行くから……。なにかあったら連絡して……」

「うん……」

　美み空そらちゃんの言葉に、美み風かぜは素直に頷うなずいた。

　相変わらず、「美空姉ねえさん」の言葉には絶大の効果があるらしい。

「あ……ゆ、優ゆう夜や………」

「あん？」

　部屋を出ようとした瞬間、オレは美風に呼び止められた。

「その……さっきはゴメン………」

「座ざ薬やくの事か？」

「ソッチじゃなくって！　……ああ、もう、いい！　寝る！」

　吼ほえるように美風は言うと、布団の中にくるまってしまった。

　ったく、なんだってんだ、一体？

　振り返らせた首を元に戻すと、三組のどんよりとした生温かい眼とコンニチハ。な、なんでしょうか、その突き刺すような眼まな差ざしは？　オレが悪い事でもしたっていうのか？　しかも山やま梨なしやナベキュウはともかく、どうして美空ちゃんまで？

「あ〜あ。美風ってば、可か哀わい相そう〜」

「ダメダメだね、キミは」

「優夜くん……。やっぱり女の子の気持ちを勉強しないと……」

　だ、だから、実戦経験がまだなダケで、知識だったら百戦錬れん磨まなのにぃ〜。

　呆あきれる美空ちゃんの背中を追って、オレは慌あわてて階段を駆かけ下りた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　トントン。

「入るぜ、佳か奈な子こちゃん」

「ん……」

　オレが部屋に入ると、佳奈子ちゃんはモソモソと頭を動かした。

　これでも少しは進歩した方なんだろう。何せ初日は完全に無視だったから。

「今日はオレの知り合いが来てんだけど、部屋に入れてもいいだろ？」

「ふあぁ〜〜」

　取りあえず、これはＯＫの返事という事で……。

「お〜い。入っていいってよ」

「あの、失礼します……」

「こんにちは〜」「ちわ〜」

　ゾロゾロと入ってきた面々を、佳か奈な子こちゃんは相変らずの無関心で出迎える。

　トロンとした眼にダレた態度。

　背中の「うつがみさま」も相変らずだ。

「うわ〜。ちっちゃ〜い♪　カワイイ〜♪」

「ふむ。確かに小さいね。高たか倉くら姉あねとは、一年しか違わないのにね」

「む。貴様も同じ意見か」

「二人とも……。どこを見て言っているの……？」

　それはもちろん、パジャマ姿の佳奈子ちゃん。

　具体的には、ある一定の客層向けにカスタマイズされた未成熟なライン。

「是ぜ非ひとも『おにいちゃん』って、呼んで欲しいものだね」

「お前、この子とはなんの血の繋つながりもねぇーだろうが」

「おいおい。よしてくれよ、美みヶか速はや。ボクは血の繋がっている妹に『おにいちゃん』と呼ばせるような、ヘンタイ的な趣味なんて持ち合わせていないよ」

「コラコラ。二人ともいい加減にしないと、ナースコールを呼んじゃうわよ？」

「そう言いながら睦むつ美み……。その子をギュって抱きしめているのは……どうして？」

「や、だって可か愛わいいから。思わずお持ち帰りしたいなぁ〜、とか」

「う〜〜」

　抱き寄せられた佳奈子ちゃんは、ちょっぴり迷めい惑わくそうだった。

「それじゃ優ゆう夜やくんのやっている事と、あんまり変わらない……」

　失しつ敬けいな！　オレだって「おサワリはＮＧ」くらいの分別くらいは持ってるのに！

「だったら、美ヶ速くんもギュってしてみる？」

「してみません」

　謹つつしんで辞退するオレに、山やま梨なしとナベキュウは珍ちん獣じゆうでも見るような眼まな差ざしを向けた。

　とことん失敬なヤツらめ。だが、視みえてないんだからしょうがない。

　もしゃもしゃもしゃ〜〜。

　佳奈子ちゃんに頬ほお擦ずりしている山梨の行為は、すなわち「うつがみさま」に頬擦りしているようなもの。アレに顔を突っ込んでまで佳奈子ちゃんに抱きつきたいだなんて、いくらオレでも絶対に願い下げだね。むしろニコニコと「うつがみさま」に頬ずりしている山梨が哀あわれというか、知らないって事はコワイっていうか……。

「あの、睦美……。その、離れた方がいいと思う……」

　オレと同じく少しは視える美空ちゃんも、微かすかに頬を引き攣つらせている。

　はぁ〜。居るんだよなぁ、時々。山梨みたいなお莫ば迦かさんが。

　真夏の夜の肝きも試し程度の軽い気持ちで、本当に踏み込んではいけない場所に踏み込んで、ものの見事に崇たたりや呪のろいを拾ってくるヤツが。そういうヤツを助けるのも、オレらの仕事と言えば仕事だけど、本当に迷惑な連中だぜ……。

「それじゃそろそろ始めるから、そこを除のけ」

「あ〜ん。ケチィ〜〜」

　尚なおもしがみ付くお莫ば迦かの頭をガシっと掴つかみ、真後ろに引っ張る。

　ゴキッ！

「ゆ、優ゆう夜やくん……今、なんか首の辺りから、破滅の音ね色いろが……？」

「いや、ついつい美み風かぜの感覚で引っ張っちまったから。ワハハハ」

「ワハハハじゃない〜〜！」

「後でゴハン粒つぶでくっ付けてあげるから、我が慢まんしなさい」

　首が曲がった山やま梨なしはさて置き、オレは持参したカバンから一本のステンレス製の水すい筒とうを取り出した。一見、なんの変哲もない水筒だが、さにあらず。容器は市販の水筒だけど、中身はそんじょそこらじゃ手に入らない超希き少しようアイテムなのだ。

　蓋ふたを開けると、独特の甘さを含んだアルコールの香りが鼻先を掠かすめる。

　……うん。悪くない香りだ。

　ちょっと指で一口舐なめてみると、なかなか爽さわやかな味わいが舌に広がる。

　人に言わせりゃ、ワインと並ぶ芸術作品ってのも頷うなずける話だ。

　それをほんの一口分、小さなコップに注ぎ込む。

「？　優夜くん、それ……」

　液体の正体に気付いたのか、美み空そらちゃんがビックリしたように口に手を当てる。

　コイツの正体は、日本酒だ。

　と、言っても、ただの日本酒じゃない。

　明あき羽ば神社で……というか、彩雲あやもさんがお祓はらいとか土地鎮しずめのタメに使っている、混ぜ物ナシの清めの霊れい酒しゆ。ちゃんとしたお米で造った日本酒は、それだけで清めにもお祓いにも使えるんだけど、コイツは更に一味違う。何せコイツは彩雲さん自らが厳げん選せんし、術を施して霊的な効果まで付与させてある。だから飲めば霊力の補給にもなるし、振り撒まけば穢けがれを清めてものの怪けまで祓える、かなり便利なアイテムなのだ。

「優夜くん……ソレ、勝手に持ち出したら………」

「皆まで言うな、美空ちゃん」

　判わかってる。そんな不安そうな顔をしなくても、ちゃんと判っていますって。

　便利で御ご利り益やくがある分、高価な霊酒だ。バレた時は、烈れつ火かの如く怒る彩雲さんの姿を瞼まぶたの裏側に容易に描ける。だからオレも、一口分しかくすねてこなかったんだから。

「さぁ、佳か奈な子こちゃん！　コイツを薬だと思って、グッと飲みねぇ！」

　オレはお酒を佳奈子ちゃんに差し出した。

　これは言わば虫下くだし作戦。体内に巣くっている「うつがみさま」を、特殊なお酒を使って燻いぶり出すというオレのアイデア。外からがダメなら内から攻めろ。堅けん牢ろうな要よう塞さいも内から攻めれば陥ちやすし！　巣穴になっている佳か奈な子こちゃんの体内が清められてしまったら、さすがの「うつがみさま」も出てくるしかなかろう。

　そういうワケで、さぁさぁさぁ！

「それ〜、変な臭においがする……。……おいしくなさそう」

「いいの。おいしくなくて。薬なんだから」

「じゃあ、要いらない……」

　コ、コイツはぁ〜〜！

「いいから飲め！　グッと飲め！」

「んっっっ〜〜〜〜！」

　あ、こら！　暴れるな！

　ジタバタ暴れて、コップの中身がこぼれたら元も子もねぇーだろ！

「美みヶか速はやくん、乱暴〜〜」

「無理やりは優雅ではないよ、美ヶ速」

「やかましい！　いいからお前らも少しは手伝え！」

　乱暴だろうが美しくなかろうが、今のオレは目的のためなら手段は選んでられないの！

　それにこれは、立派な人助け。この薄胸で生なま意い気きな小こ娘むすめ……じゃなくて、可か哀わい相そうな女の子から「うつがみさま」を引き剥はがすための、止やむを得ない措そ置ちなのだ。だから……ええい、引っ掻かくんじゃねぇー、このナイチチがっ！　いい加減にしねぇーと、その蚊かに刺された程度のミニマムな胸を、これでもかってくらいに揉もみ倒すぞ！

　ぶるぶるぶる〜〜。

　暴れる佳奈子ちゃんに呼応するように、「うつがみさま」まで活発に動き出す。

　ったく、この忙しい時に邪じや魔まするな！

「え、えっと……。睦むつ美み……渡わた辺なべくん……。優ゆう夜やくんを、手伝ってあげて……」

「やれやれ。仕方がないか」

「でも、これって本当に人助けなの？」

　首を捻ひねりながらも、左右から山やま梨なしとナベキュウが佳奈子ちゃんの腕うでを掴つかんだ。

「ん〜！　ん〜！　ん〜〜！」

　左右の腕を掴まれ、これでもう暴れられまいと思ったら、今度は固く口を閉ざして断固たる態度でお酒を拒否する佳奈子ちゃん。その根性ダケは認めてやろう。しかし、オレが古典的ながらその鼻を摘つまむと、やがて呼吸ができなくなった童顔が赤く膨ふくれて、耐えかねたように酸素を求める小さな口がパカリと開いた。

　まさにその一瞬、オレは清らかな液体を少女の喉のどへと無理やり注ぎ込んだ。

　なんか自分が、とんでもない悪党になった気分だ。

　そして──。




　ブゥ〜〜〜〜ッッッ！




「あ、人間ポンプ」

　佳か奈な子こちゃんの口から、お酒が霧吹き状に噴ふき出した。

　オレの顔面の、真正面に。

「わ、わ、わ……。だ、大丈夫、優ゆう夜やくん……!?」

「………」

　ポタポタと滴したたる吟ぎん醸じよう酒しゆ。

　目に染みる刺激的な味わいと、アルコールを含んだフルーティーな香り。

　そしてぶるぶる震えるオレの拳こぶし……！

「だあ〜〜！　腹いせに一発殴なぐらせろぉ〜〜！」

「わっ、優夜くんダメ……！　悪いのは佳奈子ちゃんじゃない……」

　判わかってる！　そんなこったぁ〜判ってる！

　けれどもせっかくの貴重な霊れい酒しゆが、オレの最後の切り札がぁ〜〜！

「残念だったわね、美みヶか速はやくん♪」

「今は好きなダケ泣きたまえ。その涙がキミを大きく成長させる」

「下らなねぇー気休めなんかいらんわぁ！」

　なんて……なんてお粗そ末まつでヒデェー話だ。

　こんなお粗末なオチで、最後の作戦が頓とん挫ざなんてありかよ、トホホホ……。

「げ、元気出して、優夜くん……」

　うう、オレの心の痛みを判ってくれるのは、美み空そらちゃんダケだ。

「と、取りあえず、これでも食べて……」

　自分のカバンからプリンを差し出す美空ちゃん。

　うう、美空ちゃんは優しいなぁ。でも、この心の痛みはプリンみたいな子供のお菓か子しで……パク……癒いやされるほど、浅くないワケで……パク……いや、ウマイとは思うけど……。それはそれとしてだ……モグ……早く次の策を考えないと……マジで時間切れ……パク……や、マジでウマイですわ、コレ……。フルフルと舌の上で震える瑞みず々みずしい食感があって、カスタードの優しい甘さが口の中に幸せを広げつつ、つるんと喉のどの奥に滑すべり込む。

「ふむ……。コレはなかなかいいんじゃないのか、高たか倉くら姉あね？」

「うん。すっごく美お味いしい〜。相変わらず美空は何を作っても上じよう手ずよね〜」

「あ、ありがとう………」

　ナベキュウどもの賛さん辞じに、美み空そらちゃんは雪のように白い頬ほおを染めて俯うつむいた。

　うむ。オレとしては佳か奈な子こちゃんよりも、やっぱりこの子を「お持ち帰り」したい。

　そしてお持ち帰りには興味のない、もう一方はと言えば──。

「パク……んく………ん……あまい……おいひぃ………」

　一心不乱に、美空ちゃんの手作りプリンをパクついていた。

　しかも一個、二個……おいおい、三個目じゃねぇーのか、ソレ？

「お前、そんなに喰くったら、晩メシが食べられなくなっても知らねぇーぞ」

「いいのぉ〜。病院のごはん、おいしくないからぁ〜」

　やれやれ。見かけダケじゃなくって、中身までお子ちゃまだ。

　そんな偏へん食しよくみたいな事をしているから、胸板ガリガリなんだ。もっとしっかりメシを喰ってだな、ピンポイントで特殊な年ねん齢れい層にしか興味を持たないマニアックさん向けの身体からだを改善しないと、夏の浜辺とかでいつか絶対に悔くやし涙の味を知るぞ。

　寄せて上げてもＡカップな薄胸さんは、美み風かぜひとりで充分だ──って、おや？

　ぶるぶるぶる〜〜。

　佳奈子ちゃんの背中から、また「うつがみさま」が漏もれ出している……？

　引きずり出せるほどじゃないけど、身をよじらせるようにブルブルと、ウネウネと。

　どういう事だ？　さっきの清めの霊れい酒しゆが、少しでも体内に入ったのか？

　──いや、待て。思い出せ。そういえばさっき、佳奈子ちゃんが必死に暴れていた時も、なんか漏れ出していなかったか。それも確か、霊酒を飲ませる前に……。って事は、別の何かが原因で「うつがみさま」は、佳奈子ちゃんの中に居心地の悪さを感じた……？

「………あっ」

　今、小さな灯あかりが頭の中で瞬またたいた。

　ひょっとして、そういう事なのか？

　もし、オレの考えが正しいとしたら、そういう事かよ彩雲あやもさん。

　なるほどね。だったらロクな炎えん術じゆつを持たないオレには、最適の実習課題ってワケだ。

「なぁ、佳奈子ちゃん」

「ん〜〜？」

　オレの呼びかけに、佳奈子ちゃんはトロンとした眼まな差ざしをオレに向けた。

「今夜、ウチに来ねぇーか？　うまいメシを食わしてやるから」

　ピクリと微かすかに反応した佳奈子ちゃんに、オレはニヤリと笑った。




　　　　　　　　　◇◇◇




　佳奈子ちゃんの外泊許可は、思ったよりも簡単に出た。

　別に絶対安静ってワケでもないから、一日くらいの外泊なら問題ないらしい。

「でも、優ゆう夜やくん……本当に、大丈夫……？」

「おうよ」

　明あき羽ば神社の境けい内だいで、不安げな美み空そらちゃんの言葉を聞きながら、オレは薄暗い空を仰あおいだ。

　茜あかね色の空が緩ゆるやかに群ぐん青じよう色いろに侵食されてゆく──いわゆる「逢おう魔まが刻とき」。

　いい頃ころ合あいだ。天気もいいし、場所も申し分ない。

　オレは視線を空から地上に戻した。いい感じに古臭くささの目立つ明羽神社には、落ち葉やゴミは見当たらない。美空ちゃんが毎日、丁てい寧ねいに掃除をしている成果だな。時々、オレが組手とかで蹴け散らしてしまう玉たま石いしだって、次の日にはキチンと均ならしてあるし。

　そして夕ゆう陽ひを浴びてオレンジ色に染まった典型的な三さん間げん社しやの本殿には、ちょこんと腰こしを掛けた佳か奈な子こちゃんが、動く方の足をブラブラさせていた。

「ふあぁ〜〜」

　退屈しているのか、或いはなにも感じていないのか。

　相変わらず眠ねむたそうに欠伸あくびを噛かみしめている姿からは、その心の内は窺うかがえない。

　では、そろそろ出発するとしますかね。

「気を付けてね、優ゆう夜やくん……。危あぶないって思ったら、絶対に引き返してね……」

「もちろんだって。もしもの時は、泣き叫びながらすっ飛んで逃げ帰るから」

「うん……」

「自じ慢まんじゃないけど、逃げ足の速さはオレが誇れる数少ない特技のひとつだ」

「………うん」

　オレの軽口に、美空ちゃんははにかんだ笑みを浮かべた。

　けど、本心ではやっぱり反対なんだろうな。

　これからオレがやろうとしている事は、実際のところかなりの荒あら療治りようじだ。危険は覚かく悟ごの上というより、むしろ危険な目に遭あいに行くのが目的だし。でも、こうやって心配してくれる子が居るっていうのは、なんていうくすぐったい。以前のオレには、そんな人間はひとりも……いや、居るには居たけど、オレの精神衛生を保つためにはアレはカウントしたくねぇーな。

　だからオレを心配してくれる可か愛わいい女の子は、美空ちゃんひとりで充分。

　それに今はオレの事より、佳奈子ちゃんだ。

「お〜い。佳奈子ちゃん。メシの時間まで、ちょっと散歩しようぜ」

「ん〜〜。面倒くさい〜〜」

　その投げやりな反応は、もちろん予想の範囲内。

　そしてこれは心から嫌いやがっているんじゃなくって、どうでもいいっていう無気力の顕あらわれ。

「遠えん慮りよすんなよ。オレがおぶってやるから」

　だから、オレは勘かん違いしていた。

　本人にやる気がないんだから、なにを強要したところで無意味だって。

　でも、ソレはちょっとダケ違ったんだ。お酒を拒否してジタバタした時も、プリンをパクパク喰くいついた時も、無気力な彼女が少しでも何らかの意思を示した時、「うつがみさま」は居心地が悪そうに漏もれ出していた。それの意味するところを、もうちょっと掘り下げて考えてみれば、もっと早くに気付けたのだ。

「ふにゃ〜」

　背負った佳か奈な子こちゃんは特に嫌いやがる様子もなく、グテ〜っとしたまま成すがまま。

　それにしてもなんですか、この洗濯板みたいなアバラ骨の感触は？

　普通はあるはずの「フニュン」って感触が、ちっともねぇー。

「佳奈子ちゃん、寒くねぇ〜か？」

「ん〜。別にぃ〜」

「そっかそっか。んじゃ、晩ご飯までには帰るから」

「うん……。いってらっしゃい………。ごはん作って待っているから……冷さめる前に、戻ってきてね………」

　手を振る美み空そらちゃんに、オレも片手を上げて応じた。

　そして神社の裏山に通じる山道に、足を踏み入れる。

　山道の入り口になっている、古びた鳥居の下を潜くぐって。

　ここから裏山の山頂までは、曲がりくねっているけど一本道だ。

　もちろん、ハイキングコースみたいに整備された道じゃない。良く言って行ぎよう者じや道。悪く言うなら獣けもの道みちみたいな山道だ。鳥居を潜って僅わずか十分。鬱うつ蒼そうと茂った枝葉は天上を覆おおい、視界の前後は似たような景色ばかりが続いている。

「これで完全に陽ひが落ちたら、素人しろうとさんなら即そく迷まい子ごだな……」

　オレは一応、山ごもりとかの経験は豊富だから、どんな山道でもワリと平気だ。

　もっとも、ここまで夜の気配が奥深くて、無数のものの怪けが棲すんでいる山は初めてだけど。

　オレが歩いているこの裏山は、つまりはそういう場所なのだ。

　ザッ、ザッ、ザッ……。

　一歩、一歩、急な勾こう配ばいの山道を、樹木の隙すき間まを縫ぬいながら踏みしめる。

　よく山は「異い界かい」だと言うけど、実際にはそれほどおっかない場所じゃない。

　そりゃ都心のビル街なんかと比べたら、その手の存在に遭そう遇ぐうする確率はメチャ高いけど。

　ザッ、ザッ、ザッ（ヒタ、ヒタ、ヒタ）……。

　まぁ、もしも手に負えないようなヤツが出てきたら、その時はマジで逃げよう。

　一応、ここのお山には人間を襲うようなものの怪は棲んでいないらしいが、油断は禁物。それに当人は遊んでいるつもりでも、遊ばれている側には別の言い分があったりするのは、よくある話だ。いじめっ子の格闘技ゴッコと同じ理屈。エキサイトした魑ち魅み魍もう魎りようさんに、悲痛な心のＳＯＳがどこまで届くのか、そこはかとなく不安だし。

　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ（ヒタ、ヒタ、ヒタ、ヒタ×２）……。

「………」

　ちなみに佳か奈な子こちゃんは、相変わらず背中に乗っかっている。

　背中に感じるアバラの感触も、相変わらず。

　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ、ザッ（ヒタ、ヒタ、ヒタ、ヒタ、ヒタ×３）……。

「……………」

　佳奈子ちゃん、フロム・オレの背中。

　歩いている人、わたくしめひとり。

　それなのに、さっきから足音の数が微び妙みように増えているのは何な故ぜでしょう？

「………？？？」

　背中の佳奈子ちゃんから、微かすかな怯おびえの気配が伝わってくる。

　さっそく顕あらわれやがったか。

　ホント、「逢おう魔まが刻とき」とはよく言ったもんだぜ。

　オレは首筋に薄うっすらと汗を滲にじませつつ、ピタリと歩みを止めた。

　と、同時に止まる背後の足音。こんなのは序じよの口。オードブルどころか、まだテーブルにすらたどり着いてない。ちなみにこの気配の正体は「ベトベトサン」だな。夜の山道で、足音を鳴らして後をつけてくる妖よう怪かいといったら、まず間違いない。

「取りあえず、お先にどうぞ………」

　何も見えない背後の薄うす闇やみに向かって、オレは告げた。

（ヒタ、ヒタ、ヒタ……）

　するとヌルリと薄闇の中で何かの気配が動き、足音だけがオレの前を通り過ぎていった。

　ふぅ〜。まずはベタな妖怪で助かった。

　いきなり対処方法の判わからない妖怪が出てきたら、どうしようかと思ったぜ。

　しかし──。

「うぅ………」

　背中の佳奈子ちゃんが「ベトベトサン」の気配だけで、身体からだを強こわ張ばらせている。

　ダラリとぶら下げていた二本の腕うでも、いつの間にかしっかりとオレの首に絡からんでいた。

　イイ感じだ……。

　背中に押し付けるアバラ骨の感触は、相変わらずしょぼいけど。

　食べ物以外、何に対しても無反応だった佳奈子ちゃんが、「恐怖」という感情に心も身体からだも震えさせている。これだ。この反応が欲しかったんだ、オレは。やっぱり多少は無む茶ちやでも、佳奈子ちゃんにはこのストレスが必要だったんだ。

　無気力は「うつがみさま」の好物であり、棲すみ家かであると同時に、弱点なのだ。

　その無気力を吹き飛ばしてしまえば、必然的に「うつがみさま」は佳か奈な子こちゃんから離れざるをえない。ヤツは「無気力」っていう、湖のような穏おだやかな精神にしか棲すめない、弱い妖よう怪かいだから。なら穏やかな精神を、激流に変えてしまえばいい。そして数ある人間の感情の中で強烈に精神を揺らし、爆発させて無気力を吹き飛ばすものといったら、それは「怒り」という感情と──「恐怖」だ。

「ねぇ……帰らないの……？」

「帰らない」

「うぅ〜〜」

　唸うなる佳奈子ちゃんの背中から、早くも「うつがみさま」が漏もれ始めている。

　よしよし。気配だけの「ベトベトサン」にこの反応なら、これは相当期待できそう──ガシッ──って、なんですか？　脚あしに何かが引っ掛かって──いぃぃぃっっ!?

　オレは自分の足元に視線を落とし、顔面の筋肉を強こわ張ばらせた。

「なっ!?」

　地面の中から生はえた手が、オレの足首をガッチリと掴つかんでいるではありませんか！

　オレは慌あわてて足を上げた。

　足を上げると、腕うでがズルリと地面から引っこ抜け、女性の身体からだが顕あらわれた。

　長い髪かみに綺き麗れいな顔立ち。魅力的に膨ふくらんだ胸元に、括くびれた腰こし。そして──そして、そこまでだった。下半身が、下半身が付いてないのだ。まるで手品の人体切断ショーみたいに、足どころか腰から下が、綺麗さっぱり付いてない!?

（あらぁ〜。可か愛わいいボウ〜ヤ〜。お姉ねえさんと遊びましょう〜〜♪）

　女はニコリと、オレを見上げた。

「やかましいっ！　オレは綺麗なお姉さんには興味あっけど、下半身のないお姉さんは守備範囲外なんだよっ！」

　ほとんど条件反射の旋せん風ぷう脚きやく。

　しがみ付かれた足を振り回し、遠心力を使って幽ゆう霊れい女を引き剥はがす。

（まぁ〜たぁ〜あ〜い〜ま〜しょ〜う〜〜♪）

　二度と逢あうかぁ！　っていうか、消える間ま際ぎわに手を振るなぁ！

　オレは佳奈子ちゃんを背負い直して、即そく座ざにその場から全力ダッシュだ。

　それは何な故ぜかと訊たずねたら！

（キキキキキ〜〜〜！）

（キャキャキャキャキャ！）

（ゲラゲラゲラゲゲラゲラ！）

　既すでに辺りはどっぷり暮れて、無数のものの怪けがウヨウヨと蠢うごめいていやがるからだ。

　頭上をクルクル飛び回る人面の炎ほのお。

　右サイドには足の代わりに人間の腕うでを生はやしたゲジゲジさん。

　左サイドには長い髪かみをカニの足みたいにチョコチョコ動かして走る生なま首くびさん。

　胡座あぐらをかいた一つ目の小こ人びとが無数に浮ふ遊ゆうし、木の枝からぶら下がった瓢ひよう箪たんは大きな口をパッカリ開けてゲラゲラ笑い、足元にはオレをコケさせようと脛すねに身体からだをコスリ付けてくるイタチみたいな妖よう怪かいまで、出るわ出るわの大フィーバー！

「ね、ねぇ……。何をそんなに慌あわてているの……。ひょっとして、なにか居るの？」

「なぬっ!?」

　視みえてない？　ひょっとして視えてないですか佳か奈な子こちゃん!?

　それじゃ全然、意味ねぇーじゃんか──い、いや待て。

「ねぇ……。なんか変だよ？　もう帰ろうよぉ……」

　病院のベッドじゃアレだけぽぉ〜ってしていた佳奈子ちゃんの反応が、段々と普通の人間っぽくなっている。それは即ち「うつがみさま」が、確実に佳奈子ちゃんから離れ掛かっているって証しよう拠こだ。いや、実際かなり離れ掛かっている。

　後、一息。後もう一息だ。

　せめて佳奈子ちゃんの目でも視えるくらいの、なんでもいいから実体化したものの怪けさんが登場してくれたら、その恐怖は一気に臨りん界かい点てんにまで達するはずだ。例えば目と鼻の先に浮いている、柔にゆう和わな髭ひげダルマとしか形容のしようがない生首とかが──生首？

「いっ……？」

　髭ダルマの顔が唐とう突とつに、上下逆さかさまにクルリと回った。

　すると柔和だった面持ちが一変、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうに切り替わる。

　なかなか面白い趣向だが、その程度じゃこのオレを──ベロン──って、舐なめるなぁ！

　バキィィィッッ！

　思わず髭ダルマの鼻柱に、全力のグーを叩たたき込む。

　その瞬間、殴なぐった時に踏み込んだ足が、ぬかるんだ斜面の上をズルっと滑すべった。

「しまっ──」

　ガシィ──。

　落ちる、と思った瞬間、オレの腕を掴つかむ誰かの手。

　なんか知らないけど、取りあえず助かった？　でも、一体誰の手？

「や、危あぶねぇーところを、どうも──」

　オレを引っ張ってくれた謎なぞの手に振り返り──オレは再び全身を凍こおり付かせた。

（お礼なんて〜〜嬉うれしいわぁ〜〜♪）

　さっきの下半身のない幽ゆう霊れい女さんでした。

　………。

「あなたの愛に下半身は不必要ですか？」

（あらぁ？　愛の前に下半身なんて飾りよぉ〜。エライ人にはソレが判わからないのぉ）

「なるほど──じゃなくって！」

　オレは佳か奈な子こちゃんを左手一本で背負ったまま、幽ゆう霊れい女の懐ふところに入り込む。

　右手で相手の右手首を掴つかんで、ヒジの上に乗っけるようにクルリと百八十度回転。

　斜面の下の雑木林に向かって──喰くらえ、変形四方投げ！

（ひぃどぉ〜〜いぃぃぃ〜〜！）

　すまん幽霊女！

　今度逢あうときは、できたらパーフェクトな下半身を装着してから登場してくれ！

　闇やみの奥へ小さな黙もく祷とうを捧ささげると、ドッと疲れが噴ふき出してきた。なんだかんだで、喉のどの奥もカラカラだった。その気になったら、山道を古タイヤを引きずりながらフルマラソンをする事だってできるのに、たった三十分でもうヘトヘト。オレって意外とだらしないな。こりゃ明日から、走り込みの量をもっと増やさねぇーと……。

「………」

　──ん？　なんか佳奈子ちゃんがヤケに大人おとなしいけど、どうかしたのか？

「おい？　どっか怪け我がでもしたのか？」

　オレの呼びかけに、しかし佳奈子ちゃんは応じない。

　何かを──地面の上の何かを、強こわ張ばった眼まな差ざしでジッと凝ぎよう視ししている。

「？」

　やがて佳奈子ちゃんの目線が、ゆっくりゆっくり昇っていった。

　まるで浮き上がる風船を追いかけるように、ゆっくりと、ゆっくりと。

「あ……ああ………っ」

　真まっ青さおな顔。ビッシリ浮かんだ汗。

　中途半端に開いた口から、言葉にならない言葉がもれる。

　そして──。

「いやあああぁぁぁぁぁっっっっっ〜〜〜〜〜〜〜〜！」

　夜空の月にまで届きそうな、ものすごい絶叫。

「いやぁぁぁ〜〜！　いやぁぁぁ〜〜〜！　いやぁぁぁっっっ〜〜〜〜！！！」

　なんだなんだ？　一体、なんだってんだぁ!?

　ワケが判わからず目を丸くしたが、それは一瞬ダケのこと。

　堰せきを切ったように絶叫する佳奈子ちゃんの、荒れ狂う精神の奔ほん流りゆうに押し流された「うつがみさま」を、オレは見逃さなかった。すなわち、今こそが絶好のチャンス！　オレは素早く右手に『焔ほむら』を灯ともらせると、そのまま「うつがみさま」を掴つかみ、強引に引っこ抜く！

「うおりゃぁ〜〜！」

　ズブズブズブズブズブ──！

　よし、抜けたぁ！

　思った以上に根深く取り憑ついていたみたいだが、綺き麗れいに全部引き抜けた！

「もう二度と、この子に近付くんじゃねーぞ！」

　オレの言葉が聞こえたのか、それとも単に懲こりたのか。

　フラフラと漂ただよう「うつがみさま」は、戻る気配も見せずに森の闇やみへと姿を消した。また誰かに取り憑くかもしれないけど、まぁ、その時はその時。必ず滅めつしないといけないほど危険な妖よう怪かいってワケでもないから、今はこれで充分だ。

　さて、後は肝かん心じんの佳か奈な子こちゃんだけど……。

「大丈夫か、佳奈子ちゃん」

　いつの間にか失神してしまった佳奈子ちゃんの頬ほおを、軽く叩たたく。

「う……ん………」

　薄く閉じられた瞼まぶたが、微かすかに動いた。

　うん。顔色も悪くないし、どうやら大丈夫そうだ。目が覚めたら、これまで通りの普通の生活に戻れるだろう。やれやれ、これでどうにか一安心……なのはいいとして、そういえば佳奈子ちゃん、さっきは何を見てあんな悲鳴を上げたんだ？

　オレは背後を振り返り、おそらく佳奈子ちゃんが見たであろうソレを凝ぎよう視しした。

「………？」

　ソレは人間っぽい形をした黒い影だった。

　そんなに大きな影には見えなかったのに、何な故ぜか胸の辺りまでしか視界に入らなかった。幽ゆう霊れい女みたいに、今度は腰こしから上がないってワケじゃない。単純に、視界に入る範囲が胸の辺りで切れているダケだった。って事は、パッと見よりも遥はるかに長身で、軽く二メートルは超えるのっぽさんなのかもしれない。

　オレはソレを見極めるべく、視線を真上に移動させた。

　だが、おかしな事にいくら見上げても、視線が胸より上に届かない……？

　まるで目線と一緒に、影の背せ丈たけがグングンと伸びているみたいじゃないか。

　おいおいおい。これは一体、どういう事だ？　これじゃまるで……まるで………。

「………」

　顔から、首から、背中から。大量の脂汗がブワリと噴ふき出す。

　何か忘れていると思ったら、オレはコレを忘れていたんだ。見上げれば見上げるほど、無限に背丈がデカくなる妖よう怪かい世界のキング・オブ・のっぽさん。「見み越こし入にゆう道どう」の存在を。ハハハ、こりゃ参った。いや、本当に参った。気を失った佳奈子ちゃんに代わって、オレが見上げちまったもんだから、軽く十メートル以上は成長しちゃった──って、感心している場合か！

　オレは佳奈子ちゃんを抱きかかえると、すかさずダッシュ。

　すると「見越入道」も、オレが大地を蹴けったと同時に動き出した。

　大きな足を交互にスライドさせて、のっしのっしと追って来る！

　ブォン！

「うわぉっ！」

　咄とつ嗟さに竦すくめた頭の上を、丸太みたいな指──腕うでじゃなくって、指──が横薙なぎに掠かすめる。

　なんのつもりだ!?

　まさか人間が犬や猫ねこを可か愛わいがる感覚で、頭を撫なでようとしたダケとか？

　……そういえば小学校の頃、学校に人気アニメのロボットのプラモを自じ慢まんげに持ってきたヤツが居たっけなぁ。あんまり見せびらかすもんだから、休み時間にコッソリ拝はい借しやくしてアチコチいじってやったら、呆あつ気けなく首が折れたっけ。

　あの時、オレは思ったんだよ。首って簡単に折れるんだって。

　………。

「冗じよう談だんじゃねぇーって！」

　身を低く、滑すべるように夜道を疾しつ駆くしながら、冷や汗の滝たきを背中から流す。

　とにかく掴つかまったら最後だ。

　こうなったら、イチかバチか──。

「うおりゃぁぁぁ〜〜！」

　覚かく悟ごを決めて、斜面に向かってバンジーダイブ！

　鬱うつ蒼そうと樹木が生おい茂った暗くら闇やみの中を、逆さか落おとしに駆かけ抜ける！

「痛ッ、クソ……！」

　突き出した枝とか葉っぱが、この速度だと立派な凶きよう器き！

　露出した腕うでとか頬ほおが、あっという間に切り傷だらけだコンチキショウ！

「う〜〜〜ん……」

　と、なにを呑のん気きそうな寝息をもらしていやがりますか、この小こ娘むすめはっ!?

　人が命がけで全力疾しつ走そうしている最中に、幸せそうにグーグー寝やがって！

「起きろ、コアラァ！　ひとりだけ無責任に気絶してんじゃねぇー！」

「う〜〜ん。ムニャムニャ。もう食べられない〜〜」

　う〜んムニャムニャ、もう食べられないですとぉ!?

「お前、起きているだろう!?　本当は起きているんだろう!?　今時そんな古典的な寝言をいうヤツがどこに居る！」

「んん……もう、うるさいなぁ……。もう少し寝かせてよぉ……ん………」

「だから寝るなぁぁぁっっ〜〜！」

　刹せつ那な、背後から近付く、冷気にも似た漆しつ黒こくの気配。

　ほとんど本能の命じるままに、飛び蹴げりの要領で大地を蹴って宙を滑すべり、正面の杉の幹へと着地する。急激な制動をヒザの屈くつ伸しんでぐっと堪こらえ、溜ため込んだエネルギーを一気に解放、間かん髪ぱつ入いれずに真横の杉へと飛び移る。

　バキバキバキ──！

　飛び移ったオレの短い後ろ髪がみを、「見み越こし入にゆう道どう」の指が微かすかに掠かすめた。

　うおぉぉぉ〜〜！　今のはマジでヤバかったぁぁぁ〜〜！

　反応が半はん瞬ときでも遅れていたら、オレは確実に掴つかまっていた。いや、「ヤバかった」じゃなくって、まだ「ヤバい」だ。再び山道に飛び出したオレの正面には、マズイ事に密集した竹やぶが広がっている。これじゃ駆かけ抜けるどころか、入る事すらままならねぇー。

　前門の竹やぶ、後門の「見越入道」──。

　歯噛がみするオレの背後に、巨人の腕うでが猛もう然ぜんと伸びる。

　咄とつ嗟さに地面へダイビングしたオレの背中を、真っ黒な巨人の腕うでが通り過ぎた。ぶわりと巻き上がった乱暴な拳けん圧あつに、危あやうく吹き飛ばされそうになるのをどうにか堪こらえ、身体からだを反転させて両足の踵かかとから着地──と、思った矢先、眼前に真っ黒な壁が急速に落下してきた。

　壁だと思ったのは、もちろん「見越入道」の足だ。

　それも間かん一いつ髪ぱつ、後ろに飛んで躱かわし、ぷりちぃーなお尻しりで地面を叩たたく。

「クッ……」

　だが、これでオレの動きも完全に止まった。

　そして三み度たび迫る巨大な手に、オレは佳か奈な子こちゃんの身体を真横に突き飛ばした。

　可か哀わい相そうだけど、このまま掴まるよりかはなんぼかマシ。後はオレの両腕で、次の一いち撃げきにどこまで持ち堪こたえられるかガチンコ勝負だ。感覚的には猛もうスピードで突っ込んでくる暴走ダンプカーを、生なま身みの身体で正面から受け止めるような感じで──。

「って、な事ができてたまるかぁぁぁ〜〜〜〜！」

　悲鳴を上げたその瞬間、眼前で青白い電光がスパークした。

　バリバリバリバリ──！

　漆しつ黒こくの闇やみを突如として眩まぶしく薙なぎ払った閃せん光こうに、オレは思わず手を翳かざした。

　驚いたのはオレだけではなく、「見越入道」も慌あわてて腕を引っ込める。

　そこへ更に三本の矢が、間かん髪ぱつ入いれずに飛来する。

　立て続けに蒼あおい閃光が吹き荒れ、「見越入道」の巨体を闇の奥へと押し返した。

　オレは唖あ然ぜんとしながら、矢が飛来した方角へ慌てて視線を巡めぐらせた。

「………！」

　真しん円えんを描く銀色の月。

　その淡い光に照らされた巨岩の上に、ソイツは七尺三寸の大弓を構えて立っていた。

　夜の闇を切り取る銀糸のように、長いポニーテールが風に波打つ。薄いさくら色の唇くちびるは凜り々りしく引き結ばれ、静かで力強い眼まな差ざしがオレを見下ろす。さながらライトノベルの挿さし絵えみたいに、蒼あおい燐りん光こうを颯さつ爽そうと纏まとったその姿は、なんていうか……声も出なかった。

「美み風かぜ……」

　熱っぽいオレの呟つぶやきを帯びた風が、美風に向かって舞い上がる。

　それはすました顔の美風の身体からだをふわりと包んで、長い髪かみとチェック柄がらのプリーツスカートを軽く揺らした。冴さえ冴ざえとした月明かりを滑すべらせる白い脚あしが、微かすかに屈くつ伸しん運動をしたかと思うと、次の瞬間、美風は岩を蹴けってオレの真横に着地した。

「美風、お前………」

　言葉が続かない。

　凜り々りしく勇ましい、まるで神話に出てくる「月と狩猟の女神アルテミス」のような横顔。

　だから……いや、だからこそオレは言えなかった。

　お前、白いパンツが丸見えだぞ、と。

「これでこの前の借りは、まとめて返したわよ。優ゆう夜や」

　借り？　借りを返すって、モロ見せパンツの事か？

　って、その前にだ。

「お前、風か邪ぜは大丈夫なのかよ!?」

「うん。もう平気。美み空そら姉ねえさんが、特製の卵酒を作ってくれたから」

「そ、そうなのか。それならいいが──って、ちょっと待った」

　今、とてつもなく不吉な響きが、言葉の中に混ざってなかったか？

「大丈夫。美空姉さんの卵酒は吟ぎん醸じよう酒しゆに蜂はち蜜みつが入ってて、余分なアルコールも飛ばしているから、とっても飲みやすいの」

　いや、別に美空ちゃんの料理に疑問を抱いているワケじゃなくってだな。

「お酒の中で、卵がふわふわのとろとろで……ちょっと甘みがあって………本当に飲みやすくって………っていうか………」

「っていうか？」

「………ちょっと、飲み過ぎたかも」

　美風は突然、自分の口元を押さえて蹲うずくまった。

「ううぅ……。ぎもぢわるい………」

「お前、アホだろ？　どうしようもないアホっ子さんだろ!?」

「ムカッ！　だ、誰がアホよ、誰が………」

　瞬間、美風は真まっ赤かな顔をして立ち上がったが、直すぐに膝ひざが笑って腰こしが砕くだける。

「きゅう〜〜」

　で、撃げき沈ちん。

「なにしに来たんだ、お前──」

　と、その瞬間、視界の隅っこで動く黒い腕うでが見えた。

「美風っ！」

　戦せん慄りつと同時に美み風かぜに抱きついたオレの背中を、強烈な一いち撃げきが叩たたく。

　ったく、ヒロイン抱えて地面を転がるなんて、映画じゃ見せ場の一つなんだろうけど、実際にやったら背中が痛いだけだ。むき出しの石とか木の根がアチコチにぶつかって、広くて渋しぶいダンディーなオレの背中がボロボロだ。こんな状態からラブロマンスに繋つなげるヤツは、よっぽど肉欲に飢うえているか、さもなきゃシナリオライターの手抜きだって。




　だから、甘くなんてちっともなかった。

　むしろ息苦しく、しかも酒臭くさかった。

　けれども柔らかく、温かかった。

　薄く瞼まぶたを開く。

　覆おおい被かぶさるように、オレの顔の下には美風の強こわ張ばった顔があった。

　そしてオレの唇くちびると吸い付くようにくっついた、美風の小さな唇が──。




「………んっ!?」

　ふわりと浮き上がるような感覚の中で、オレと美風は唇を重ねていた。

「………………んむ」

　オレの記き憶おくする限り、初めてのキス。
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　ソイツは甘くも酸すっぱくもなく、なんていうか……酒臭くさい。

「………………………ぷはっ」

　息苦しさに耐えかねて、オレは美み風かぜから唇くちびるを離した。

　新鮮な空気が肺の中に流れ込み、止まっていた思考がゆっくりと動き出す。

　つまり、息苦しくなるくらい唇を重ね続けていたワケで……。

「っっっ〜〜！！！」

　瞬間、頭の中で真っ白な光がスパークして、全身が火だるまみたいに熱くなった。

　慌あわてて拳こぶしで口を押さえると、口の中に微かすかに酒の臭においが残っていた。大して好きでもないお酒の臭いだ。けれどもそれが、美風の吐と息いきの残り香がなのだと理解した瞬間、心臓が弾はじけ飛びそうなくらいに暴れ出す。それはもうドッカンドッカンと。




　………って、待て。




　待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待てぇ〜〜〜〜い！

　ときめいている場合か!?

　こんな所でときめいている場合か、オレ!?

「〜〜〜〜！」

　それから顔を真まっ赤かにして固まってんじゃねぇーよ、この小こ娘むすめ！

「はうっ……」

「だぁぁぁ〜〜！　気絶もすんなぁ〜〜！」

　いつもみたいにギャーとかウガァーと叫べ叫んでくれ叫んで下さい頼むから！

　ズシーン！

　腹の底に響くような地響きが、オレの背中をビリビリ震わす。サビついた首を回すと、視界を埋うめ尽くす黒い巨人。巨人は嫌きらいだ。いや、深い意味はないっていうか、現実逃とう避ひをしている場合じゃねぇーって！

「おいっ美風、とにかく逃げるぞ！」

「ふにゃあ〜〜」

「目ェー覚まさんか、このヨッパライ〜〜！！！」

　襟えり首くびを掴つかんで、美風の首をカクカク揺らす。

　大体、なんでお前まで熱に浮かされたみたいに赤くなってんだ……いや、本当に熱に浮かされているんだっけ。けど、キスされて顔を赤くして気絶するなんて、お前のキャラじゃねぇーだろうが！　酔っ払ってんのかコラァッ……って、酔っ払ってもいたのか、コイツ。

　ああ、もうワケが判わかんねぇー！

　そんなこんがらがった思考の中で、微かすかに正常に機能していた警報回路が、けたたましくオレの意識を引っ叩ぱたく。それが何を意味しているのか、振り返らなくても判わかった。判っちゃいたんだけど……どうする事もできなかった。

　背後から伸びる巨大な手に、オレは硬く瞼まぶたを閉ざした。

　次の瞬間に到来する衝しよう撃げきに備えて、グッと奥歯を食いしばる。

「……………？」

　──って、アレ？　何にも起こらない？？？

　恐る恐る瞼を開けると、そこには仁に王おう立だちする見慣れた緋ひ色いろの後ろ姿があった。

「ったく、何をやってんだ、テメェーは？」

「え、いや、その………彩雲あやもさん？」

　紛まごうはずもない。

　薄い月明かりの中でもソレと判る茶ちや髪ぱつの巫み女こ装しよう束ぞくに、攻撃的なハスキーボイス。

　明あき羽ば神社の主ぬし・高たか倉くら彩雲さんは、つまらないものでも見るかのように鼻を鳴らしてオレを一いち瞥べつすると、正面の「見み越こし入にゆう道どう」に向き直った。

「おい。お前もいい加減、そこまでにしておきな」

　自分の身長の十倍以上もある巨大妖よう怪かいに向かって、真正面から啖たん呵かを切る。

　スゲェー度胸だ。

　さすが美み空そらちゃんを超える爆ばく乳にゆうの持ち主。

「人間をからかうのは構わねぇーが、ほどほどにするんだね。でないと、燃やすよ？」

　その言葉に、オレはゾクリと身体からだを震わせた。

　周囲の気温を一気に引き下げられるほどの、圧倒的な威圧感。

　逆らったら、殺やられる……！

　それは「見越入道」も、同じ意見だったらしい。

　二十メートル近くにまで巨大化していた肉体が、みるみるうちに縮んでいく。

　それを見届けるように、彩雲さんの眼まな差ざしも上から下へと移動する。

　十メートル……五メートル……一メートル……。最後には人形サイズにまで縮まったのを見届けた彩雲さんが、小さく「見越した」と呟つぶやくと、「見越入道」はなんの前触ぶれもなく、パッと姿を消してしまった。いともアッサリ、呆あつ気けなく。

「ふむ。まぁ、そんなところかね……」

　ちょっとダケつまらなさそうに、彩雲さんは肩かたをすくめた。

「さて、次はお前さんの番だ」

「──っっっ！」

　オ、オレっすかぁ!?

「『うつがみさま』の特性に気付いたのは、まぁホメてやってもいいけどね……。肝かん心じんのツメの部分がアマアマだ。つーか、お前本当に美みヶか速はや家の炎えん術じゆつ使いか？　たかが『見越入道』相手にピィーピィーみっともなく逃げ回りやがって」

　や、たかがって相手じゃないでしょう、アレは!?

　──そう言いたかったけど、彩雲あやもさんの眼光を前にお口を噤つぐむ。

「まぁ、三日以内に『うつがみさま』を祓はらう目標は達成したワケだし、美み風かぜも坂さか本もと佳か奈な子こも見捨てようとはしなかったからね。炎えん術じゆつ使いとしては落第点でも、男としてはギリギリ及きゆう第だい点は与えてやってもいいんだが……」

「え、それじゃ──」

　この瞬間、目の前がパッと明るく輝いた。が、それは本当に一瞬のこと。

「今回は追試で勘かん弁べんしてやるよ」

「つ、追試って、え〜と……？」

　その不吉な響きに、冷たい汗が喉のど元もとを流れる。

　彩雲さんはニヤリと笑った。

「せっかくここまで登ってきたんだ。帰りも勿もち論ろん、自力で降りな。但ただし、美風と佳奈子に掠かすり傷一つ負わせるんじゃねぇーよ。もし、その条件を破った時は……」

「破った時は……？」

「その時は、せいぜい想像力を羽ばたかせてみる事さね。……もっとも、お前さんの想像以上の地じ獄ごくを用意してやる事だけは、保証してやるよ」

　そんな保証は要いりません。

　心の中で呟つぶやいた瞬間、彩雲さんは緋ひ袴ばかまを翻ひるがえして颯さつ爽そうと闇やみの中に姿を消した。

「って、本当に置き去りッスかぁ!?」

　唖あ然ぜんとした。

　一瞬で姿を消したその能力もだけど、マジで置き去りにするなんて！

（……ねぇ、ボウヤ）

　だが、しかし！　今に見てろよ、時代遅れのヤンキー巫み女こめ！

　いずれアンタを捻ねじ伏せて、その袴の内側の下着の色をキッチリ確認してやらぁ！

（……ねぇ、ボウヤったら。ねぇったら、ねぇ）

「ええい、静かにしやがれ！　オレは今、新たな決意に拳こぶしを燃やしている………」

　オレは言葉を詰らせた。

　あの幽ゆう霊れい女が、またしてもオレの足首を掴つかんでいた。

　もちろんコイツも彩雲さんと比べたら、雑ざ魚この雑魚。

　オレの全身を硬直させるような威圧感なんて欠片かけらもありません。

　けれども怖くないかと訊たずねられたら、それはそれで別の問題。

（さっきの女の子、さらわれちゃっているけど、いいの？）

「なんですとぉっ!?」

　見ればすっかり存在を忘れ掛けていた佳か奈な子こちゃんが、小こ人びとさんみたいな一つ目のものの怪けに連れ去られそうになっていた。まるでビスケットの欠片かけらを運ぶアリさんみたいに、みんなで担かついでエイオーエイオー、小山の頂上に向かって行進中。

「わぁ〜〜！　待て待て待て待てその行列、待てぇぇぇ〜〜！」

　オレは美み風かぜを背負うと、佳奈子ちゃんを追い掛けた。

　明あき羽ば神社の長い夜は、実はまだ中盤にすら差し掛かっていなかったのだ。

　カンベンしてくれ、いやマジで……。




　　　　　　　　　◇◇◇




　重い足取りを引きずって、オレは麓ふもとへのゴールを告げる鳥居を見上げた。

　空が白い……つまり、もう朝………。

　って事は、結局オレは一晩中、山の中を走り回っていたんだな……。ははは……。道理で眠ねむたいワケだ。頭もグラグラするし、瞼まぶたも重てぇーし。なにより激しい虚脱感に、足がもつれそうになるけど……ええい、後もうひと踏ん張りだ。

　両脇わきに抱えた美風と佳奈子ちゃんを抱えなおし、鳥居を潜くぐってゴ……ゴール………。

　くらぁ〜〜。

　ゴールした瞬間、なんか急に身体からだが鉛なまりみたいに重たくなってきた。

「ゆ、優ゆう夜やくん!?」

　瞼の裏の薄い闇やみに意識が融とけ出した直後、オレを呼ぶ声が聴こえた。

　誰だろう。首をもたげようとしたけど、身体が鉛みたいに重くて動かない。それに冷ひやっこい壁が邪じや魔まして……あ、コレ壁じゃなくて地面だわ。いつの間にかオレ、倒れてる。貧血とかで急に地面に倒れると、自分が壁に押し付けられているように感じるって言うけど……確かにコレは、そんな感じだ。

　そんな事を考えていると、パタパタと軽い足音が駆かけ寄ってきた。

　とにかく、このままじゃなにも判わからない。足音の方向に無理やり首を巡めぐらせると、視界の端はしっこに緋ひ色いろの袴はかまが微かすかに映って……って、ひ、緋色の袴!?　ま、まさか彩雲あやもさん!?　うわっ、うわっ、うわっ！　こうしちゃいられねぇ！　早く起き上がらないと、またどんな難なん癖くせをつけられるか……判らないけど……く、身体がまだフラフラして………。

　ああ、今のオレって生まれたばかりの小こ鹿じか物語。

　震える脚あしで立ち上がろうと踏ん張る姿に、お茶の間は涙ナミダの大洪こう水ずい。

「わっ、わっ……。だ、だめ優ゆう夜やくん……無理をしたら……」

　ポスンッ。

　立ち上がろうともがいていたオレの頭の後ろを、不意に軟やわらかい感触が包んだ。

　優しく甘い香り。

　魂こん魄ぱくまでとろけるような、ほどよい温ぬくもり。

　そしてこの感触に、オレを覗のぞき込む優しい眼まな差ざしの女の子……。

「美み空そらちゃん……？」

「うん……」

　オレの視界に、不安げな面持ちの美空ちゃんが映った。

　ちょっとタレ気味の優しい瞳。ちっちゃい唇くちびる。薄い桃もも色がかった白い頬ほっぺた。

　ああ、ホトケさまだ。地じ獄ごくにホトケさま……いや、これは地獄に巫み女こさんか。

　赤と白のコントラスト。プラス漆しつ黒こくの長い髪かみ。見ているだけで心が潤うるおう、歩くマイナスイオンな女の子。縁えん日にちとか年末年始の時だけ顔を出す即席の養殖バイト巫女じゃなくって、ましてや茶ちや髪ぱつのヤンキー崩くずれでもない。じっくり十七年間の歳さい月げつを掛けて、大事に大事に育成された天然無む添てん加かの巫女さんがココに居る！

「大丈夫だったの、優ゆう夜やくん……？　帰ってこないから、心配したんだから………」

「う……。想定外の出来事が色々とあって、まぁ、その……」

「美み風かぜもいなくなっちゃうし……何かあったのかなって……。優夜くんが一緒なら、大丈夫だとは思っていたけど………」

　取りあえず、泣き叫びながら山の中を走り回っていた事は伏せておこう。

「あああ〜〜!?　ちょっと優夜！　ひとが倒れている間に、何してんのよ！」

　と、思った途と端たん、美風の怒ど声せいが飛び込んできた。

　チッ。もう少し気絶してればいいものを、気の利かないヤツめ。

「ひ、人がせっかく心配して助けに行ってあげたのに、わたしはほったらかしで、姉ねえさんとイチャついているなんて信じ……られ…な………」

　不意に美風の言葉が淀よどみはじめた。

　そして、その首がみるみるうちに朱しゆ色いろに染まって……。

「……」

　ひょ、ひょっとして、覚えている？

　昨さく夜やのその……なんていうか……あの接触事故の事を!?

「あ、あの、美風さん……？」

「っ！」

　呼びかけた途と端たん、美風は真まっ赤かになった顔で自分の唇を両手で押さえた。

　覚えている。こりゃ間違いなく、覚えている。だ、だが落ち着くのだ美みヶか速はや優夜。現在の状況を冷静に把は握あくし、かつ落ち着いて対処法をひねり出すのだ！

「え、え〜と。……ちょっと酒臭くさかったけど、気にしてねぇーから」

「っっっ〜〜！」

「わ〜わ〜わ〜！　今のナシっ！　昨さく夜やの事なら、全然覚えてねぇーから！」

「っっっっっ〜〜〜〜！」

　オレの叫び声も空むなしく、美み風かぜは脱だつ兎との如く猛もう然ぜんと、母おも屋やに向かって駆かけ出した。

　つーか、ひとりだけ逃げるなよ、おい！

　慌あわててオレも追い駆けようとしたが、半はん瞬ときの差で頭をガッチリ掴つかまれる。

「優ゆう夜やくん……？」

　ニコリと微ほほ笑えむ、美み空そらちゃんに。

　けれどもその目が、全然笑ってなかったり。

「今の美風の反応……どういう事か、ゆっくり教えてくれないかしら……？」

　その有無を言わせない微笑みは、昨夜の彩雲あやもさんより数十倍は怖かった。

　ああ、この子もやっぱり彩雲さんの妹なのね。それを悟さとったオレは、逃げる事も拒こばむ事もできずに白状するまでの十数分、人生最大の恐怖をたっぷりと味わった。




　後日談・その一──




「うつがみさま」から解放された佳か奈な子こちゃんは、現在元気にリハビリ中らしい。

「う〜ん。なんか眠ねむっている間に、美お味いしいプリンを食べたような気がするんだけどなぁ〜」

　とは、本人の談。

　一度食べただけのプリンの味を覚えているとは、とんだ食いしん坊さんだ。

　それでいて裏山での恐怖体験は、綺き麗れいサッパリ覚えていないらしい。

　けどまぁ、彼女が元気になったんだから、これは素直に喜んでいいのだろう。

　これはこれで、メデタシメデタシ。




　後日談・その二──




「さて、今回の一件で、優夜がまだまだ半人前以下のヘタレである事が判わかったわけだ」

　彩雲さん。その表現は、容よう赦しやなく的確すぎです。

　なのでなんにも言い返せません。

「次はそこんところを、徹底的にシゴイてやるから、覚かく悟ごしな」

「ちなみに拒否権は？」

　彩雲さんは、しかし無言で両手に白い『焔ほむら』を灯ともらせた。

　拒否権が欲しけりゃ実力で奪えってサインに、オレは引き攣つった笑みを浮かべた。

　ああ、神さま……。

　この際、鰯いわしの頭でもいいから、この人をギャフンと言わせる奇き跡せきの力をこのオレに！

　無理な願いと知りつつも、オレは願わずにはいられなかった。










　　ねずみと試験のせれな〜で







「ハァ〜〜」

　傘かさの端はしから鉛なまり色の雨空を見上げ、オレは不意にため息を漏もらした。

　遙はるか昔、とある偉い人じんはこんな言葉を残したそうだ。

　逃げず、臆おくせず、振り返らずに、ただ前を見据すえて歩み続ける者にだけ、手に入れる事ができる至し高こうの権利──それが「幸せ」だ、と。なるほど、確かに一理ある。んが、だったらオレの幸せは、どこに向かって歩けば辿たどり着くんだ？

「……あのねぇ、優ゆう夜や。人がせっかく好意で傘に入れてあげているのに、そのため息はいくらなんでも失礼なんじゃない？」

　真横で傘を持つ美み風かぜが、額ひたいの一部をピクリと動かした。

　うむ。打てば響く、いい反応だ。

　ちょっとへの字に結んだ唇くちびるも、見てるとウズウズ心が疼うずく。

「……姉ねえさんと歩いていた時は、もっと楽しそうにしていたクセに」

「あ？　なんか言ったか？」

「なんでもないわよっ！」

　おおっと。いきなりくるか!?

　顔を真まっ赤かにして吼ほえる美み風かぜに、即座に傘かさから逃げ出す準備を整える。

　さぁ、後もう一押しだ。もう一押しでコイツの堪かん忍にん袋ぶくろは綺き麗れいに切れて、猛たけり狂う凶きよう獣じゆうとなるだろう。その時は──クククッ。今日は傘と鞄かばんで両手が塞ふさがっているから、蹴けり技が主体になるに違いない。ならばそのカモシカの如き美脚が繰り出す蹴り技を掻かい潜くぐり、背後に回って背中のホックを制服の上から外してやろうか♪

「……うん。二人とも、楽しそう」

　そこへ品のいい笑みを含んだ声が、美風の怒ど気きを削そぐように響いた。

　美風はクルリと振り返り、たおやかに微ほほ笑えむ姉あねをジト目で睨にらむ。

「あのねぇ、美み空そら姉ねえさん。わたし達の一体どこが、楽しそうに見えるワケ？」

「ん……。照れている美風が、特に楽しそう……。佳か奈な子こちゃんとの一件以来……かな。二人とも、前よりずっと仲が良くなっていると思うけど……」

「なっ──!?」

　瞬間、美風の顔が「ボンッ」と真まっ赤かに弾はじけた。

「あ、あああアレは事故よ、事故！　したくてしたワケじゃないんだから！」

「そうなの？　……でも美風、アレから時々、嬉うれしそうに顔をニヤけさせて──」

「ニヤけてないっ！」

　全身を総そう毛け立だたせ、完全否定の美風さん。

　思わず背中のポニーテールも逆さか立だつかと思ったが──さすがにそれは無理だったか。

　しかし……美風がアレから時々、嬉うれしそうに顔をニヤけさせているですと？

　アレっていうのは、やっぱアレか。結果的に美風を押し倒した、あの時の接触事故。

　あの後、根掘り葉掘り訊たずねてきた美空ちゃんに、思わずポロリとゲロっちまったのは、やっぱり失敗だったかも。でも、あの状況で黙秘権を行使する事なんて、オレには無理。仮にオレが話さなくても、きっと美風がゲロっちまったに違いない。

「優ゆう夜やのせいで、美空姉さんに誤解されちゃっているじゃない。これで他ほかの人にまで誤解されたら、どうしてくれるのよ……まったく、もう」

「へぇーへぇー。どうせ悪いのは、全部オレですよぉ〜」

「あ、でも美風……。それならきっと、もう手遅れだと思うけど……。こんな場所で、二人して一緒の傘に入って下校したら、二人は仲良しさんだって喧けん伝でんしているような………」

　こんな場所っていうのは、放課後直後の校門の事だ。

　周囲には勿もち論ろん、下校する多数の生徒で満ちていたり──。

「………（ピキッ！）」

　あ、美み風かぜの身体からだが硬直した。

　多分、処理能力を超えた事態に、思考回路が凍こおり付いちまったんだろう。

　でも肩かたの辺りが小刻みに震えているから、完全に停止したワケでもなさそうだが──。

「で、出てけ！　今直すぐわたしの傘かさから出てけぇー！」

「うわっ、いきなり暴れ出すな！　しかも傘を持った手を振り回すな！　これじゃせっかくの傘の意味が──ってうわっ、冷つめてぇってなぁ、オイ！」

「ごめんね優ゆう夜やくん。美風、すごく照れ屋さんだから……」

「だから違うっ！」

「どうでもいいけど、濡ぬれた靴で蹴けりを入れるのは、人道に対する重大な反則だぞ」

　めくれたスカートから、白いフトモモがチラチラするのは大歓迎だけどな。

「だから、二人とも……。仲良くするのは、もう少し学校から離れてからの方が………」

「え……？」

　遠慮がちな美み空そらちゃんの声に、美風の動きが再び停止。

　進歩がないというか、脳の学習回路に致命的な欠陥でも抱えているのか、コイツは？

　グルリと周囲を見渡せば、殺気だった目、目、目。

「お前……こりゃ明日になったら、絶対に何か言われるぞ？」

「う……。だ、だって……」

「大丈夫、美風……。きっと明日は明日で、皆それどころじゃないから……」

　美空ちゃんの言葉は、気休めでも予言でもなく、疑いようもない真実だった。

　時は七月上旬──。

　待望の夏休みの訪れを阻はばむ最後の難関──期末テスト。

　鉄とコンクリートの校門は、家路につく生徒と同じ数だけの喜悲劇を吐はき出して、ようやく一日目の試験が終わったばかり。明日は明日で、天国もしくは地じ獄ごくへの片道切符を薄っぺらい答案用紙に託たくして祈り、己の運と実力の全すべてをかけて戦い続ける事だろう。

　校門でいちゃつくバカップルを、いつまでも相手にしている暇ひまなんてないか。

　………。

　や、別にオレはいちゃついているなんて、思ってなんかいませんよ？

「優夜くんは今日の試験……どうだったの？」

　何やら心配そうな面持ちで、美空ちゃんが訊たずねてきた。

「訊きくだけ気の毒よ、美空姉ねえさん。いつもいつも授業中に寝てばっかりの優夜が、試験でマシな点数が取れるような人間に見えるなら、一度眼科に行った方がいいと思うわ」

「そ、そうなの、優夜くん……？」

「大丈夫だ。取りあえず今日の二教科なら、無事に乗り切ったから」

　だから、そんな悲痛そうな目で、オレを見るのは止やめてくれないかなぁ〜。

　そりゃ確かに、オレは普段から勉強なんてしませんよ？　でも、だからこそ「一夜漬づけ」という華はなやかなテクニックを、芸術の域にまで高めているのだ。つまり勉強ってヤツは、必要な時に必要な時間だけすれば充分だってこと。毎日毎晩、家に帰ってまで机に齧かじり付いている連中の、なんと非効率的なことよのぅ〜。

　けれども、まぁ、通販で買った学力アップする数珠じゆず（消費税・送料込みで二万円）を手首に巻いて「この梵ぼん字じ入りクリスタルパワーがある限り、期末考こう査さも恐るるに足りず！」と豪ごう語ごしていた大バカ女に比べたら、ガリ勉人生も幾分かはマシだと思うけど。

　いずれにしても、他人は他人、オレはオレ。

　オレの場合、赤点を取ってもちょっと煩わずらわしいだけで、どうという事はない。

　何せオレの将来、ハナから退たい魔ま家業一本槍やり。

　他ほかには進学も就職も、なぁ〜んも考えてないもんねぇ〜。

「今日は大丈夫でも、明日からはどうなんだか。念のために訊きいておくけど、ウチの学校は三教科以上の赤点を取ったら夏休みはずっと補習だって話、ちゃんと知っているわよね？」

　なんだったら赤点の二つや三つ取ったって……なんですと？

「ま、マジかよそれ!?　そんな話、オレは聞いてねぇーぞ!?」

　驚きよう愕がくした眼まな差ざしを美み空そらちゃんに向けると、美空ちゃんもコクリと頷うなずいた。

「そんなバカな!?　なんの権利があって、そんな横暴がまかり通っているんだ!?」

「まぁ、学校からしたら、ある意味『温情采さい配はい』って事じゃないの？」

「私も多分、そう思う……」

「そんな温情采配はブタにでも喰くわせちまえ！」

　オレが以前にいた学校の場合、赤点が幾つあろうと補習なんてなかった。

　つーか、あったとしても、誰も出席しなかった。だから赤点を取った場合、夏休みの課題が増えるだけだった。その課題にしたところで、取りあえず解答欄らんを埋うめればＯＫという、実に寛かん大だいかつ寛かん容ような教育方針だったのに……。

「ハァ〜。なんでだろう。急に優ゆう夜やの側そばに居ると、わたしまでバカが移りそうな気になってきたわ……。傘かさから出ろとは言わないけれど、せめて一メートル以上は離れてくれない？」

「その言葉と、傘から出ろという言葉とは、どこがどう違うんだ」

「ねぇ、美み風かぜ……。だったら美風が、優夜くんの勉強を見てあげたら……？」

「なんでわたしが、そんな事をしなくちゃいけないのよ」

「だって美風……私よりもずっと勉強ができるじゃない。中間テストの時だって、確か……平均点が九十点くらいあったし……。それに美風、人に教えるのが上じよう手ずだもん……」

「だからって、わたしが優夜の面倒を見る理由なんか──」

　ガシッ！

　みなまで言い切る前に、オレは美風の両手を熱く握り締めていた。

「なっ、なにするのよ、いきなり！」

「今日から先生と呼ばせて下さい、美み風かぜ先生！」

「呼ばなくていいわよ！　っていうか手を離してよ！　恥ずかしいじゃない！」

「い〜や離しません！　試験勉強を見てくれると言うまで、絶対に離しませんとも！　それとも手だけじゃ物足りませんか？　だったら胸か？　胸に抱きつけばよろしいですか？」

「誰もそんな事を言ってない──って、本当に胸を触さわろうとするなぁ！」

「それはつまり、ＯＫの返事と思っていいんだな!?」

　ベチンッ！

「んガっ！」

　か、金具が……。

　吼ほえると同時に振り回した鞄かばんの金具が、絶ぜつ妙みようの角度で鼻柱に……。

「はぁ、はぁ、はぁ……ったく、どういう頭の構造をしているのよ」

「美風……。今のはちょっと、可か哀わい相そうだと思う……」

「フンッ！　これくらいどうって事ないわよ。それにバカに効く薬は、暴力だけなんだから。……はぁ〜。でも、どうしてもって言うのなら、勉強を教えて上げてもいいわよ。まったく、わたしだって自分の勉強で忙しいんだから、ちゃんと感謝してよね」

「美風も、忙しいの？　……だったら私が、優ゆう夜やくんに勉強を教える？」

　美み空そらちゃんは意外そうに、キョトンと小首を傾げた。

「大丈夫よ、美空姉ねえさん。姉さんには家事だってあるし、わたしより忙しいじゃない」

「……うん。じゃあ、お願いするね、美風」

「うん。任せてちょうだい」

　いや、任せてちょうだいって、オレの事なんだけどなぁ〜。

　漠ばく然ぜんと感じるそこはかとない不安に、オレは灰色に染まった空を見上げた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「ゲッ！　じゃあ、最後の選択問題はア・イ・ウ・エ・オ順でよかったのかよ!?」

「あの先生、たまにそういう事をするのよ。引っ掛けが好きなのよ」

「チ、チキショウ……！　それはないって思って、全部バラバラしたのにぃ〜〜！」

「ご愁しゆう傷しよう様。ま、ちゃんと勉強していれば、惑わされる事なんてなかったのにね」

「うるせぇ！」

　他た愛わいのない会話を交わしながら、お互いをヒジで突き合うオレと美風。

　雨粒とカエルの合唱を背景に、明あき羽ば神社に続く坂道をゆっくりと歩く。

　一本の傘かさと、四本の足で。

　微かすかに傾いた傘かさの先せん端たんからこぼれる小さな滴しずくが、オレの右肩かたをポタポタと叩たたく。

　見れば美み風かぜも自分の左肩を濡ぬらしていた。別に相手に遠えん慮りよしているワケじゃなくって、単純に傘が小さいダケ。それが証しよう拠こにお互いの距離は触ふれ合う寸前まで近付いているし、傘の下には甘い石せつ鹸けんのような香りが漂ただよっているし。

　オレが美風と、こんな風に一緒に並んで歩くようになるとはね……。

　美風のヤツは、この状況をどういう風に感じているんだ？

　つーか、ガラにもなく自分の頬ほおが紅こう潮ちようしているのが判わかる。

　ったく、何を意識しているんだ、オレは。

「それで明日の試験は古文と数学だけど、優ゆう夜やはどっちが苦手なの？」

　不意に訊たずねられ、オレは改めて美風の横顔に視線を向けた。

　ツンと尖とがった鼻先に、パッチリと開いた大きな瞳。確かにコレはコレで、端たん整せいな顔立ちをしている。背中で揺れる長いポニーテールも綺き麗れいに手入れがされているし、何よりこの至し近きん距離からだと、結むすんだ髪かみに隠れた真っ白なうなじがハッキリ見えて──ワリと色っぽい。

「ねぇ、ちょっと？　人の話、聞いてる？」

　不意に怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを歪ゆがめる美風。

　オレはちょっとダケ焦あせった自分の心を隠すように、ワザと大袈げ裟さに肩を竦すくめた。

「あのなぁ〜、美風？　オレが数学が得意なように見えるか？　見えるんだったら、お前こそ眼科に行った方がいいと思うぞ？」

「はいはい。……って事は、古文はまだマシなのね」

「少なくとも数学全般よりは遙はるかにマシだ」

　まさかガキの頃から叩たたき込まれた『雨う月げつ物もの語がたり』や『宇う治じ拾しゆう遺い物もの語がたり』の読み書きが、こんなところで役に立つとはビックリだ。これは妖よう怪かい学に関する学問やテキストが、現代よりも平安時代以前の方が進んでいた事に関係している。でなければ、何が悲しくてあんな日常生活じゃあ全く使わない言葉や文章を、必死になって覚えるものか。

　でも、日常生活じゃあ使わないって点だと、数学だって似たようなもんだよなぁ〜。

「その調子だと、英語関係も苦手そうね」

「よくぞ見破ったな、美風。ついでに言うと、物理なんてもっての外だ」

「ハァ〜。なんだか教える気分が、だんだんとなくなってきたわ……」

「いや、そこをなんとか──」

　と、その時、オレの背中にゾクリと悪お寒かんが奔はしった。

　オレはハッとなって、正面で雨に打たれる明あき羽ば神社の鳥居を無言で睨にらむ。

「なぁ、美風……」

「うん……」

　オレの声に、美風も神しん妙みような面持ちで頷うなずいた。

「お前、今直すぐ準備できる武器って、幾つある？」

「残念ながら一つも……。でも、拳こぶしだったら二つまで作れるわよ？」

　スッと絞しぼった美み風かぜの瞳に、不ふ敵てきな笑みが浮かんだ。

　なんとも頼もしい言葉だ。サラリとそんな言葉を吐はける美風に、畏い怖ふすら感じるぜ。

「美風……優ゆう夜やくん……。なんだか鳥居の奥の様子が、いつもと違わない………？」

　ほう？　美み空そらちゃんもこの異変に気付いたとは、いや感心感心。

　濡ぬれた鳥居の奥は、境けい内だいまで続く長い長い石階段。空から降り注ぐ雨に打たれ、灰色に滲にじんだその石階段に目を凝こらすと、禍まが々まがしい瘴しよう気きが渦うず巻いているのが判わかる。それも普通ならあり得ないくらいに、黒々とした濃密な瘴気が──。

　しかし、妙みようだな。他ほかの神社ならイザ知らず、明あき羽ば神社の敷地＝地じ獄ごくの一丁目。茶ちや髪ぱつのクレイジー巫み女こ・彩雲あやもさんの縄なわ張りだ。あの人は、自分の縄張りを踏み荒らされて黙っているような人格者じゃない。売られた喧けん嘩かどころか、売る気のない喧嘩まで無理やり買い上げる地上げ屋さんよりも性た質ちが悪い人なのに……どうして、この状況をほったらかしにしている？

　まさかとは思うが、彩雲さんの身に何かあったとか……？

　ｐｉｒｉｒｉｒｉ……。ｐｉｒｉｒｉｒｉ……。

「あ、ちょっとゴメン……」

「あのなぁ、美風……。こんな時にケイタイなんか鳴らすなよ」

「そんな事を言われても……あっ、彩雲姉ねえさんからだ」

「彩雲さんからだって？」

　チッ……。やっぱり無事だったのかよ。

「もしもし……うん……うん。今、丁ちよう度ど下の鳥居の前……えっ？　うん……うん……一緒に居るけど………うん……それってどういう……あっ、ちょっと姉さん!?」

「……何かあったの、美風？」

「それがよく判らないんだけど……優夜一人で、境内まで上がってこいって……」

「オレ一人で？　マジで？　この中を？」

　オレが目を丸くすると、美風は神しん妙みような面持ちで頷うなずいた。

「それから追つい伸しん。『死ぬな』、だって」

「なんだそりゃ？」

「どうするの、優夜くん……」

　オレは顎あごに手を当てて、三秒ほど唸うなってみた。

「……まぁ、考えたところでしょうがねぇーし。要するに、上がればいいんだろ？」

　出てきた答えは、我ながら実にシンプルな結論。

　でも、なんでもいいから覚かく悟ごを決めて前に踏み出せば、迷いなんて案外消えるもの。

　それは十七年の人生の中で、オレが得た幾つかの教訓の中の一つだ。

「つーワケで、鞄かばんを任せた」

「う、うん……」

「気を付けてね、優ゆう夜やくん……」

　二人の言葉に軽く手を振り、オレは土ど砂しや降りの雨の中へと一歩目を踏み出す。

　見上げれば、低く垂れ下がった雨雲と、鬱うつ蒼そうと緑の茂るお山を背景にした石造りの大鳥居……か。上等だ。この威圧感は、まさに異い界かいへの門ってところだ。その門の奥には、遙はるか灰色の空にまで届きそうな遠く長い石階段が、ずっと上まで続いている。

　この中を傘かさもささずに登るなんて、できれば勘かん弁べんしてほしかった……。

　だって容よう赦しやなく降り続ける雨粒に、髪かみの先からパンツの中までビショビショだし。

　どうせ濡ぬれるなら、美み風かぜがビショ濡れになるような展開を用意しろってんだ。そうすりゃスケスケになった下着のレースの模様まで、ジックリクッキリ鑑賞してやったのに、残念だ。男のオレが濡れたところで、一体誰が喜ぶものかよ。

「と、愚ぐ痴ちっている場合でもないか……」

　嘆たん息そくし、オレは鳥居の内側へ歩みを進めた。

　張り付く髪と雨粒に雑まじって、異様な気配がヌルリと肌はだの上を撫なでる。

　この感触──視みられているな。姿は見えねぇーけど、誰かの視線を感じる。

　それもご丁てい寧ねいに、視ている事を判わからせるタメの視線を──殺気っ!?

　バシャッ！

　首筋に感じた冷たい風に、オレは石階段を蹴けって前方に跳とぶ。

　直後、黒漆うるしで塗り固めたような漆しつ黒こくの矢が、杉の幹に深々と突き刺さった。

　さっきまで、オレが立っていたその位置で。

　ヒュンッ！　ヒュンッ！　ヒュンッ！

　しかもまだ続く!?

　右前方二三度、三二度、四七度！

　更にその後方から一一度、二五度、三七度と三八度！

　チクショウめっ！　視認と同時に舌打ちし、オレは再び石階段を蹴った。間断なく降り注ぐ鋼はがねの雨に、余よ裕ゆうを持って状況分析に当てていた時間を綺き麗れいサッパリ切り離し、身を低く屈かがめつつ矢の隙すき間まを縫ぬうように石階段を駆かけ上る。

「死ぬなってのは、こういう意味かよっ！」

　ヒュンッ！

　鼻先五センチを掠かすめる本物の鏃やじりに悪態を吐はきつつ、とにかくダッシュ！

　こういうランダムに斉せい射しやされた弓矢の方が、美風みたいに狙ねらいを定めて射られるよりも何十倍も厄やつ介かいだ。狙ってない分、殺気が稀き薄はくだから軌道が読みにくい。実際、合かつ戦せんにおける戦死者の大半は、刀や槍やりではなく弓矢による一いつ斉せい射しや撃げきだったって話だし。

「つーか、何い時つからココは戦国時代になったんだ！　人の世のむなしい１４６７応おう仁にんの乱！　以１後５予４算３を使う鉄てつ砲ぽう伝来！　イチゴのパンツ１５８２だ本能寺の恋──じゃなかった本能寺の変！」

　と、試験中の学生らしく叫びつつ、視界だけは前方に七割、左右に三割。

　死角からの弓矢にも警戒しつつ、ようやく近付いた境けい内だいの入り口へとひたすら駆かける。

　膝ひざと大だい腿たい筋きんが悲鳴を上げる寸前、オレは最後の階段を踏み越え境内の中に滑すべり込んだ。

　だが、安心はできない。ホッと一息つきたい衝しよう動どうをグッと堪こらえ、グルリと周囲に視線を奔はしらせる。こういう安心した瞬間が一番危あぶないんだ。全身の筋肉を弛し緩かんさせてしまうと、イザって時に咄とつ嗟さの対応が遅れてしまうから、そこを狙ねらって──ホラ来たっ！

　ボコンッ！

　次の矢はこともあろうか、地面の中から飛んできた。

　驚きつつも半歩右足を後ろに引いて、半身をよじって後ろに躱かわす。

「おっ……」

　続いて今度は、濡ぬれた玉砂じや利りの下からボロボロの鎧よろい武む者しやが音も無く姿を顕あらわした。

　面白れぇー。面めん当てをしているかハッキリとは判わからねぇーが、どうやら鎧の中身は空くう洞どうっぽい。そして総そう面めんの奥に隠れた眼がん孔こうには、チラチラと真まっ赤かな鬼おに火びが揺れている。いよいよ和風オカルト特撮みたいになってきやがった。

　チャキン──。

　鎧武者が腰こしから太た刀ちを引き抜いた。

　ボロボロの身なりとは正反対に、蒼あおく美しい輝きを滑すべらせる妖あやしい刃とう紋もん。

　突如、鎧武者の太刀が閃ひらめき、大上段から振り下ろす。

　しかも──疾はえぇっ！

　ビュンッ！

　風を斬きり、雨粒すら両断して迫る電光石せつ火かの鋭い太刀筋。

　斜めに疾はしり、下方を薙なぎ、次いで真上に跳はね上がる。

　頸くびか!?　いや、胸──違う、肩かた!?

　なんて疾はやい切っ先だ。何より鈍く輝く如い何かにも重たそうな刀身は、掠かするだけで皮ひ膚ふはもちろん、筋肉までスッパリ断たれてしまうだろう。脳天に振り下ろされたら、その時はオレが真っ二つ。まさしく一刀両断の太刀筋に、こりゃ下へ手たに反撃したら命に関わる。

　ブンッ！

　そして今度は胴を横薙なぎか。

　躱かわしたと思ったら、返す刀で次は頭！

　咄とつ嗟さに低くした頭の上を微かすかに掠め、オレの短い頭とう髪はつがさらに五ミリほど刈かり取られた。

　ヤバイ、ヤバイぞ！

　このままだとオレの頭髪が、大だい工くのゲンさんみたいに角かく刈がりに!?

　鎧よろい武む者しやの膝ひざが沈み、前のめりに踏み込んでくる。

　全すべてを呑のみ込み高波のように、疾はやく力強い歩法で間合いを踏とう破は、凜りんと刀を逆袈け裟さに斬きり上げる。弧こを描く、なんて悠ゆう長ちような太た刀ち筋じゃない。無む駄だのない最短距離の一振りだ。が、それも寸前で躱かわした──と思った途と端たん、振り上げられた刀が８の字を描くように不規則に返り、左から右へと白銀の稲いな妻ずまが大気を切り裂さく。

　コイツ、バケモノかぁ!?

　──いや、バケモノだった。

「うりゃ！」

　鼻先を掠かすめる刃やいばを、どうにかブリッジ気味に倒れて回かい避ひ。

　回避しつつ、揃そろえた両足に捻ひねりを加えた反撃のダブルキック！

　ドカッ！

　気持ちのいい感触が、鎧武者の胸にクリーンヒット！

　分ぶ厚あつい筋肉の鎧を纏まとった空から手て家かの胸きよう骨こつですら骨こつ折せつ必死な一撃に、しかし鎧武者は吹っ飛ぶどころか小揺るぎもしねぇー。くっ、やっぱ筋肉の鎧より、鉄板を縫ぬい合わせた本物の鎧の方が防ぼう御ぎよ力が上って事か。ならば──。

「せいっ！」

　根性で強引に、空中でもう半捻り。うつ伏せに落下、地面に着地と同時に両腕うでのみで体重を受け止め、腕立て逆立ちの要領でアクロバティックに再び空へ。跳はね上がりながら、右の足首に意識を集中。途と端たんに燃え盛さかる熱気の塊かたまりが、紅あかい焔ほむらとなって右足を包んだ。

　御み火か速はや霊ひ流の灼やき尽くす『焔』でもなく、御み火か布ふ津つ流の断ち切る『焔』でもなく──。

　取りあえず叩たたき付けるダケだけど──喰くらえ、渾こん身しんの──、

「空中回転、ブジョクのカカト落としっっっ！」

　ゴウンッ！

　オレが出せる最大火か力りよくの『焔』を乗せた踵かかと落としが、鎧武者の兜かぶとを直撃！

　前のめりにつんのめった鎧武者が、さすがにグラリと大きく傾いた。

　効いているな!?　効いているんだろ!?

　ならばこの隙すきに後方へ飛び退のき、懐ふところの棒ぼう手しゆ裏り剣けんを両手に握る。その数四本。まずは右手の手裏剣『双そう蛇じや』を、二本同時に──打つ！

　カインッ！　キィンッ！

　だぁぁぁっっ〜！

　フラついているクセに、そんな簡単に太刀で弾はじくな──と、言いたいところだが、そうなる可能性は計算の内。間かん髪ぱつ入いれずに『双蛇』の糸に念ねんを滑すべらせ、弾はじかれた手裏剣を円運動で左右から誘導。雨に煌きらめく銀色の糸を、鎧武者の身体からだに巻き付かせる。同時に残る二本の手裏剣も投とう擲てき。四分の三回転で飛ひ翔しようする漆しつ黒こくの刃が、身動きの取れない鎧武者の総そう面めんに「バキィン！」と鋭い異い音おんを突き立てた。

「そして、こいつでトドメッ！」

　掴つかんだ四本の糸に、四つの焔ほむらを滑すべらせ──着火！

　ボッボッボッボッ──！

　炸さく裂れつする金色の火球に、大量の水飛沫しぶきが巻き上がった。

　四本の手しゆ裏り剣けんには、それぞれ初期ヴァージョンの約二倍の爆発力を付与してあるんだ。美み風かぜの弓術に威力負けしているのが悔くやしくて、色々と試行錯さく誤ごを重ねて改良してみたんだが……コイツは思った以上の手応ごたえだぜ。

「……決まった」

　跡形もなく砕くだけ散った鎧よろい武む者しやに、オレは喘あえぐように大きな深呼吸をした。

　パチパチパチパチ──。

「見せてもらいましたわ、美みヶか速はや優ゆう夜やさん」

「──っ!?」

　背後から唐とう突とつに声を掛けられ、オレは反射的に石畳だたみを蹴けって前方へ飛び退のいた。

　い、いつの間にオレの背後に……!?

　振り返った先には二十代半ばくらいの女が短く切り揃そろえた黒い髪かみを微かすかに揺らし、宙に浮いて微ほほ笑えんでいた。この境けい内だいで背中を取られたのは、彩雲あやもさんに次いで二回目だ。あの時は危あやうく、肩かたの関節を外されかけた嫌いやな思い出が……しかし、この女……。

　よく見たら、スンゲェー美人でやんの！

　細身でありながら、彩雲さんをも凌りよう駕がする力強いバスト。

　大だい胆たんなスリットの入った漆しつ黒こくのドレスから伸びる、パーフェクトな脚線。

　何者だ、この女!?

「ふんっ。ま、取りあえずは合格、と言ったところだね」

　今度は石灯どう籠ろうの裏から、彩雲さんが鼻を鳴らして顔を出す。

　つー事は、アレですか？　無人だと思っていた境内には、ちゃっかり二人も隠れていたって事ですか？　なんか納得いかねぇーっていうか、腹が立つ。オレは陰からコソコソ覗のぞかれて燃え上がるような、特殊なプレイには興味ないし。それよりも黒ドレスの女から漂ただよう、人とは違う違和感が気になる。ひょっとしてコイツ、人間じゃねぇーのか……？

「混乱しているようだね、優夜。まぁ、それも仕方ないだろうけど、彼女はお前さんの感じているように、人間じゃない。四捨五入した言葉を使えば『妖よう狐こ』ってヤツさね」

　妖狐……。つまり読んで字の如く、キツネの妖よう怪かいってワケか。

　改めて黒ドレスの女を見やると、なるほど確かにどこかキツネっぽい。

　しかも頭上に不ふ可か視しの力りき場ばでも張っているのか、この雨の中で傘かさも差していないのに、ちっとも濡ぬれてないし。そのくせ気配すら感じさせないとは、一体どれくらいの技量を持ち合わせていたら、そんな芸当が可能なんだか。

　全く、とんでもねぇー話だぜ。

「申し遅れましたが、わたくしの名は柚ゆず葉は。稲いな葉ば山の黒こつ狐こ、柚葉と申します」

　彩雲あやもさんの横に着地した柚葉は、ペコリと慇いん懃ぎんに頭こうべを垂れた。それなのに黒ドレスを押し上げるミネフジコ級の巨乳は、弛ゆるむどころかほとんど揺れない。一体、どれくらいの張りをしていたら、そんな芸当が可能なんだか。

　全く、とんでもねぇー話だぜ。

「ちょっと優ゆう夜や！　さっきの爆発はなんなのよ!?」

「優夜くん……！」

　オレが人類の限界を超えた巨乳に身震いしていると、美み風かぜと美み空そらちゃんの声が聴こえた。

　パシャパシャと雨水を跳はね上げて駆かけ寄って来た二人は、柚葉の存在に気付いた途と端たん、申し合わせたかのように目を丸くした。

「柚葉さん!?」

「お久しぶりです。二人とも、元気そうでなによりですわ」

「あ、はい。ありがとうございます……」

「……あの、柚葉さんがここに来たという事は……」

「はい」

　顔を見合わせる二人に、柚ゆず葉ははニコリと微ほほ笑えんだ。

[image: ]

「今年もネズミ退治の季節ですわ」




　　　　　　　　　◇◇◇




　この世界には二種類のキツネが居る。

　すなわち善ぜん狐こと呼ばれる種族と、天てん魔まの使いともされる野や狐この二つが。

　善狐はとても義理堅くて、人間に知恵を貸してくれたり病気を治してくれたりする、ワリと親しい隣人さん。「お稲荷いなりさん」で知られる稲荷信仰も、ここに由来するらしい。んが、野狐はその真ま逆ぎやくだ。勝手気ままな非常に迷惑な存在で、人間を騙だましたり妖ばかしたりする事をなんとも思ってない。平気で人間に取り憑ついては、悪さをしでかす困った連中だ。

　これがスケールアップしたのが、有名な「玉たま藻も御ご前ぜん」こと「九きゆう尾びの狐きつね」ね。

「まぁ、そのような大妖よう怪かいは千年に一匹、出るか出ないかでしょうけど……」

　と、美み空そらちゃんの淹いれてくれたお茶を啜すすりながら、柚葉。

「あのお方のような大妖怪と比べられますと、何やら照れてしまいます」

　柚葉は綺き麗れいな紅葉もみじを思わせる赤い唇くちびるに、小さな笑みを浮かべて言った。

　むぅ……。唇一つ、動かすだけで、脊せき髄ずいの辺りがゾクゾクきやがる。なるほど、コレが時の権力者が腰こし抜けになるくらい魅み入いられた「魔ま性しようの美」ってヤツか。

　……咥くわえてみてぇ。もしくは咥えさせてぇ〜。

「なに鼻の下を伸ばしているのよ」

　と、美み風かぜが不ふ機き嫌げんそうな声で呟つぶやく。

　愚かなり、高たか倉くら美風。どうせ柚葉の美び貌ぼうとプロポーションに嫉しつ妬としてんだろうが、お前と柚葉じゃ月とスッポン。最初から勝負にすらなってねぇー。それでもまぁ、せめて後五年。己の美貌とスタイルを磨みがき、特にその貧相な胸をオッパイ占いができるくらいにまで膨ふくらませたら、ひょっとしたら……。

「ねぇ、優ゆう夜や。その哀あわれむような優しい視線、止やめてくれない？　ムカツクから」

　ギリリリッッッ！

「わ、判わかったからつねるなつねるな！」

　いきなり美風に膝ひざをつねられちまった。

「じゃれあってないで、本題に入るよ。美風や美空は知っているだろうけど、優夜は比ひ布ぶ瀬せでの梅つ雨ゆは初めてだからね。ウチの高倉家と柚葉の一族は、古い馴な染じみでね。毎年この時期になると、ネズミ退治を手伝ってもらっているんだよ。で、今年もその時期が来たって事だ」

「ネズミ退治……ですか？」

　そういえばさっきも、そんな事を言っていたっけ。

　でも、何な故ぜにネズミ退治？

「ひょっとして、全然判わかってないでしょ？」

　首を捻ひねると、さっきの仕返しとばかりに、美み風かぜが哀あわれんだ眼まな差ざしを送ってきた。

「……悪かったな。つーか、ネズミ退治なんて保健所の仕事じゃねぇーのか？」

　少なくとも、オレの実家じゃそんな事に炎えん術じゆつ使いを派は遣けんしたりはしなかったぞ。

　それとも高たか倉くらの炎術使いは、町役場の依頼を受けるほど、ヒマを持て余しているのか？

「ネズミはネズミでも、普通のネズミなワケがないでしょ。『根の国』の『根』に『棲すむ』と書いて『根ネ棲ズミ』と読む。ここまで言ったら、いくら優ゆう夜やでも判わかるでしょ？」

　根の国の根に、棲むと書いて根棲って……。

　オレはポカンと目を丸くした。

　それって「根の国」原産で、この国でも最も古い地ぢ霊れいと言われる、あの根棲か……？

　ちなみにどれくらい古いかというと、出展は『古事記』の神話時代にまで遡さかのぼらないといけないほど、古いのだ。そこでの根棲は、若き日のオオクニノヌシのピンチを救ったお助けキャラという、おいしい役割で登場している。だから根棲には本来「神の使い」っていう、立派な側面も持っているのだ。実際に現在でも、京都にある大おお豊とよ神社じゃ「コマイヌ」ならぬ「コマネズミ」が鎮ちん座ざして、主人のオオクニノヌシを護っているらしいし。

　でも、根棲が神の使いだったのは、今は昔の物語。

　今ではすっかり、穀物を食い潰つぶして疫えき病びようを連れて来る迷惑な厄やく神じんさんだ。

「でも、退治するって言われても、一体どうやって？」

　普通の鼠ねずみだって、駆く除じよするのは一苦労なのに。

　これが根棲になると、その難なん易い度どは比べ物にならねぇー。

　何せ連中ときたら、常に何百匹という大集団で行動している連中だ。一匹一匹はザコ同然らしいけど、さすがに百匹単位で相手をするのは、控えめに考えてもホネが折れる。挙句にその気配といったら、空気みたいに希薄ともいうし。駆く除じよをしようにも、どこに隠れているのか判らないようじゃあ、お話にもなりゃしねぇーぜ。

「あのなぁ、優夜。なんのために、柚ゆず葉はがココに居ると思ってんだい？」

「え？　あっ……そ、そうか」

　言われて、オレは手を叩たたいた。

　妖よう狐こといえどもキツネはキツネ。

　キツネといったら、言わずと知れた野生のネズミハンターじゃねぇーか。

　オレや彩雲あやもさんが感じられない微かすかな気配でも、妖狐の柚葉なら……。

「ま、そういうワケだ。お前さんも一応、試験には合格ってレベルだったから、実習も兼ねて根棲狩りに連れて行く事にしたからな。ま、これも修行の一環さね」

「試験なんて、いつやりましたっけ？」

「さっきやっただろ。下の鳥居から境けい内だいまで、模擬戦闘を」

　ああ、アレってコレのための試験だったのか。

　有う耶や無む耶やになってたけど、アレってやっぱり彩雲あやもさん達の仕し業わざだったのね……。

「美みヶか速はや宗そう家けはじまって以来の落ちこぼれと聞いて、少々不安ではございましたが、考えを改めさせていただきました。弓矢を避よける素早い身のこなしに、視野の広さ。追い込まれても焦あせらず慌あわてず的確に反撃に転じる胆たん力りよくと機転……」

　ほぅ？　見ているところは見ているじゃねぇーか。

「炎えん術じゆつの威力は、いささか物足りなさを感じましたが」

　デッカイお世話だ。

　だが、そんな事はどうだっていい。

　本当はよくないけど、今日に限っては脇わきに寄せておく事にする。

「でもオレ、今日から期末テストが始まっているんですけど？」

　コッチの方が、オレにとっては切実な問題。

　肩かたに掛かっているのは他ほかでもない、オレ自身の夏休み。

「ほぉ〜？　それで？」

　それに対する、彩雲さんの冷ひややかな眼まな差ざし。

　スッと細くなった目線が氷の刃やいばみたいで、正直コワイ……。

「だ、だからホラ。勉強とかしないとマズイかなぁ〜って。あは、あははは……」

　うわっ。冷や汗ダラダラ、心臓がバックンバックン鳴ってやがる。

　真剣を振り回す鎧よろい武む者しやと対たい峙じしていた時よりも、オレってば遙はるかに緊張しているや。

「なるほど。お前さんにしちゃあ、随分と真まっ当とうな言い分だ。学生は勉強が本分。まがりなりにも学校に通っている以上、ソイツは疎おろそかにできねぇーわなぁ」

「判わかってくれましたか。んじゃ、そういうワケで、オレは試験中は試験勉強を──」

「でも、それとコレとは話は別だ」

　ガクッ──。

　立ち上がろうとした瞬間、無む慈じ悲ひな一声に膝ひざが崩くずれた。

「人の話を聞いているんですか、アンタ！　今回のテストはマジヤバイんですって！　赤点を三つ取ったら、問答無用で夏休みが補習三ざん昧まいになるんッスよ!?」

「それはお前の都合だろう。アタイらはこの世の都合、時節で動く。それとも何かい？　お前さんはこの町の平穏と五ご穀こく豊ほう穣じようよりも、自分の試験と夏休みが大切なのかい？　そんなのオレには関係ないと、今時の『自由』と『責任放ほう棄き』の意味を混同したバカ連中みたいに、権利ばかり主張して義務を放棄するってクチかい？　あぁ？」

「や、それは……そんな事は、一言も………」

　大量の汗が顔面から噴ふき出し、舌がもつれて言葉が言葉が……。

「優ゆう夜やくん……。少し落ち着いて……ね？」

　ああ、肩かたに手を置く美み空そらちゃんの手のひらの温かさが胸に染みる。

　きっとこの娘むすめさんの半分は、優しさと温ぬくもりでできているに違いない──どっかの風か邪ぜ薬みたいに。ならばいま少し、その温かさでこのオレを包み、癒いやしてくれ。この胸の奥に食い込んだ真っ黒な棘とげが、せめて綺き麗れいに抜けるまでそのふくよかな胸の狭はざ間までフベッ！

「どさくさに紛まぎれて、なにを美空姉ねえさんに抱きつこうとしているかっ！」

　白い靴下にラッピングされた美み風かぜの足が、オレの後頭部を踏み抜いた。

　いい蹴けりだ。しかも踏みつけた脚あしで後頭部をホールドするとは、スカートの中身を覗のぞかせない対策か。フ……腕うでを上げたな、高たか倉くら美風め。

「優夜くん、大丈夫……？」

「ほっときな、美空。それから優夜。世の中には、文ぶん武ぶ両道って言葉があるだろ。どっちかを選ぶんじゃなく、どっちとも選んで切り抜けてみせな。それくらいの覇は気きのねぇーヤツに、アタイの弟で子しを語る資格なんかないね」

　ったく、簡単に言ってくれるぜ……。

　そりゃ彩雲あやもさんはいいですよ？　学校どころか試験もない、歌で唄うたえば「Ｌｅｔ[image: ]ｓ　ｓｉｎｇ　ｅｖｅｒｙｂｏｄｙ　ＧＥＧＥＧＥＮＯＧＥ！」な世界に生きている人だし。つーか、そんなに町の平和を守りたいなら、オレみたいな半人前をあてにしないで、妖よう怪かいポストにでも投とう函かんしとけってんだ。

「ったく、もう。しょうがないから、わたしも手伝ってあげるわよ」

「手伝うって、何をだよ」

　不意に後頭部から、圧力が消えた。

「姉さん。わたしも根ネ棲ズミ退治の実習を受けるから」

　なんですと？

　驚いて振り返ると──むぅ……。今日はシンプルな白一色ですか。

「わたしだって退たい魔ま師し志望よ。それに誰かさんと違って、一夜漬づけでドタバタしないといけないほど成績が悪いワケじゃないし。──だから感謝しなさいよ、優夜」

「なんでオレが、お前に、感謝せねばならんのだ」

　パンツが丸見えだった事に関しては、感謝してもいいけどな。

「それはわたしが、根棲退治の後に、優夜の試験勉強を見てあげるからよ」

　ぶっきらぼうに言い放った美風に、オレはポカンと口を開けた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　そして夜が来た──。

　午前零れい時じ──いわゆる「子ねの刻こく」。




「おらおらおらぁ〜〜！」

　薄暗い深夜の商店街の北側から、彩雲あやもさんのハスキーボイスがキンキンと響く。

　どうやら予定通りに、おいでなすったらしい。

　薬局屋の看かん板ばんの陰でオレは深呼吸を一つつき、手のひらに滲にじんだ汗を隠すように、注し連め縄なわを握る両手に力を加えた。向かいの自動販売機の陰には、美み風かぜが同じように身を潜ひそめている。緊張しているのか、その横顔がガチガチだ。やれやれ、本当に大丈夫かよ。今回の作業はチームプレーだから、一人がミスしたら全すべてがパーになるんだぜ？

　柚ゆず葉はが根ネ棲ズミの居場所を特定して、彩雲さんがソレを灸あぶり出す。

　そしてオレ達が首尾よく一いち網もう打だ尽じんに捕とらえたら、今回の仕事はそこで終了。

　オレの夏休みのタメにも、失敗は赦ゆるされねぇー。クククッ……。迫り来る根棲の大群を前にしたら、心臓が和わ太だい鼓こ乱れ打ちになってきやがった。このアドレナリンが弾はじけるような緊張感に、脚あしの先がブルブルって……む、武む者しや震いだ武者震い。これは普通の武者震い。

　──にしても、根棲ってヤツは、なるほど確かにネズミだわ。大きさこそ猫ねこくらいのサイズがあるけど、姿すがた形かたちはそのまんまネズミだ。まぁ、根棲がネズミに似たのか、ネズミに根棲が似たのかは知らねぇーし、関係ないけど。どっちにしたって、やるべき事に変わりはないからな。

「せぇーので行くぞ、美風」

「判わかっているわよ」

「んじゃ、せぇーの──」

　合図と同時に、オレと美風は同時に注連縄を引っ張った。

　途と端たんにタイル張りの歩道に寝かせていた注連縄が、ピンと腰を伸ばして歩道を遮さえぎる。

　そこへ怒ど濤とうの勢いで殺さつ到とうしてきた根棲の大群が、正面から突とつ撃げき。まるで防波堤と衝しよう突とつした荒波のように四し散さんして、注連縄が張った不ふ可か視しの障しよう壁へきから蒼あおい閃せん光こうが飛び散った。だが、この段階では、道を塞ふさいだダケだ。無数の焼け焦こげた根棲がボトボトと転がり、激しく食欲を減退させる光景が繰り広げられる中、オレは注連縄を握ったまま斜め前方へ駆かけ出した。

　同時に、美風も同じ方向へ走り出す。

　この動きを天てん井じようから見下ろせば、根棲が衝突した注連縄を底辺にした、二等辺三角形を形成しているように見えるだろう。実際、その通りなんだから。後はオレと美み風かぜが握る辺と辺とを素早く繋つなげば、出口を塞いだ簡易結けつ界かいの出来上がり。

　これが世に言う「袋の根棲」ってね！

「柚葉っ！」

　頭上に向かって叫ぶと、黒い旋せん風ぷうが視界を横切った。

「はい。お任せ下さい♪」

　やわらかなアルトボイスを響かせて、柚ゆず葉はの指先が鍵けん盤ばんを弾はじくように虚こ空くうを滑すべった。宙でクルリと身を回し、ステップを踏む脚あしの動きに合わせてドレスのスリットが優ゆう雅がに波打つ。そんな柚葉の華か麗れいな輪りん舞ぶを、周囲に浮かんだ四つの燐りん光こうが幻想的に白く照らす。

　燐光は、しかしたちまち白色の火か焔えんに姿を変えた。

「アイツ、まさか──」

　アレだけめくれて下着が見えないって事は、まさか何も穿はいてない!?

　──じゃなくって、あの火球は妖よう火かの中でもトップクラスの攻撃系火焔術。

「出いでよ『白はく焔えん』！」

　ボボボボッ！

　柚葉が命じ、四つの火球が結けつ界かいの中に次々と飛び込む。

　眼底の底まで真っ白に染める純白の炎ほのおが、結界の内部で逃げ場を失った根ネ棲ズミを瞬またたく間に呑のみ込んでいった。その間、わずか数秒足らず。悔くやしいがこれほどの炎えん術じゆつを使える柚葉から見れば、オレの炎術なんて、そりゃ確かに「物足りない」に違いない。

「ス、スゲェ……」

　オレは息を呑んで、柚葉の背中に視線を送った。

　しかし──。

「ふぅ。思ったよりも、楽勝だったわね」

　美み風かぜの声に、オレも頷うなずく。

　呆あつ気けなかった。これ偽いつわらざる、オレの感想だ。

　それもまぁ、柚葉の協力があったからこそだが、もっと苦労すると覚かく悟ごしていたのに、なんか拍ひよう子し抜けって感じだな。所しよ詮せん根棲なんて、姿さえ見つければザコって事か。

「んじゃ、早速──」

「次のポイントに移るぞ」

　帰って試験勉強を──って、ハァァァ〜〜？

「あんだい、優ゆう夜や？　お前まさか、根棲の発生場所が一箇所ダケだとか思っていたんじゃないだろうね？　今日のノルマは最低四箇所だからね、残り三箇所も気合を入れていくよ」

「今日のノルマって……それって、まさか……」

　明日も明後日あさつても、根棲退治は続くって意味かよ!?

　オレの心の悲鳴に応こたえるように、彩雲あやもさんは首を上下に動かした。

「いいかい、優夜。この根棲退治ってヤツは、奴やつ等らの巣穴を見つけるまでが勝負なんだ。いわば『根の国』と地上の国とを繋つなぐトンネルを塞ふさがない限り、地上に出てきた根棲の集団を何百匹駆く逐ちくしようが、本当の意味での根棲退治は終わらねぇーんだ。よく覚えておきな」

　彩雲さんの言葉に、オレはガックリと肩かたを落とした。

　まさか、そこまで面倒くさい仕事だったとは……。

　結局この後、彩雲あやもさんは本当に三箇所を回った。

　その全すべてにおいて、予定通りに根ネ棲ズミを狩れた事はいいんだけど……。




　──帰った時には、午前三時を回っていた。




「ったく、冗じよう談だんじゃねぇーっての」

　取りあえずひと風ふ呂ろあびて、オレは勉強道具を持って美み風かぜの部屋に向かった。

　一応、根棲退治に出掛ける直前までは、美み空そらちゃんにも勉強を見てもらったんだけど、全然足りてねぇー。この調子だと、明日の数学は壊かい滅めつ必ひつ至し。それでなくても数学以外にも、物理とか英語とか、とにかく名前を聞くだけでトリ肌はだが立つ強敵が目め白じろ押しなのに。

　コイツはマジで気合を入れないと、本当に夏休みがなくなっちまう。

「ちわ〜〜。美み風かぜ、勉強を教えて貰もらいに──」

　バキッ！

　こげ茶色のドアを開いた瞬間、硬い物体が顔面を直ちよく撃げきした。

「ノックぐらいしなさい。ノックは人類が生んだ最大の発明なの。判わかる？」

「わ、判るけど、いきなり英和辞典を投げるってのは、実際どうよ……？」

　角ッこが鼻の頭を叩たたいて、滅め茶ちや苦く茶ちや痛ェー……。

　だが、いつまでも突っ立ている場合でもない。顔面にメリ込んだ辞典を剥はがし、オレは改めて部屋の中を見やり──再び硬直した。

　──えっと、この子は一体誰でしょうか？

　懐なつかしい感じのする髪かみの長い少女が、丸いテーブルに勉強道具を広げていた。

　ストレートに垂らした髪を揺らし、怪け訝げんそうな眼まな差ざしをオレに向ける。
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「いつまでソコに突っ立っている気なのよ、優ゆう夜や」

　エウレカ？

　その人を小バカにしたような眼差し、どこか見覚えがあると思ったら──。

「さてはお前、美風だな!?」

「それ以外の誰に見えたワケ？」

　いや、素すで返されても……美風以外の誰か別人？

　いつもの見慣れた美風のクセに、髪を下ろしたダケで別人に見えるとは……侮あなどれん女だ。しかし、ポニーテールとはまた違った新鮮な感じがするのはいいとして──なんでだろう。一瞬とはいえ、なんで「懐なつかしい」だなんて思ったんだ、オレは？　見覚えがある、くらいならともかく、髪型を変えたダケで懐かしいだなんて……。

「どうしたのよ、優夜？　変な顔なんかして？」

「や、別に……。ところで美み風かぜ。お前のポニーテールって、いつ頃からなんだ？」

「高校に入った時からだけど……そんな事より、早く入って勉強を始める」

　湿しめった視線で促され、オレはガラス張りのテーブルの上に勉強道具を広げた。

「んじゃ、まずは試験範囲のおさらいからするわよ」

「へいへい……って、今さらそんな悠ゆう長ちようなやり方で、試験に間に合うのか？」

「そんな悠長なとこからやり直さないと、次に進めないのが今の優ゆう夜やの学力なの」

「ごもっともです。ハイ」

「いい？　この際、ハッキリ言わせてもらうけど、優夜が今回のテストで、クラスの平均点をアップさせるような点数を稼かせぐ方法なんて皆かい無むなの。文字の使い方を覚えたチンパンジーに英文の和訳をさせるくらい、途と方ほうもない労力と時間が必要なワケ。おわかり？」

　自分の事ながらヒデェー例えだなぁ、オイ……。

「優夜に可能な事はただ一つ。例え平均点以下でも、ギリギリ赤点だけは免まぬがれる点数を獲とる事よ。そして大抵の先生の場合、どんなにおバカな教え子であっても、最低限の勉強をしていれば絶対に解けるサービス問題を幾つか用意しているわ。それを逃さず、確実にモノにするには、教科書を重点的に勉強し直すのが何よりも一番。何な故ぜなら試験問題は、市販の参考書から出るんじゃなくって、教科書の中から出されるものなんだから」

「おおっ！」

　後光すら感じさせる美み風かぜのウンチク。

　す、すげぇ！　すげぇーぜ美風！　オレ、初めてお前を尊敬しちまった！

「時間がない時は教科書が一番。全すべてはココから始まり、ココで終わるの……って、以前に睦むつ美みが言ってたから、間違いないわ」

　ガクッ──。

　なんじゃそりゃ？　人がせっかく感心したのに、よりにもよって山やま梨なしの言葉かよ。

　今回の試験をクリスタルパワーで乗り切ろうとしているタワケの言葉が、果たしてどこまで信用できるのか、なんとも言えず心もとないなぁ〜。

「しょうがないでしょ。だってわたし、今まで『赤点対策の勉強』なんてした事がないんだもん。それともわたしの参考書を使ってみる。応用編しかないけれど」

「教科書で我が慢まんいたします……」

「よろしい。それからコレ。わたしのノートも貸してあげるから、参考にして。判わからないところがあったら、遠えん慮りよしないでいいからちゃんと訊きくこと。それから……変な事をしようとしたら、容よう赦しやはしないわよ？」

　言って、美風は脇わきの木ぼく刀とうにソッと手を添えた。

　もはや「なんで木刀が？」とツっ込む気にもならないし、そんな時間もない。

　オレは教科書を相手に、睨にらめっこを開始した。

「では、早速ですが質問です」

「もう？　どの問題よ？」

「や、どの問題というよりも、明日の試験範囲が判わかりません」

　ゴスッ！

「そこの二十四ページから三十八ページまでよっ！」

　躊躇ためらいもなく木ぼく刀とうを振り落とし、美み風かぜは言った。

「ぐぉぉぉ〜〜。りょ、了解であります……」

　取りあえずマジ時間がないので、気合で激痛を無視して二十四ページを開く。

　ハッキリ言って、無む茶ちや苦く茶ちや痛かったが……しかし、なるほど。考えようによっては、参考書や問題集よりも教科書の方が、赤点対策には確かに役に立つ。問題集ってのは、判っている人間が使ってこそ意味のある教材。対してオレは、応用どころか基礎の基礎から覚え直さないと話にならない。そして基礎の部分さえマスターすれば、少なくとも最低基準はクリアーできるってワケか。そう考えれば、オレでもなんとかなりそうな気がしてきた。

　それにこの美風のノート。要点を上う手まくまとめてあって、非常に判りやすい。

　重要な部分は赤線が引いてあるし、「テストに出る！」とかも書いてあるし。

　これなら効率よく、試験勉強が進められそうだ。

　よし。行ける、行けるぞ。この調子なら、案外オレだって……。




　………。

　………………。

　………………………グゥ〜。




「いきなり寝るなぁ！」

　怒ど声せいと一緒に「ベキィ！」とスンゴイ音がした──オレの脳天で。

「ぐおおおおお〜〜〜」

　激痛のあまり、頭を抱えて床ゆかの上をのた打つオレ。

「あのねぇ。勉強始めてからまだ三十分も経たってないでしょうが！」

「だ、だからっていきなり殴なぐるこたぁーねぇーだろ！」

　しかもその木ぼく刀とう！　何気に芯しんに鉛なまりが仕込んであるだろう！

「容よう赦しやはしないと言ったハズよ」

「いや、確かに言ったけどさぁ。やっぱ無理なものは無理、つーか……もうちょっとこう、優しく手取り足取り懇こん切せつ丁てい寧ねいに……」

　ギロリ──。

「……すんません」

　クマでもビビリそうな眼まな差ざしに、反射的に謝るオレ。

　そんなオレの反応に、美み風かぜは「ハァ〜」と大きなため息をついた。

「で、まずはどこで引っ掛かっているの？」

　唐とう突とつに、美風が丸いテーブルの縁ふちに沿って移動して、オレの真横に引っ付いてきた。

　一瞬、オレの顔にパチキでも喰くらわすつもりかと思いきや、そのまま手元の教科書を覗のぞき込んで、頬ほおの横を垂れる長い髪かみを梳すき上げる。……綺き麗れいな肌はだだ。それに風ふ呂ろ上がり特有の、なんとも言えない甘い香り。コイツの使っているトリートメントの香りだろうか……。

「ちょっと優ゆう夜や。こんな最初のところで躓つまずいていて、どうするのよ」

「わ、わりぃっ！」

　瞬間、オレは弾はじかれたように顔を離した。

「？　声が裏返ってるわよ？」

「う、裏返ってなんかおりませんですよ!?」

　って、何な故ぜに疑問系!?

　自分で自分が何を口走っているのか、全然理解できてねぇー！

「……まぁ、別にいいけど。それよりもココ。ココはこうして……こうなるワケ。難しいとか複雑だとか思わないで、まずは実際に式を動かしてみればいいのよ」

　カキカキカキ──。

「こ、こんな感じか……？」

　コツコツコツ──。

「違う違う。ホラ、ノートにここを参考にして」

「つまり……こうか？」

　カキカキカキ、コツコツコツ、カリカリカリ──。

「そうそう。あの先生、こういう教科書の問題をそのまま数字だけ変えてテストに出してきたりするから、今の問題は絶対に覚えておいて」

「お、おう」

「で、その次は、っと……」

　コイツ意外と……教え方が上う手まい。

　口は悪いけど、オレでも判わかるようにちゃんと誘導してくれる。それに何より……見た目よりもやわらかい。ピタリと引っ付いているから、その感触がよく判る。コイツって案外、着痩やせするタイプだったのか。つーか、いくらなんでも引っ付きすぎのような……。

「でも、優ゆう夜やも言うんだね……。泣き言とか、言いわけとか……」

「……ハァ？」

　唐とう突とつになんですか、コイツ？

「自分に対して『無理』とか『出来ない』って言葉、優夜は滅めつ多たに使わないじゃない。……わたしや彩雲あやも姉ねえさんが無理難題をふっかけても、強がりを言い返すだけで……自分からギブアップするような事は、一度だって言わなかった」

「そうだっけ？」

「そうなの。だってわたし、優夜のそういうところは……その…………嫌きらいじゃなくて……むしろ、いいなって………」

「はぁ？　何ゴニョゴニョ言ってんだ？　ハッキリと喋しやべれ、ハッキリと」

「う、うるさいわね！　あなたのそういうところが、大嫌いだって言ったのよ！　それよりも勉強しなさいよ、勉強！」

「言われなくてもやってるだろが」

「やっているダケなら、サルだってするわよ。出来るようにならないと意味ないの。……ったく、人が色々と努力しているのに、なんで以前とちっとも変わらないのよ」

　まぁ〜だブツクサ言ってやがる。コレだから、しつこい女は……。

　いや、それよりも今は勉強だ勉強。オレは再び教科書に向かって目線を落とした。

「………」

　微かすかに映った視界の端はしっこで、何な故ぜか美み風かぜは憮ぶ然ぜんとした面持ちを浮かべていた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　試験二日目──。




　結果から言うと、この日はどうにか乗り切った。

　木ぼく刀とうで殴なぐられながらも、美み風かぜに勉強を教えてもらった結果と言えなくもない。

　もちろん一番エライのは、無事に試験を乗り切った、このオレだけど。

「……うん。優ゆう夜やくん、すごい。よく頑がん張ばっている」

　と、美み空そらちゃんからお褒ほめの言葉もいただいた。

「これくらいの結果を出してくれないと、付き合って徹てつ夜やしたわたしが報われないわ」

　と、美風は相変らずナマイキだったが、ちょっとダケ嬉うれしそうだった。

　いずれにしても、数学で赤点を回避できたのは大収穫。

　その一方で、この日の夜も根ネ棲ズミ退治が深夜まで続き──。




「だぁぁぁ！　ソッチ行ったぞ、美風っ！」

「コッチはコッチで手一杯よ！　逃げられた分は、自分でなんとかしてよ！」

　逃げ回る根ネ棲ズミの大群に振り回されて、家に戻ったのは早朝近くの事だった。




　試験三日目──。




「………」

「こ、こういう日もあると思うの……。まだ明日もあるから、頑がん張ばって……」

　励ましてくれる美空ちゃんの声が、胸に染みる。

　この日に行われた物理の試験。手応ごたえは……最悪だった。

　いや、最悪って言葉すら生なまぬるい。

　何せ自信を持って埋うめる事ができた項目は、自分の氏名だけだったし……。

「まるで自分で自分の死刑執しつ行こう書に、サインをしたような気分だぜ……」

　むしろ白紙で提出した方が、オレの答案用紙ってバレなかったかも……。

　投げやりな声で唸うなり、机の上に突っ伏す。

　……眠ねむい。いや、本当に眠い。根棲退治はともかく、慣れない試験勉強のストレスがヤスリみたいにオレの神経をボロボロに削けずり取っているのだ。そしてそんなオレの肩かたを、声付きでユサユサ揺らす美空ちゃん。身も心もギリギリ一杯に近いのに、肩かたから伝わる細い指先の感触が、とろけるように温かい。

「まだチャンスはあるから、明日のテストに気持ちを切り替えて……ね？」

　うん。そうだな。その通りだよな。

　三日で赤点が一つなら、それはある意味想定の範囲内だ。

　……よし！　梅つ雨ゆ空の隙すき間まから、ちょっとダケ希望という名の光が差してきたぞ！

「っていうか、どうしてアレだけ教えてあげたのに、アッサリ赤点が確定するのよ」

　ゴンッ！

　健けな気げに輝こうとした希望の光は、言葉という名の暴風の前に呆あつ気けなく霧む散さんした。

「あ、優ゆう夜やくん……また落ち込んじゃった………」

「いいのよ姉ねえさん。失敗と屈くつ辱じよくは成功に繋つながるカンフル剤だって、この前テレビに出ていた文化人が偉そうに言っていたもん」

「でもあの人、別の番組で……失敗した人には、心のケアが大切だって……」

「そんなの番組の都合に合せて原稿を換えているんでしょ。でも、そうね。優夜の場合、失敗したらそのまま裏道街道に奔はしりそうだから、あんまり追い詰めない方がいいかも」

「んなワケあるかぁ！」

　オレはガバリと机から顔を上げた。

「わっ、化けて出た」

「赤点くらいで勝手に殺すなっ！」

「さっきまで本物の死人よりも死んでいたクセに」

「ケッ、誰がだ！　いいから明日を見てろ！　復活したオレの生き様を見せてやらぁ！」

　鞄かばんを掴つかみ、オレは席から立ち上がった。




　で、生き様を見せる予定だった試験四日目──。




　ホームルーム終了と同時に、オレは昨日に続いて机に突っ伏した。

「こんなハズじゃあ、なかったんだが……」

　朝まで続いた根ネ棲ズミ退治の影響か、前日に引き続いて二つ目の赤点確定……。

　無意識に唇くちびるからこぼれる言葉が、滅め茶ちや苦く茶ちや苦い。

　今け朝さ、美み空そらちゃんに淹いれてもらったブラックコーヒーの十倍は苦い。

　よもや安全牌パイの一つと数えていた世界史で、あんな悲惨な答案用紙を提出するハメになるなんて……。しかも、なんでかな……。オレには額ひたいに青筋を浮かばせる世界史担当・守もり口ぐち教きよう諭ゆの引き攣つった笑顔が、とても簡単に想像できるんだ。それはひょっとしたら、答案用紙の真ん中にポッカリと開いた寝ヨダレの穴が、原因なのかもしれないけど。

「守口先生……。気を悪くしなけりゃいいんだけどなぁ〜」

「それは多分、無理な相談ってヤツだろうね」

　不意に横からナベキュウが、苦笑まじりの声を掛けてきた。

　既すでに事情を承知しているらしく、その面持ちは笑いを噛かみ殺しているようだった。

「守もり口ぐち教きよう諭ゆが想像を絶するボンクラでもない限り、あの答案用紙は『教師に対する挑戦状』と受け取られるんじゃないのかな？　ボクもそれなりに長く学生生活を続けているけど、答案用紙に寝ヨダレで穴を開けた人間を見るのは、今日が初めてだよ」

「オレの前の学校には、寝タバコで宿題に穴を開けたヤツもいたけどな」

「……キミが以前に居た学校は、随分と愉ゆ快かいな環境だったみたいだね」

　ナベキュウは呆あきれたように肩かたをすくめた。

「それにしても──」

　一いつ旦たん、言葉を区切り、ナベキュウは教室を見渡した。

「この時期は放課後になると、教室のアチコチで様々な喜悲劇を織り込んだ人間ドラマが繰り広げられるけど、まさかキミがその景色の一部になるとはね。試験一日目は『オレに試験なんて関係ない』って顔をしていたのに」

「夏休みが没収されると聞けば、誰だって必死にもなるわい」

「……なるほど。見事なまでに、学校側の策さく略りやくに踊おどらされているワケだね」

「楽しそうに言いやがって。そういうナベキュウは──いや、なんでもない」

　忘れかけていたが、ナベキュウは勉強に関してはエリート組だった。

　他ほかのクラスメイトが殺さつ伐ばつとしたオーラと怨えん嗟さの声の大合唱でのたうっているのに、一人だけツヤツヤと満ち足りた睡眠時間を満喫した顔をしやがって。こんなヤツが成績ダケ見ると優等生に分類される現在の教育システムは、どう考えても欠陥だらけだ。

『いやぁぁぁ〜〜！　梵ぼん字じ入りクリスタルパワーが全然効いてないぃぃぃ〜〜！』

　………。

　なんか今、楳●かずお級の絶叫が聞こえたけど、多分気のせいだな。

　つーかこの時期、その手の悲痛な叫び声なんて珍しくもねぇーし。

「ん〜〜。いい声だ。人それぞれの、無む茶ちやで無む軌き道どうな青春の一幕ってヤツだね。きっと後になって振り返れば、楽しかった想いでの一部に組み込まれるんだろうなぁ〜」

「他ひ人と事ごとみたいに言いやがって……」

「や、だってホラ？　少なくともボクにとっては他人事だし」

「お前なんか地じ獄ごくのワンちゃんに噛かみ殺されちまえ！」

「呪じゆ詛その言葉をありがとう。でも、キミの場合は呪詛の言葉を唱となえる前に、明日の英単語の一つでも唱えた方がいいんじゃないのかい？」

　悔くやしい指摘だが、全くを持ってその通りだ。

　よりにもよって明日は最大の難敵、英語様のご登場だ。

　本当ならこの英語で二つ目の赤点を叩たたき出し、赤二つでギリギリ乗り切る予定が……。

　いや、今のオレには過ぎた過去を悔くやんでいるヒマすらねぇ。まさしく時は金なり。時間の尊さを金銭に準なぞらえるのはいかにも浅ましいけど、そんな事を言ってられないくらいに一分、一秒が黄金よりも貴重なのだ。早く帰って、明日の試験勉強をしねぇーと……ハァ〜〜。

「そんじゃな、ナベキュウ」

　重い息を吐はき出して、オレは鞄かばんを担かついで席を立った。

「頑がん張ばってみる事だね。努力は結果を裏切らない。美しい言葉であると同時に、信じてみたい言葉でもある。……まぁ、美しくて信じてみたい女性に限って、結果は大抵裏切られるのがこの世の常。世界は概おおむね『こんなハズじゃなかった』で覆おおわれているものさ」

「やかましいっ！」

　ナベキュウの屈くつ折せつした激励を背中に、オレは重い足取りで教室を後にした。

　だが、下げ駄た箱ばこに向かって階段を下りていた足を、オレはピタリと制止させた。

　怪け訝げんそうな顔をしながらオレを追い越す連中の視線を感じつつ、オレはクルリと回れ右。

　ったく、ワザとらしい妙みような気配を漂ただよわせやがって……！

「今日みたいな時くらい、さっさと帰らせろよな」

　舌打ち混じりに吐き捨てて、オレは階段を駆かけ上った。
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　屋上の扉を開けた瞬間、ソイツの姿は簡単に目に飛び込んできた。

　周囲を初夏の濃のう緑りよくに囲まれた景色にあって、まるで墨すみでも垂らしたように黒一点。

　鮮あざやかな黒髪かみに際どいスリットのロングドレスを風に泳がせ、宙ちゆうで微ほほ笑えんでいる。

「お待ちしておりましたわ、優ゆう夜やさん」

「おい、コラ柚ゆず葉は……」

　呑のん気きに微笑んでいる柚葉に向かって、オレは唸うなるような声を発した。

「こんなところで油売って、根ネ棲ズミの巣穴探しはどうした!?」

「あらあら。どうしたと申されましても、困ってしまいますわ。一応、巣穴を探してこの学校の様子を空から調べていたのですが……ひょっとして優夜さん、今日も『てすと』の結果が悪かったのですか？」

「『も』だけ余よ計けいだ！　大体、誰のせいでテストが悪かったと思っているんだぁ！」

「あら、まぁ……」

　柚葉は細い目を丸くした。

「まるでわたくしのせいだと、非難されているようにも聴こえますね」

「ようにじゃなくって、まんま非難して──ちょっと待て。今、この学校を調べてるって言わなかったか？」

「はい。申し上げました」

　アッサリ認めたか、この雌めギツネめ……。

　しかも、あからさまに口元をほころばせ──いや、歪ゆがめやがって。

　オレは静かに呼吸を止めて、柚ゆず葉はを睨にらみ付けた。何を企たくらんでいるかは判わからねぇーが、さっさと用件を切り出しやがれ。オレは一刻も早くおウチに帰って、明日の最終試験に備えないといけねぇーんだから。

　そんなオレの心の焦あせりを見透かしたように、柚葉は上機き嫌げんに目を細めた。

「いい顔をなさっています」

「……はぁ？」

「初めてお逢あいした時は、良く言えば余よ裕ゆうを、悪く言えば緊張感の欠如を感じました。たかが根ネ棲ズミ。たかが雑ざ魚こ妖よう怪かい。美みヶか速はや宗そう家けの方がそう感じてしまうのは、無理からぬ事ではございましょうが、そういったお遊ゆう戯ぎ感覚は好ましくありません。ですが、今の優ゆう夜やさんなら、わたくしの言葉にも真しん摯しに耳を傾けてくれそうです。……人間というものは、自分のためであれ他人のためであれ、明確な意志と目的を持つと目つきが変わるものでございますれば」

　その言葉は、色々な意味で否定しない。

　確かにオレは、根棲退治を半ば無意識の内にお遊戯感覚で考えていた。

　だが、尻しりに火がついた状態のこのオレに、もはや一ミリグラムの余裕もない。

　その引き金を引いた要因が、「赤点三つで夏休みがパー」なのが、チト恥ずいけど。

「根棲の巣穴は、確かにこの辺りのどこかに在ります。そこで優ゆう夜やさんにおかれましては、立派に巣穴を見つけ出し、彼らの持つ『文もん殊じゆの宝ほう珠じゆ』を手に入れるのでございます。そうすれば今こ宵よいの勉学は、普段とは比べ物にならないほど捗はかどりましょう」

「モンジュノホウジュ？」

　──って、なんじゃそりゃ？　そんなモン、聞いた事もねぇーぞ？

「文殊とは『文殊の知恵』で知られる、あの文殊菩ぼ薩さつでございます。そして文殊菩薩は「守り本ほん尊ぞん」として、生まれ年の干え支との中で『子ね』……。つまり『ねずみ生まれ』を守護する菩薩様でもございますれば、根棲とも浅からぬ縁えんがございます」

「文殊菩薩と、根棲がか？」

「はい♪　その証あかしが『文殊の宝珠』と呼ばれる宝珠です。そのご利り益やくはもちろん知恵……。学業成じよう就じゆも、充分にその範はん疇ちゆう内かと……。他ほかならぬ文殊菩薩の御み名なを冠する宝珠なれば、その効果は気休めの御お守まもりとは比べ物になりません。それは現在の優夜さんにとって、とても役に立つのではございませんか？」

　ゴクリ……。

　た、確かにそれは美お味いしい。

　少なくともどこぞの莫ば迦かが買った「梵ぼん字じ入りクリスタル」より、遙はるかに期待できる。

「……。いいだろう。その話、乗ってやる」

　乗ってやるというか、どうせこのまま勉強したって、英語の赤点は確定だしな。

　だったら少しでも可能性のある方策を選ぶのが、人として正しい選択に違いない。うん。

「それではここの敷地の中で、地下に繋つながるような薄暗い場所をお探し下さい。わたくしも先ほどから探しているのですが……このような施設には疎うとくて目め星ぼしが付けられず、ほとほと困り果てていたのでございます」

　本当に困ったように、柚ゆず葉はの吐と息いきは微かすかな翳かげりを帯びていた。

　まぁ、鉄筋コンクリートの近代的な校舎は、木造の神社仏ぶつ閣かくとは勝手が違うからな。

　山暮らしの妖よう狐こには、ちょっと判わかりづらいところも多いのだろう。

「よし。校内の探索はオレに任せろ」

「では、わたくしはわたくしで、この周辺をもう少し詳くわしく調べてみます。では──」

　一礼すると、柚葉の姿がスッと消えた。

　どうやら気配どころか、自分の姿も自在に消せるらしい。

　便利なものだ。あの術があれば、女子更衣室に忍び込むなんて造ぞう作さもない事だろう。

　それはさて置き、根ネ棲ズミの巣穴。この学校で、地下に繋つながる場所か……。

　オレはフェンスに近付き、学校の敷地内を一望してみた。目に付くものは校舎に体育館、プールにクラブ棟とう。後はよく判らん小屋が一つ、二つ……。どれも地下とは無関係そうだ。つーか、そもそも普通の学校に地下施設なんてあるのか？　まさかとは思うが、この学校は戦時中の防空壕ごうの上に建っています──とか、そんなオチじゃねぇーだろうな。

「あ、ヤッパリここに居たんだ。探したわよ、優ゆう夜や」

　と、そこへタイミングよく、背後から美み風かぜの声。

「柚葉さんの気配がしてたから、もしかしたらって思ってみたら、やっぱりこんな所で油を売っていて……。早く帰って勉強しないと、本当に知らないわよ。明日は優夜が一番危険だって言っていた、英語だってあるんだから」

「や、それは判ってんだけど……。ところで美風。この学校で地下に繋がっているような場所って、何ど処こにあると思う？」

「はぁ？　何を唐とう突とつにワケの判らない事を言っているのよ」

　訝いぶかしむ美風に、オレは柚葉から聞いた話を説明した。

　もちろん、文もん殊じゆの宝ほう珠じゆの件は伏せながら。

　なにせ生き真ま面じ目めな美風の事だから、宝珠の効果をカンニングとか言い出しかねん。ま、実際にはカンニングっていうよりも、むしろドーピングに近いような気もするけど。ところでドーピングは不正になるのか、試験勉強って？

「──と、まぁ、そんなワケだ」

「根ネ棲ズミの巣穴がこの学校に？」

「少なくとも、柚ゆず葉はのヤツはそう言っていた」

「もしそれが本当だとしたら、確かに放っておけないわね……。それに巣穴を潰つぶすことができれば、今夜は安心して英語対策に集中できるし……。でもこの学校に地下に繋つながる施設なんて、在ったかしら」

「いや、在るはずだ」

　つーか、ないと困る。

「在るはずだって言われても、ない物はない──あっ」

　唐とう突とつに、美み風かぜのオメメがパチクリと瞬またたく。

「確か体育館の下に、体育祭とか卒業式で使う椅い子すとかテーブルとかを置いている、地下倉庫みたいな場所があったわ。あそこなら滅めつ多たに誰も使わないし、根棲も安心して巣穴を作ってしまったのかも……」

「それだっ！」

　オレが前に通っていた学校にも、体育館には半地下倉庫みたいな場所があった。

　しかも、上空から眺めるダケじゃ絶対に気が付かない。柚葉が見逃すワケだぜ。

「でも、どうやって中に入るつもりなの？」

「そんなもん、まずは行ってから考えればいいんだよ」

　そうと決まれば、善は急げ。オレは美風と、体育館へと向かった。







　美風の予想通り、体育館は閉まっていた。

　いつもならバレー部とかバスケ部で賑にぎわっている体育館も、さすがに試験期間中だと閑散としたもんだ。ネコの子一匹……いや、根棲一匹いやしない。

　もっとも、本当に根棲がいないかどうかは、これからの調査次第なんだけど……。

「どうするのよ、優ゆう夜や。鍵を借りて──来ようにも、貸してくれないわよね、きっと」

「だろうな……さて」

　体育館の外壁に沿って、裏側に回る。

　多分、ここだ。この辺りが地下倉庫の位置だ。足元の壁に小さな窓が付いている。この程度の大きさだったら……まぁ、多少は狭いがなんとかなるな。

「美風。ちょっとどいてろ」

「ちょ、優夜!?　何をする気なのよ……！」

　目を丸くする美風を無視して、オレはゆっくりと右足を持ち上げる。

　そして左足を軸にして、おもむろに一回転。

　シャープな弧こを描く脚あしに、充分な体重と遠心力を加えて──てりゃっ！

　ガシャンッ！

「ホラ。開いた」

「開いたって、アナタねぇ……」

　見事に蹴け破った地下倉庫への入り口に、何な故ぜか美み風かぜは額ひたいを押さえていた。

「文句があるなら、別についてこなくたっていいんだぜ」

　オレは窓へと脚を滑すべらせ、地下倉庫の中に飛び降りる。

　中に入った瞬間、まずそのホコリっぽさにオレは反射的に口元を押さえた。

　蹴破った窓から差し込む光りに、舞い上がったホコリが真っ白に輝いている。

　あんまり健康によさそうな場所じゃないな、こりゃ。

「ケホッ、ケホッ、ケホッ。もう、なんでこんなにホコリっぽいのよ」

「しょうがねぇーだろ。あんまり使ってない場所なんだから」

「それに真っ暗で、なんにも見えないじゃないの」

「それこそしょうがねぇーだろ」

　──とはいえ、夜目が利くこのオレでも、この暗くら闇やみはチト辛つらいな。

　蹴破った窓から差し込む僅わずかな明かりダケじゃあ、迂う闊かつに歩く事すら危険が伴う。足元なんてほとんど見えてないし、コケたらホコリ塗まみれは確実だ。ましてや崩くずれた机の下敷きになった日には、人として限りなくミジメな瞬間だろうな。

　だが──入ってみて判わかったが、確かにココは根ネ棲ズミの巣穴にはもってこいだ。

　ホコリっぽい空気の中に、微かすかだが異質の気配と臭においも感じる。

　この深い闇やみのどこかに……どこかに………。

「わっ、きゃっ──」

　唐とう突とつに、背後で美風が短い悲鳴を上げた。

「美風……？」

　振り返ってみたが、そこは闇。美風の姿は見当たらない。

　オレは首を捻ひねりつつ、埃ほこりの積もった床ゆかに寝そべるようにして、周囲の闇に目を凝こらした。

　美風のヤツ、どこに消えたんだ？　声と気配から察して、てっきり何かに躓つまずいて、パンツ丸出しで倒れていると思っていたのに……残念。しかし、マジで姿が見当たらないってのは、ちょっと妙みようだ。まるで深い落とし穴にでも落ちたみたいに、忽こつ然ぜんと姿を消すなんて芸当が、今の美風にできるとは思えないし……。

　………。

　深い落とし穴にでも落ちたみたいに……？

「まさか、美風のヤツ……！」

　オレはハッとして、目を皿のように見開いて闇を凝ぎよう視しした。

　するとどうだ。美み風かぜが消えた辺りに、通常の闇やみよりも更に深い異質の闇が、地割れのようにポッカリと口を開いているじゃねぇーか！

「ひょっとしてコイツが……根ネ棲ズミの巣穴か？」

　深く割さけた亀き裂れつを覗のぞいてみたが、美風の姿はおろか、底の様子すら見えやしない。

「だが、美風がココに落ちたのは間違いねぇーよな。ったく、世話を焼かせやがって……。これで勉強の貸し借りはナシだからな！」

　意を決し、オレは亀裂の中に踏み込んだ。
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　瞬間、全身をゾッとするような寒気が襲った。

　まるで墨ぼく汁じゆうを満みたしたプールに飛び込んだような感覚だ。

　けれども確実に落下を続けている恐怖感が、ここが水中じゃない事をうるさいくらいに叫んでいた。これが異い界かいに踏み込む感覚か。全身が痛いくらいに寒い。まさかとは思うが、このまま「根の国」まで一直線──なんて事は、ねぇーだろなぁ!?

　──とか考えていると、濃密な闇が月夜くらいの淡い闇に変わった。

　薄く浮かんだ足元に、どうにか無事に着地する。高さにして、およそ三、四階くらいの距離だったハズだが……上を見上げても、薄い闇が広がっているだけだった。天てん井じようはもちろん、空すら見えなかった。そもそも天井があるんだか、ないんだか。

　しかし──美風はどこだ？

　周囲を見渡しても、美風の姿は見当たらない。

　つーか、薄暗い月夜の砂さ漠ばくみたいに、何にもない場所だった。ロクな光源がないせいか、植物も見当たらない。どっちに向かえば、何ど処こに着くのか。そもそもここが本当に、根ネ棲ズミの巣穴かどうかすら判わからねぇーし。もしここが本物の巣穴なら、一方の出口は地上世界に、もう一方の出口は「根の国」に──つまり死者の国に繋つながっているハズだ。迂う闊かつに踏み込んだら、二度と生きて地上世界には戻れない危険な場所に……。

　だから変な事になる前に美風を見つけ、ついでに「文もん殊じゆの宝ほう珠じゆ」もゲットしないと──。

「お待ちしていました」

「──っ！」

　唐とう突とつに背中から響いた女の声に、オレは反射的に前方へ跳とんだ。

　ええい、彩雲あやもさんと柚ゆず葉はに続いて、ついに三人目の登場かよっ！

　噴ふき出す冷や汗に舌打ちしつつ、オレは声を掛けてきた女に鋭い視線を送った。

　ソイツは鮮あざやかな白しら拍びよう子しに似たスタイルをした、美しい女だった。

　衣い装しようも白いが、驚くくらいに髪かみも白い。ルビーを溶とかしたような目は紅あかく、ナリこそ人間そのものだが……柚ゆず葉はと一緒だ。つーか、顔立ちこそ違うけど、黒系の柚葉を真っ白に染めたような感じ。言うなれば白柚葉、もしくは柚葉の連れん邦ぽうカラー版ってところか。

「お前……何者だ」

「何者か、と問うのでありましたら、貴方あなたがたの言う根ネ棲ズミでございます。名はハク。ハクとお呼び下さいませ」

　やっぱり根棲か。多分、そんなところだろうと思ったぜ。

　どうせオレを油断させるために美人に妖ばけたんだろうが、残念だったな。オレはもう、自分から近付いてくる美人は信じないって決めたんだ。……我ながら虚むなしい誓いのような気もするが、とにかくそう決めたんだ。

「……で？　そのハクさんとやらが、ワザワザこのオレになんの挨あい拶さつだ？」

　オレの問いに、ハクと名乗った根棲は、純白の袖そでで闇やみの一角を指し示した。

「あちらでお連れの方がお待ちになられてます」

「連れってまさか、美み風かぜの事か!?」

　目を凝こらしてみたが、なんにも見えねぇー。

「さぁ、どうぞコチラに……」

　ハクは何も応こたえず、緋ひ色いろの袴はかまを静かに揺らして薄闇の世界を歩き始めた。

　美風が囚とらわれているのなら、オレに否は存在しない。例えワナだとしてもだ。

　ったく、あのバカ。この貸しはデカイからな。地上に帰ったら究極の刑けい罰ばつ「スカート巾きん着ちやく捲めくりの刑」に処してやるから、覚かく悟ごしてろよ。

　黙って先を行くハクの背中を追って、オレも黙って歩き出した。







　ハクが案内した場所は、驚いた事に立派な館やかただった。

　まさか荒こう涼りようとした異い界かいの大地に、土壁で囲まれたこんな館が建っているとは驚きだ。

「お連れのお方は、先にコチラで歓待しております」

「ソイツはありがとうよ」

　言葉半分に聞き流し、オレは堀まで張り巡らされた館をジッと凝ぎよう視しした。

　これはチャンスだ。

　ここが根棲の根ね城じろなら、ここの何ど処こかに「文もん殊じゆの宝ほう珠じゆ」が在るかもしれない。

　はやる心を抑おさえつつ、オレは表情を消して館に入った。

　薄闇の中だとハッキリとは判わからないが、館の内部も門構えと同じくらいに立派だった。廊ろう下かも広いし、部屋数も多い。が、どうにも殺風景な館だ。右を見ても左を見ても、人の気配どころか生活感すら感じられない。これならボロでも、美み空そらちゃんの丹たん念ねんな手入れが感じられる明あき羽ば神社の方が、遙はるかに居心地がいいってもんだ。

　まぁ、元より薄暗い灰色に包まれた地底の世界。

　池はあっても水面みなもに映る月はなく、波立つ微風もそよがない。

　岩と玉砂じや利りの庭園はあっても、愛めでるべき草花の伊い吹ぶきは感じない。

　早い話が、ここには風流ってものが存在しないんだな。殺気や瘴しよう気きが渦うず巻くオバケ屋敷よりかは、遙はるかにマシだとは思うけど。こんな辛しん気き臭くさい世界からは頂くものを頂いて、さっさと抜け出すに限る。だが、まずは美み風かぜをなんとかしねぇーと……。

「こちらでございます」

「へーい、へい……って」

　こ、これは一体？

　広い客間に案内されたオレは、一瞬我が目を疑った。

　客間に用意されていたのは、漆うるし塗りの膳ぜんや椀わんに盛られた山さん海かいの珍味とお酒。

　そしてズラリと並んだ、十人以上の白しら拍びよう子し！

　こ、ここは竜りゆう宮ぐう城じようですか!?　地底に竜宮城があるとは、コレ如い何かに!?

「ささ、どうかご遠えん慮りよなさらずに……」

　差し出されるハクのお酌しやくを遠慮なく杯さかずきで受け取り、喉のどに流し込む。

　くはぁ〜〜。コイツはウマイ！

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡るたぁ〜この事か！

「よっしゃあ！　喰くうぞ！　飲むぞっ！」

　美う味まい酒と美味そうな料理、オマケに美人。

　毒？　そんなもん怖がるオレじゃねぇーよ。第一、殺すつもりなら、最初っからそうしているハズだしな。なんたってココは根ネ棲ズミの本ほん拠きよ地ちなんだから。気分は既すでに、家いえ康やすの館やかたに逃げ込んだ石いし田だ三みつ成なり。毒を食うならお皿さらまでの心境ってヤツよ。

　耳に流れる音おん曲ぎよくと舞を楽しみつつ、オレは酒と料理に舌した鼓つづみを打った。

　………。

　………………。

　………………………ん？




　──アレ？　オレってなんか、忘れてねぇーか？




　………。

　………………。

　………………………あっ。




　オレは手のひらをポンと叩たたいた。

　しまったしまった。完全に、コロっと、アイツの事を忘れちまっていた。

「ところでオレの連れは、どこに居るんだ？　ちゃんと無事なんだろうな？」

「はい。もちろんですとも。傷一つ負わせていませんわ」

「それじゃあ、いつ返してくれるんだ？」

「それは貴方あなたさま次第でございます」

　パンッ、と唐とう突とつにハクが拍手を打った。

　すると奥座敷の襖ふすまが開き──ブザマに縄なわで縛しばられた美み風かぜの姿が現れた。

「……何やってんだ、お前」

「う、うるさい！　そういう優ゆう夜やこそ何をやってんのよっ！」

　哀れむような眼まな差ざしを送ると、途と端たんに打ち返してくる烈れつ火かの如き激しい目線。

　……うむ。確かに本物の美風のようだ。

　ここでシュンとうな垂れたり、涙目で助けを請こうような女じゃねぇーもんな。

「まぁ、怖い。随分と凶きよう暴ぼうな人間ですこと……」

　と、ハクがしなだれるようにオレの肩かたに寄り掛かってきた。

　咽むせるような甘い香りと、たおやかな微笑。

　ついでに水すい干かん越しにフニュっと押し付けてくる柔らかいお肉の、なんて立派な……。
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「優ゆう〜〜夜やぁぁぁっっ〜〜！」

　ヒィッ!?

　阿あ修しゆ羅らのような形ぎよう相そうで睨にらんでくる美み風かぜに、オレは慌あわててハクを押しのけた。

　つーか、こワッ！

　この気迫の前には、サダコさんだって慌ててビデオに逃げ帰るに違いない。

「あらあら。……まぁ、いいでしょう」

　何を思ったのか、ハクがもう一度拍手を打った。

　すると独りでに美風の縄なわが解ほどけて……ひっ、ひぃぃぃ〜〜！

　紅ぐ蓮れんのように燃え上がる殺意のオーラをバックに、美風が一歩、また一歩とオレを凝ぎよう視ししながら近付いてくる。周りの根ネ棲ズミさんやハクなんか、眼中に入っちゃいない。だって真まっ赤かな闘とう気きを漲みなぎらせた眼球は、オレしか睨にらんでいないんだもん。




　バコンッ！




　次の瞬間、美風のグーがオレの顔面に飛び込んだ。

「へぶぅ!?」

　アクロバティックに吹っ飛ぶオレ。

　視界に飛び散る真っ赤なハナヂ。

「このヘンタイ！　スケベ！　いいからいっぺん死になさい、コノコノコノっ！」

　ドガガガッッ！

　そして高速連打で降り注ぐ、機き銃じゆう掃そう射しやのような足蹴げりの嵐、嵐、嵐！

　その蹴り技がようやく止まった時、オレの身体からだから白い煙が「プシュ〜」と揺れた。

「それからアナタもいい加減にして、わたし達をココから出しなさいっ！」

　ハクを睨にらみ、堂々と啖たん呵かを切る美風。

　そんな美風に対し、表面上は涼しげな笑みを転がすハク。

「ここから出す、でございますか？　出した途と端たん、せっかく苦労して作った地上への穴を潰つぶすおつもりのあなた方を……で、ございますか？」

「嫌いやだって言うなら、実力で帰らせてもらうわよ」

「まぁ……」

　ハクは一言呟つぶやき、紅あかい目をさらに細めた。

　──けれども、その目からは笑みが消えていた。

「いいでしょう。あなた方を地上へ送り届けて差し上げます。今さらお二人をこの館やかたに閉じ込めたところで、地上のアレに我らの巣穴を探し出されるのは、時間の問題。……ああ、なんという悲劇でございましょう。我ら根棲の一族は『根の国』の端はしっこで慎つつましやかに暮らし、ほんのちょっぴり地上へ顔を出すだけですのに、いつもいつも狡こう猾かつで陰いん険けんなキツネの一族とその手下の人間に邪じや魔まをされ、虐しいたげられるのでございます」

「ほんのちょっぴりですって？」

　美み風かぜの柳りゆう眉びがピクリと吊つり上がった。

「畑を丸ごと荒らしたり、疫えき病びようを振り撒まくのがほんのちょっぴりだって言うの？」

「森を丸ごと伐きり倒し、山を丸ごと削けずったりする人間に言われる筋合いではございません。……ですがまぁ、それは今ここで語る話でもないでしょう。わたくしが知って頂きたい事は、地上への穴を創つくる事はとても大変な作業でございまして、人間の命二人分などではとても吊り合うものではございません、という事です」

「だったらどうするつもりよ」

　吊り合わないと断定された二人分の命の片割れが、自尊心を傷つけられた声で問う。

「取引をいたしませんか？」

「取引ですって？」

　意外な申し出に、美風の声は露ろ骨こつに警戒していた。

「そうです。あなた方二人が、あの黒こつ狐この関係者であるという事は、承知しております。ですから、お二人で彼女を説得して頂きたいのです。今年は我らの勝ちを認めて大人おとなしく山に引き下がり、我ら一族の自由にさせると」

「そんな条件──」

「呑のめないと仰おおせられるのでしたら、致し方ありませんわ。今年の巣穴は潰つぶされて、我らは来年の再起を誓って『根の国』の深部へ去りましょう。ですが……残念です。その時は多分、この館やかたに二つの屍し骸がいが取り残される事になりましょう。何な故ぜだかそんな気がいたします……」

　わざわざ嘆たん息そくする真ま似ねすら見せて、ハクは言った。

　と、同時に、周囲から放たれる無数の殺気。

　……なるほどね。隣の部屋に天上、それに床ゆか下まで無数の根ネ棲ズミが潜ひそんでいたか。

　舞を披ひ露ろうしていた白しら拍びよう子しの皆さんに至っては、腰こしの太た刀ちに手を伸ばしている。

　ハハハハッ。やっぱココは敵地──根棲の根ね城じろだわ。

　んじゃ、どうする？　ここは一いつ旦たん、ハクとの取引に応じて、安全な地上に戻ってから掌てのひらを返して反撃する──いや、ダメだダメだ。そんな事をしたら怒り狂った根棲の他ほか、諸もろ々もろの妖よう怪かいの反感を買って八つ裂ざきにされちまう。普通の人間は意外に思うかもしれないけど、妖怪達は約やく定じよう・契約といったものに義理堅く、神聖視していると言ってもいいくらいだ。

　それ故に、一度取り交わした約定を人間が破ったら、絶対に赦ゆるさない。

　それが一般的に言う「崇たたり」と呼ばれる現象だ。

　ならば──。

「本当に、オレと美風を地上に戻してくれるんだろうな？」

　ここは大人しくハクに従った方が、いくらかお利り口こうさんだ。

「ちょ、ちょっと優ゆう夜や！　勝手にそんな事を決めないでよ！」

「そうは言っても、他ほかにどんな選択肢しがあるんだ？」

　まぁ、ここで死体になりたいって言うのなら、無理には止めねぇーけど。

「だが、その前にもう一つ──」

　腹筋を使って美み風かぜの足から抜け出し、アクロバティックに畳たたみに着地。

「お前らが持っている『宝ほう珠じゆ』を持ってきて貰もらおうか？　あんたら一族が、今でも神仏……とりわけ『守り本ほん尊ぞん』と深い関係にあるっていう証あかしでもある、例の『宝珠』をな」

「！　どうして貴方あなたが宝珠の事を!?」

　おっ、初めてハクが焦あせったような顔をした。

　って事は、どうやら柚ゆず葉はの情報は正しかったようだな。

「お前さんの大嫌きらいなキツネの一族に教えて貰もらったのさ。オレは元々、ソイツが欲しくてコッチに来たんだ。なぁ〜に、別に寄こせって言ってるんじゃねぇーよ。ただ今日と明日、貸してくれるだけでいいんだ。終わったらキチンと返す。これは約束だ」

「で、ですが………」

　尚なおもハクは困こん惑わくの面持ちを浮かべた。

「貴方のような人間の子供が、あの『宝珠』で一体何を………」

　ハクの目線がオレの顔から、次いで美風の顔に移動し──またオレの顔に戻る。

　その眼まな差ざしは、何な故ぜかものすごく湿しめっていた。

　なんでだ？

　侮ぶ蔑べつとまでは言わないが、それに近い成分をヒシヒシと感じるんですけど？

「ねぇ、優ゆう夜や？　なんの話をしているのよ？」

「いいから美風は黙ってろ」

「わかりました。その条件でいいでしょう」

　よっしゃあっ！

　オレは心の中で喝かつ采さいし、拳こぶしを握った。

「誰か『宝珠』をここに！」

　天てん井じように向かってハクが叫ぶ。

　しばらくすると、翡ひ翠すいのような珠たまを咥くわえた根ネ棲ズミが入ってきた。

　オレは根棲から珠を受け取ると、淡い緑色の珠をマジマジと眺めた。スベスベの表面は淡い燐りん光こうに覆おおわれ、時折思い出したかのように梵ぼん字じみたいな刻こく印いんが、燐りん光こうの内側から浮かび上がってくる。なるほど、コレが「文もん殊じゆの宝珠」か。確かに不思議な力を感じるぜ。

　コイツが在れば、明日の英語なんて……ニヒヒヒ〜♪

「それでは約束通り、地上に戻ってアノ者を追い払って下さい」

「あらあら。それには及びませんわ、白根棲さん♪」

　その声が響いた瞬間、館やかたの空気が氷ひよう結けつした。

　まるで時間が停止したかのように、全すべての音が静まり返る。

　そして氷結した空気の中に漂ただようものは、驚きよう愕がくと絶望。

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべていたハクの唇くちびるが、奇き妙みように歪ゆがんだままピクリとも動かない。

「ヒッ……」

　と、その唇から、微かすかな悲鳴がこぼれた瞬間──。

「どうやらこの勝負、今年もわたくしの勝ちのようですわ」

　ボンッ、と大気が弾はじけ、黒ドレスに身を包んだ柚ゆず葉はが姿を顕あらわした。

「ヒッ、ヒィィィ〜〜〜〜！！！」

　ボンッ、ボボボボボンッッッ！

　ハクの悲鳴を引ひき金がねに、人間に妖ばけていた根ネ棲ズミが次々と元の姿に変へん化げした。

　こうなるともう、統制もヘッタクレもねぇーわな。

　天てん敵てきの出現によるパニックは、瞬またたく間に集団に伝でん播ぱ。連れん鎖さ的に広がるパニックに、根棲は狂ったように四方八方へ逃げ惑う。けれどもよっぽど狼ろう狽ばいしているのか、壁にぶつかって引っくり返ったり、逃げ場のない天てん井じように駆かけ上ったりと、もう滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

「オホホホ。そう簡単には、逃がしませんわ♪」

　明らかに楽しそうな柚葉の周囲に、ゴウっと白い焔ほむらが竜たつ巻まきのように湧わき起こった。

　それが掃除機みたいに、逃げる根棲を吸い上げていくんだから堪たまらない。

　もっとも根棲の数もとんでもなく多いから、十匹が吸い込まれている間に二十匹以上の数が塀へいを乗り越え、館の外に逃げ延びて行っているんだけど、パニックに堕おちた根棲がその事実に気付いて、反撃に転じてくる事は最後までなかった。

　それにしても、なんて圧倒的で力強い炎えん術じゆつなんだ。

　気が付くとオレは、爪が食い込むくらいに拳こぶしを硬く結んでいた。

　……くそっ。どうやらオレは嫉しつ妬としているらしい。でも、そんなの当たり前だ。コレほどの火か力りよくを目の前で見せ付けられて、平静を保っていられる方がおかしいに決まっている。真っ白に燃え上がる焔を視みているだけで、何かこう──無む性しように居ても立ってもいられなくなってくるのは、オレもまた「火の神様」の末まつ裔えいたる炎術使いの一人だからだ。

　身体からだが熱い。燃え盛るように──熱い。

　血液の中にガソリンでも流れているように全身が──特に背中が──熱く、ジリジリと焼け焦こげていくような……って。

「うわちぃっ!?」

　う、上着の背中に、チロチロって白い焔が!?

「ちょ、優ゆう夜や！　背中が燃えているわよ!?」

　言われなくても気付いていらぁ？

　オレは慌あわてて上着を脱ぎ捨てて、一面火の海と化しつつある館やかたから中庭に飛び出した。

「コッチよ優ゆう夜や！　早くっ！」

　一足早く、中庭に避ひ難なんしていた美み風かぜが土壁の微かすかな凹おう凸とつを靴底で蹴けり付け、鮮あざやかに跳とび上がる。細くしなやかな手が土壁の縁ふちを掴つかむと、クルリと一回転。制服の短いスカートから眩まぶしいフトモモを大だい胆たんにさらしながら、狭い土壁の縁にシュタリと膝ひざから着地する。

　非の打ちどころのない、ゴールドメダリストの体操選手みたいな身のこなしだ。

　しかも、壁の上から手を伸ばしてくれるとはありがたい！

　美風の手をしっかり握り、オレも一息に土壁の上に退たい避ひした。

「で、次はどうするんだ!?」

　土壁の下は深い堀だ。

　しかもパニックを起こした根ネ棲ズミが次々に飛び込み、黒い水面はスゴイ事になっている。

　あの中に飛び込むのは、正直勘かん弁べん願いたい。

　だが、だからって何い時つまでもココに留とどまっているワケにも──。

「お二人とも、コチラです」

　声と同時に、美風の身体からだが浮き上がった。

　柚ゆず葉はが美風の背中を掴つかみ、空中に持ち上げたのだ。

　取り残されたオレは、必然的に美風に飛びつき、危あぶないところで難を逃れた。

「優ゆう夜や、下を見て……」

「うわぁ〜。こりゃヒデェー……」

　それは立派だった館が異様な白い炎ほのおに包まれて、無残に焼け落ちてゆく光景だった。

　そして運よく館から逃げ出した根棲の大群が、大河のような一筋の流れを作って、闇やみの奥へと去ってゆく。数百匹……いや、数千匹はいるだろう。彼らは失意を抱えたまま「根の国」に戻り、子を産んで数を増やし、また地上へのトンネルを造り直すに違いない。

　来年も、そのまた来年も。

　何のためにかは知らない。多分、本当のところは連中も判わかっちゃいない。

　敢あえて言うなら、それが根棲の習性だからだろう。

「悪の最後ですわ」

　ニコニコと言い切る柚葉の声に、オレと美風は同時にゲンナリとした。




　　　　　　　　　◇◇◇




「ったく、ひどい目にあったわ……」

　無事に地上に戻った途と端たん、美風は体育館の裏の地面にペタンと腰こしを落とした。

　もっとも、オレも人の事は言えないけどな。

　今頃になって膝ひざがカクカク笑い出し、立つ事もできねぇーんだから。

「で、優ゆう夜や。根ネ棲ズミから貰もらった宝ほう珠じゆって、一体なんの話なのよ」

　チッ、覚えていやがったか……。

　湿しめった眼まな差ざしで睨にらまれ、オレはズボンのポケットに手を触ふれた。

　折せつ角かく、苦労して手に入れた宝珠だ。そのご利り益やくに授さずかる前に取り上げられちゃあ、堪たまったもんじゃない。だが、どうやって誤ご魔ま化かす？　無知蒙もう昧まいなる一般市民ならともかく、美み風かぜの場合は「文もん殊じゆの宝珠」を知っている可能性があるから、下へ手たな言い逃れは却かえって危険だ。

「そういえば優夜さんは、本当に宝珠を手に入れたのでございましたね……」

「………？」

　オレの視線に気付いた柚ゆず葉はは、白はく皙せきの顔に苦笑めいたものを浮かべた。

「あ、優夜くん……美風も……！」

　そこへ美み空そらちゃんの声が響いた。

　オレと美風が地べたでヘバっていたから、ビックリしたらしい。美空ちゃんは目を丸くして走り寄ってくると、美風からおおよその事情を聞いて、もっとビックリした顔をした。

「それじゃあ二人とも……本当に根棲の巣穴に入ったの……？」

「そう。おかげで今年の根棲退治も、無事に終わったんだけどね。でね、優夜が根棲のリーダ格から、変な宝珠を受け取っていたのよ」

「根棲から……玉珠を……？」

「わっ、バカ！　余よ計けいな事を言うな！」

　美空ちゃんはジッとオレの顔を覗のぞき込んできた。

　この女の子さんには珍しい、ちょっと湿った三さん白ぱく眼がんの眼まな差ざしで。

「優夜くん、本当に……？」

「いや、まぁ、その……いわゆる『文殊の宝珠』を……」

「え？　文殊……？」

　オレが観念して宝珠の正体を告げると、美空ちゃんはキョトンとした。

「どうして根棲が『文殊の宝珠』を持っているの……？」

「どうしてって言われても……。干え支との中で『子ね』……つまり根棲の『守り本ほん尊ぞん』が、文殊菩ぼ薩さつだからじゃないのでしょうか？」

「優夜くん……。それ、間違ってる……」

「はい？」

　今度はオレがキョトンとした。

「だって、文殊菩薩は『卯う』の『守り本尊』だもん……。だから根棲と『文殊の宝珠』とは、全然関係ないと思う……。根棲が持っているとしたら、それは『子』の本当の『守り本尊』……つまり、千せん手じゆ観かん音のんの宝珠になると思うけど、その………」

　おずおずと告げる美み空そらちゃんに、オレはアングリと口を開いた。

　そ、それって、まさか……まさか………？

「ひょっとして優ゆう夜や、柚ゆず葉はさんに乗せられたの？」

「多分、そうだと思う……」

　あ、あの雌めギツネェ〜〜！

　人の弱みに付け込んで、巣穴探しを手伝わせるタメにっっっ！

「謀はかったな！　謀ったな、柚葉ァ〜〜ッ！」

　叫び、カッと眦まなじりを見開いたが、そこに柚葉の姿は既すでにない。

　上にも居ない。右に居ないし、左にも居ない。つまり──逃げられた!?

　その瞬間、オレは雷かみなりに打たれたみたいに真っ白な灰になった。

「呆あきれた……」

　全すべてを悟さとったように、美み風かぜがため息をこぼした。

「ところで美空姉ねえさん。千せん手じゆ観かん音のんが『根ネ棲ズミ』の『守り本ほん尊ぞん』なら、やっぱり優夜が手に入れた宝ほう珠じゆにも、それなりのご利り益やくってあるの？」

「そ、それは判わからないけど……だ、だって……その………」

　もじもじと胸の前で指を動かし、美空ちゃんは顔を赤くした。

　もじもじと胸の前で指を動かすもんだから、人より大きめの胸がフニフニ動く。

「どうしたの、美空姉ねえさん？」

「だ、だって千手観音のご利益は……れ、恋愛成じよう就じゆと……夫婦和合……だから」

「「……………はい？」」

　その声は、オレと美風の口から同時に発せられた。

　恋愛成就と……ふ、夫婦和合ぉぉぉ〜〜！！！

「ふ、二人とも……その……いくらなんでも、まだ早いと思うの……」

　早いって何が!?

　耳まで赤くする美空ちゃんの脳のう裏りには、今、一体どんな映像が!?

「え、えっと……私、先に帰るね！」

　言うが早いか、赤くなった美空ちゃんが通常の三倍の速さで走り出す。

「わ、ちょっと待ってよ美空姉さん！」

　その後ろ姿を、美風が慌あわてて追い駆かける。

　オレは呆ぼう然ぜんとしたまま、二人の背中を見送った。

　いつまでもいつまでも見送った。










　　月のほとり　夜の記憶







　その時、真夏の盛りに巫み女こ服ふくを着込んだ少女が、突然の来客に玄げん関かんへ急いでいた。




「どうも〜。宅配便で〜す。お荷物を届けに参りました〜」

「は〜〜い。お待たせしました……」

　微かすかに乱れた呼吸を整えるように、少女は豊かな胸の前にそっと手を添える。

「わざわざこんな上まで、ご苦労さまです……」

「いえいえ、これも仕事ですから。では、ここに印いん鑑かんをお願いします」

　恐縮する配達屋にニコリと微ほほ笑えみ、少女は促うながされるままに小包の伝票に印鑑を押す。

「はい、どうも。それでは失礼しま〜す」

　少女は配達屋を見送って、手の中の小包に視線を落とした。

「何かしら……？　彩雲あやも姉ねえさん宛あてみたい……だけど………」

　小首を傾げる少女の首から、艶あでやかな黒髪かみがさらりとこぼれた。




　その時、その少女は「トン」と駅の階段から降り立った。




「はぁ〜。やっと着いたけど、今日もあっつぅ〜〜」

　遮さえぎるもののない強い陽ひ射ざしに、少女は薄く瞼まぶたを細める。

　真夏の陽光を和やわらげる涼やかな色合いを帯びた夏物のパーカーと、黒いミニスカート。

　スラリと伸びる瑞みず々みずしい手足を惜おしげもなく披ひ露ろうして、少女は降り注ぐ紫外線を恐れもしないで、颯さつ爽そうと歩き出す。肩かたの後ろで揺れる二つに結んだ髪かみは、まるでルビーを溶とかしたように紅あかい。微かすかにクセのあるこの赤い髪は、少女の数ある自じ慢まんの中でも最高峰に位置するものだ。それを美容室に通って手入れをしたのだから、輝いて当然なのである。

　それくらい今日のタメに、気合を入れてみたのだが──。

　まぁ、この辺りの微び妙みような変化には、まず気付いてくれないだろう。そもそも、最後に顔を見せた三ヶ月前の髪型すら、覚えているかどうか疑わしい相手なのだから。それでもオシャレは乙おと女めの戦いくさ化げ粧しよう。それにこういうものは、相手が気付く、気付かないの微妙なラインをドキドキしながら攻めるのが、奥ゆかしいものなのだ。

　そんな後ろ向きだか前向きだか判わからない想いを抱えつつ、少女は歩き続ける。

　少女の幼おさな馴な染じみが待っている、明あき羽ば神社を目指して。




　そして、その時──。




「くかぁ〜〜。すぅ〜〜〜〜」

　その少年は、自室代わりのテントの中で、完かん膚ぷなきまでに爆ばく睡すいしていた……。




　もし、小包を受け取った相手が、彼女以外の誰かならば。

　もし、少女の来訪があと一日ずれていたら。

　もし、惰だ眠みんをむさぼる彼が、いつものように早朝から起きていれば……。




　或いは今日という一日は、また違った方向へと流れていただろう。

　けれども過ぎ行く時間に「もし」はない。

　今日という日は必然の中の一部として、それぞれの意味を胸に刻む事になる──。




　　　　　　　　　◇◇◇




「すぅ〜〜すぅ〜〜」

　微かすかに上下するステキな胸を眺めつつ、オレはボリボリと頭を掻かく。

　取りあえず、状況を確認してみようか。

　ここはオレのテント。つい先日、真夏を控えて生活環境の大幅な向上を目指し──熱帯夜の廃車は、蒸し暑さダケで死ねる──汗水流してバイトして買った、マイ・スィートルーム。小さいけれども文明の香りに一歩近付いた、オレのオレによるオレのタメの、明あき羽ば神社という無法地帯に設置した、美みヶか速はや印じるしの駐ちゆう屯とん所だ。

「すぅ〜〜すぅ〜〜すぅ〜〜」

　そんなオレの領地の中で、静かに寝息を立てているオレ以外の第三者が約一名。

　穢けがれなき巫み女こ服ふくの内側に、ステキな巨乳を仕し舞まい隠したその少女の名は、高たか倉くら美み空そらちゃん。

　巫女服を着ているって事は、朝になってからコッチに来たって事だよなぁ。しかし、この前の根ネ棲ズミや妖よう狐この柚ゆず葉はならともかく、巫女さんという以外はカタギの女の子と言ってもいい美空ちゃんに、こうもアッサリと不覚を赦ゆるすなんて……ちょっと弛ゆるんでいるかも。

　しかも時計を見たら、まぁビックリ。

　いつの間にか十一時を軽く回っているじゃねぇーか。いやはや、ホント弛んでいるな。

　オレは涙まじりに盛大なあくびを噛かみ締めつつ、テントの天てん井じように視線を上げ──。

「……なんじゃ、こりゃ？」

　ある一点に視線が引っ付き、唖あ然ぜんとした。

　穴……？

　テントの天てん井じように、人間の頭くらいの大きな穴がポッカリと開いている？？？

　えーと、ちょっと待て。昨夜まで、こんな穴なんてなかったハズだ。っていうか、鍛たん練れんの合間を縫ぬってバイトして、やっとの思いで購入したマイ・スィートルームに、誰がこんな大穴を開けやがったんだぁ!?　それに……クン、クン。なんか、酒臭くさい？

　オレは視線をもう一度、美み空そらちゃんに戻した。

　小さく寝返りを打った美空ちゃんの脇わきに、空からっぽになった一いつ升しよう瓶びんが転がっていた。

　しかもコレって、以前オレも世話になった、彩雲あやもさんの特製霊れい酒しゆじゃねぇーか。

　え〜〜と。これってつまり、どういうこと？

　考えろ、美みヶか速はや優ゆう夜や。あ〜んど、思い出せ。まず、彩雲さんは一昨日おとといの夜から遠方の依頼で出掛けている。だから昨さく夜やは、美み風かぜと一緒に鍛錬してからメシ食って、その後は一人でまた鍛錬をして風ふ呂ろに入って寝た──と、ここまでは簡単に思い出せるな、うん。

　んで、その次だけど──。

　………。

「何も覚えてねぇっ!?」

　ちょ、ちょっと待てくれ。え〜と、え〜〜と……。

　………。

　やっぱり何も思い出せねぇ!?

　で、でも、思い出せないって事は、つまりアレだ。記憶に残るような事は、何もなかったって事だそうだそうに違いないそうであって欲しい。つーか、そうでないと非常にマズイ。オレは潔けつ癖ぺき無む比ひの聖人君子じゃないし、むしろ「成人」大王だと我ながら思う。オレが思うんだから周りもきっとそう思っている。そんなオレと美空ちゃんが、朝で寝起きでツーショット。こりゃもう誤解のフラグが容よう赦しやなく立っちまう。

「と、とにかく誰かに見つかる前に、なんとかしねぇーと……」

　もったいねぇーけど、乱れた巫み女こ服ふくとかを直しておかないと大変だ。

　そうでなくてもトランクスの中で、寝起きのカブトムシさんが雄お々おしい角つのをもたげそうになっているのだ。この光景はチト刺激的すぎる。世の中には「据すえ膳ぜん喰くわぬは男の恥」って言葉があるらしいが、オレに言わせりゃ「据え膳喰うヤツこそ男の恥」だ。獲物は自分の腕うででゲットするからこそ、そこに志高の価値がある。釣った魚を喰らうのと、買った魚を喰らうのとでは、魂たましいの味が違うのだよ。判わかるかな？

「………」

　──それにしても、フニフニと柔らかそうな頬ほっぺたさんだこと。

　薄く開いた桜さくら色の唇くちびるなんか、オレに口付けを要求しているんじゃねぇーのか？

　何より全すべてを委ゆだねるように横たわる清せい楚そな巫女服を押し上げる、ステキな盛り上がりのなんと立派な……って、オイオイ。何を考えている、オレ？　落ち着け。いいから、落ち着け。軽いお茶ちや目めはそろそろ止やめて、襟えり首くびから手を離そうじゃないか。なぁ、オイ、マジで。

「………（ゴクリ）」

　は、離れねぇ……。

　指先が石化しちまったみたいに、ピクリとも動かねぇー。

　蒸し風ぶ呂ろみたいに暑くなったテントの中で、クマゼミの鳴き声が耳に張り付く。

　喉のどが詰まる。呼吸をするだけで、汗が噴ふき出してくるほど息苦しい。

　どうせ呼吸を詰らせるなら、美み空そらちゃんの胸で詰らせたいところだけど──。

「で、お前らはそこで何をしていやがる？」

　押し殺した声で問うと、背後から舌打ちとため息がこぼれた。

「別にあたし達の事は気にしないで、続けてくれたらよかったのに……」

　悪びれもしない声。

　穴の淵ふちから潜せん望ぼう鏡きようみたいに携帯を突き出していた山やま梨なしが、ひょいと顔を覗のぞかせる。

「これでも野や暮ぼな邪じや魔まはしないつもりだよ、美みヶか速はや優ゆう夜や」

　そして肩かたをすくめながらナベキュウ。

　何が面白いのか、顔はニコニコ片手にデジカメ。まるでカブトムシのツガイを観察する子供のように、期待と好奇心に満ちた興味津しん々しんの輝く瞳。ククク……。いい度胸だ。パキポキ指を鳴らしながら、オレはユラリと立ち上がる。

「あっ、殺すならナベキュウにしてね？　最初に隠れろって言ったのは、彼だから」

「いきなり携帯で画像を撮り始めたのは、キミだったじゃないか」

「オーケー、オーケー。判わかったから二人とも、大人おとなしく死ねや」

　にこやかに宣告。

　テントに妙みような穴を開けたのも、きっとこのコイツらの仕し業わざに違いない。

「どうでもいいけど美ヶ速くん。凄すごむ前にトランクスのコクゾウムシをなんとかしたら？」

「だ、誰がコクゾウムシですか!?」

　オレの股こ間かんのムシ●ングを、あんな先っちょの垂れた害虫と一緒にすんな！

「だったらコフキコガネ？」

「ソッチはツノすら付いてねぇーし！」

　このアマいっぺん、注し連め縄なわで縛しばって賽さい銭せん箱ばこに括くくり付けてやろうか？

　ったく、この悪の枢すう軸じく同盟は野放しにしておくと、ロクな事をしやがらねぇ〜。

　美み風かぜも美風だ。ナベキュウはともかく、山梨に関しては親友だったら勝手に悪さをしでかさないように、ちゃんとリードで首をつないでおけ。でないと、おちおちエロ本も読めないじゃねぇーか。廃車のシートの裏側は、オレの心のネバーランド。渇かわいた胸を潤うるおす大人おとなのファンタジーな絵本が、ザックザク。それ故に、山梨みたいなハイエナには見られちゃマズイ。

　もちろん、美み風かぜにも。

　………。

「そういや美風は、どうしたんだ？」

　なんで真っ先に、気が付かなかったんだろう。

　美風が二人の危険人物をほったらかして、どこかに行くワケがないのに。

「美風？　美風なら、さっきからそこで弓の準備をしているけど？」

「ひょっとして、気付いてなかったのかい？」

　うわっ、やっぱりっ！

　転げるようにテントから飛び出すと、果たして美風はそこに居た。

　部活帰りだったらしく、弓きゆう道どう部用の大弓を握り、黙々と弓ゆみ弦づるの張り具合を確かめているその姿は果てしなくシュールだった。その背中から立ち上る、黒と紫むらさきを混ぜ合わせたオーラといったら、まるで鬼おにが嗤わらっているようにユラユラ揺れていやがるし……。

「いい度胸ね、優ゆう夜や。今直すぐここで、月のない夜は歩けなくしてあげる」

　スクッと立ち上がり、美風は引き攣つった笑顔をコッチに向けた。

　フッ……。怖くなんかない。怖くなんかないですよ？　ただちょっぴり、この場所から遠くへ逃げ出したいダケ。だってこの人、瞳の奥が真まっ赤かな攻撃色で輝いているんだもん。しかも赤い眼まな差ざしと鏃やじりの先せん端たんは、オレのキュートな眉み間けんにロックオン。

　右に動けば右にツツツ、左に動けば左にツツツ。

　つーか、レーザーポイントかよ、お前の目線は！

「ついでに月のある夜も歩けなくしてあげるから、覚かく悟ごしなさいっ！」

　ビィィィーーーンッ！

　ああ、もう、かかってきやがれコンチクショー！

　耳を打つ弓弦の響きに、体内でアドレナリンが一気に燃焼。

　半ばヤケクソ気味に覚かく悟ごを決めて、まずは初しよ弾だんの弓矢を軽くスウェーで躱かわしつつ、猛もう然ぜんと突撃してくる美風に備える。矢を放つと同時に猛然とダッシュとは、呆あきれたイノシシさんめ。まさに猪ちよ突とつ猛もう進しん直球勝負の一番槍やり。美風の性格、そのまんま。

　ヒュンッ！

　弧を描く斬ざん撃げきが、オレの首元の皮ひ膚ふを掠かすめる。

　間合いの遙はるか外側から繰り出された一いち撃げきは、なんと弓本体。

　弓を槍みたいに頭上で振り回し、右から左から斬撃を繰り出してくるとは、予想外の攻撃パターンだ。しかも、疾はやいっ！　もちろんただの弓だから、斬撃を浴びたところで大したダメージにはならない──とはとても思えねぇー。実際、頬ほおの上をピッと掠めた瞬間、鋭い痛みと一緒に、赤い線がピンッと奔はしった。コイツ弓の先端──末弭うらはずと本もと弭はずに、カミソリでも仕込んでいるんじゃねぇーのか、クソッ！

　悪態をつきつつ、その斬ざん撃げきをギリギリで見極め──ホイっと。

　ブンッ！

　カメの如く引っ込めた首の上を、猛もう烈れつな旋つむじ風かぜが左下から右上へと奔はしり去る。

　思わぬ空から振りに、美み風かぜの背中がガラ空きだ。激しい運動の連続に微かすかに汗ばんだ白いブラウスの内側に、ブラのホックがクッキリ見える。瞬間、天てん啓けいともいうべき衝しよう撃げきがオレの脳のう裏りに煌きらめいた。そうか。そういう事か。すなわち、ブラのホックが貴様の弱点だぁ！

「喰くらえ必殺！　服の上からブラ外し──うわおっ!?」

　ズビュッ！

　唐とう突とつに飛び出す弓の先せん端たん。

　美風は背中を向けたまま、脇わきの隙すき間まから弓を滑すべらせロケットみたいに打ち出した。

　突き出された一いち撃げきを、咄とつ嗟さに左手で真上に弾はじく。しゃらくせぇー真ま似ねをしやがるぜ。今のは杖じよう術じゆつでいうところの『影縫ぬい』ってヤツか。躱かわされた末弭うらはずの横薙なぎから、反対側の本もと弭はずを突き出す連れん携けいコンボ攻撃とは──やるじゃねぇーか、美風！

　ゾクゾクと、背中が奮える。

　やっぱ美風は面白れぇー。

　こんなにオレを熱くさせるのは、男でも女でもお前だけだぜ。

　初めて日ひ取どりの里でコイツに逢あったあの時も、たいがい無む茶ちやだけど熱く真まっ直すぐな女の子だと思ったけれど、それがそのまま成長するとこんな女になる──ちょっと待て。

　初めて逢ったあの時って──って、うわっ、ヤバ！

　シュンッ！

　一瞬、棒みたいに突っ立ってしまったオレの鼻先を、弓が掠かすめた。

　と、背中を後ろに引いたオレの右横を、美風の身体からだが疾風はやてのようにすり抜け、すり抜けながらオレの右手首を被かぶせるように掴つかむ。すると──おおっ!?　オレの身体が、勝手に回る!?　まるでオクラホマミキサーを踊るが如く、グルリと背中と背中がピッタンコ。半回転しつつドスンと重たい肘ひじ打ちが、レバーの真横に突き刺さった。

「カハッ………」

　不意の一撃。目がくらむような激痛。

　思わずよろけたオレの右横で、弓を捨てた美風が垂直に飛び上がる。

　後頭部から首を狩かるその蹴けりは、回転空中後ろ回し蹴りローリングソバツト──いや、違う!?

「がっ!?」

　真横から膝ひざの裏側で、首をガッチリ挟はさまれた。しかもスベスベフトモモの感触を堪たん能のうするヒマすら与えず、踵かかとがオレの下した顎あごに潜もぐり込んで完かん璧ぺきにロック。

　瞬間、オレはカッと眼を開いた。

　ま、まさか……コイツ………今日はイチゴのパンツだとぉ!?

　白いナイロンの布地の上に、可か愛わいいイチゴが──いや、そうじゃない。

　間違ってないけど、そうじゃなくって──。

「つっ──」

　頭の芯しんで、何かが瞬またたく。




　アレは……そうだ、確かアレは……あの時の………。




「喰くらいなさいっ！」

　グインッ──！

「うおっ!?」

　オレの背中にそって、美み風かぜがバク転するように仰あお向むけに飛び込んだ。

　その反動で、踵かかとでロックされていた下した顎あごが真上に持ち上がり、魔法みたいにオレの両脚あしがフワリと地面を離れる。次の瞬間には、正面を向いていた視界に真夏の蒼あお空ぞらが広がって、今度は逆さまになった地面が急速に接近──って、後頭部から落下しているのかよ、オレ!?

　よもや捲まき付いた脚で首を持ち上げ、変形のフランケンシュタイナーを決めよなんて──なんてやんちゃな股こ関かん節せつさんめ！

「させるかあっ！」

　虚こ空くうに向かって、オーバーヘッドキックッ！

　その反動を利用して回転を無理やり促進し、両足の爪つま先さきから華か麗れいに着地。

　間を置かず、パッと後方へと飛び退のく。フッ、どんなもんだ。最後の最後で、ちょっとだけ首のロックが弛ゆるんだのが命取り。と、思ったんだけど、目の前で片膝ひざをつきながら矢を番つがえる美風の姿に、オレの首から血の気が引いた。あ、味なマネを……！　こうなる可能性を最初から計算に入れて、足元に弓を捨てていたなんて、美風のクセに生なま意い気きな！

　そして美風の指が弓ゆみ弦づるを放した──その時だった。

「『双そう翼よく紅こう扇せん陣じん』──！」

　ズドドドドドッッッ──！

　突然、頭上から灼しやく熱ねつした紅あかい旋つむじ風かぜが津波のように押し寄せた。

　まるで映画の爆発シーンのような、燃え盛る火か焔えんの壁が視界を埋うめる。

　バック・ドラフト──!?

　こんな開けた場所で、んなアホな!?

　つーか、さっき聞こえた声といい、これってまさか……アイツの炎術しわざかぁ!?

「どわぁぁぁ〜〜!?」

　慌あわてて地面に伏せた背中の上を、激しい爆風が豪ごう快かいに吹き抜けた。

　美風の放った弓矢なんて、跡形もなく粉こな微み塵じん。

　もうちょっと伏せるのが遅かったら、オレも一緒に粉こな微み塵じん……。

「あ〜あ。全くもう、情けない姿だわユウくん。そんな弓矢も焼き払えないようじゃ、ココで修行している意味なんて、全っっっ然ないみたいね」

　その声……。オレを「ユウくん」と呼ぶ、やや甲高いその声質……。

　地面に伏したまま、オレは全身からブワリと冷や汗を噴ふき出した。

　だ、だが、いつまでも現実から目を背そむけていても始まらねぇ。ゆっくりと、慎しん重ちように、視線を上げると、朱あかい羽が目に飛び込んできた。教会のフレスコ画の中から抜け出してきた天使のように、美しく荘そう厳ごんな『焔ほむら』の羽だ。左右に短く結んだ癖くせっ毛けは、火か燐りんをまとったルビーのように紅あかく輝き、西洋風の整った顔立ちが冷ひややかにオレを見下ろしている。
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　それら全部に、オレは見覚えがあった。

　つーか、頭痛を感じるくらいに、嫌いやというほど知っていた。顔も、名前も、性格も。同世代では並ぶ者のない、大人おとなの炎えん術じゆつ使いですら尻しり込ごみする炎術の才と、無む双そうのワガママさも。ついでに言うなら、ゆったりとした夏物のパーカーの内側が、最近の中学生にも劣おとるくらいに薄いって事も、オレはみぃ〜んな知っている。

　通称、「日ひ取どりの紅くれないの魔女」──。

　本名は高たか千ち穂ほ唯ゆい子こ。オレと同じ、十七歳さいの御み火か速はや霊ひ系の炎術使いだ。

「で、ユウくん？　せっかくこの唯子さまが逢あいに来てあげて、しかも危あぶないところまで助けてあげたっていうのに、いつまで寝たフリを続けているつもりなのかしら？」

　ギクッ！

　いや、本当は寝たフリどころか、死んだフリをしたい心境なんだが……。

　女を相手に死んだフリなんて、当たり前だがオレの矜きよう持じが赦ゆるさねぇー。まぁ、ぶっちゃけ実力的には「オレ＝三歳さい児」で「唯ゆい子こ＝ヘビー級ボクサー」だったりするんだけれど、それは言い訳にもならない。だから落ち着きを取り戻せ、我が心臓よ。貴様にだってひと握あくほどの勇気の欠片かけらがあるのなら、熱いビートをトクトクと刻め！

　……………よしっ！

「おい、こら唯子っ！　来るなら来るって、連絡くらいちゃんとよこせ！」

　立ち上がると同時に、ビシッと唯子に啖たん呵かを切る。

「ムカッ……えいっ！」

　返答は『焔ほむら』の羽だった。

　羽が動いたと思った瞬間、横殴なぐりの衝しよう撃げきがオレの愛らしい頬ほっぺに炸さく裂れつ。

「へぶぅ！」

　まさしくヘビー級ボクサーにブン殴なぐられた三歳児の如く、オレは華か麗れいに宙ちゆうを舞う。

　ノーバウンドで、軽く七メートルほど。

「ふんっ。せっかく幼おさな馴な染じみが逢いに来てあげたのに、感謝が全然足りてない！」

　どういう理屈だ、ソレは……？

　地べたの上でピクピクしながら、オレは唯子の台詞せりふに「？」を浮かべた。







「あ、向こうは一応、決着が付いたみたいよ？」

　落雷のような轟ごう音おんに首を竦すくめながら、山やま梨なしは外の様子を窺うかがった。

　見知らぬ少女が、トドメの一いち撃げきを撃うち込んだらしい。少女の正体は判わからないが、彼女の放つ美み風かぜへの鋭い眼まな差ざしに、山梨のアンテナにある種の感情を受信する。

　山梨はニヤリ──もしくはニタリ──とほくそ笑んだ。

「で、ナベキュウは何をしているの？」

「美みヶか速はやへの手土産みやげだよ。今日は彼と宴えん会かいでも、と思ってね」

　言いながら、大きなナップザックから次々と酒さか瓶びんを取り出す渡わた辺なべ。

　日本酒、ビール、焼しよう酎ちゆう、ワイン、カクテル、ｅｔｃ、ｅｔｃ──。

　コンビニに置いているような安物から、ネット予約でしか手に入らない一品まで。

「これは世界で一番、アルコール度数が高いといわれている北海道産の地ビールだよ。ビールというより、ほとんどワインに近い一品だね」

「男って、好きよねぇ……」

「まぁ、別に否定するつもりはないけどね。キミだって、飲むんだろ？」

「そりゃ、まぁ、ちょっとくらいは……。でも、アタシやアンタ達ならともかく、まさか美み空そらが酔い潰つぶれて眠ねむっている光景なんて、ちょっと想像の範はん疇ちゆう外ね」

「同感だね」

　外であれだけの騒ぎがありながら、美空は身じろぎ一つしなかった。

「しかし、このままココで寝かせおくのも問題がありそうだし、取りあえず母おも屋やの方にでも運んであげるべきだと思うのだが、どうだい？」

「それも同感──って、何をさり気なく脚あしを持とうとしているのよ。あんたに脚を持たせたら誰かさんと一緒で、必要以上に脚の間に身体からだを入れそうだから、頭の方を持ちなさい」

「やれやれ。高たか倉くら姉あねの巫み女こ服ふくは真夏でも重装備だから、少々脚が開いたくらいじゃ楽しい事故は発生しないんだけどね……。それよりもボクが気になるのは──」

　ナベキュウは視線を上に向け、つられて山やま梨なしもテントの天てん井じようを見上げる。

　ビニール製のテントの天井に、ポッカリと開いた大きな穴。

　まるで何かの高熱で灸あぶったように、ビニールがドロドロに溶とけていた。

「けど、あたしにはもっと、気になる事があるんだけど……」

「ほう？　と、いうと？」

「この胸よ、胸！　なんで同い年なのに、ここまで差が付くわけ？」

　山梨がガシリと、弾力のある美空の胸を鷲わし掴づかみした。

　グニグニと、まるでパン生き地じでもこねるように何度も握る。

「なにコレ！　襦じゆ袢ばんと白衣を重ね着しているのにこの弾力って、何かのあてつけ!?」

「そこまでやったら、セクハラじゃないのかい？」

　眠ったままの美空の綺き麗れいな眉まゆ根ねが、迷惑そうにちょぴり歪ゆがんだ。




　　　　　　　　　◇◇◇




「取りあえず、美空姉ねえさんは部屋に寝かせてきたわ」

　そうか。なら、取りあえず一安心。

　二階の部屋から降りてきた美み風かぜの言葉に、オレはホッと胸を撫なで下ろした。

　単に酔って眠っていたダケって感じだったから、大事無いとは思っていたけど──だからそんなに尖とがった視が線んを飛ばさないで、美風さん。

「さっきも話したけど、オレはなんにもヤマシイ事はしてねぇーからな」

「その言い訳なら、もう何度も聞いた」

「オレが目を覚ました時には、既すでに美空ちゃんが横で眠っていたんだ」

「だから判わかっているって言ってるでしょ。……ヘンタイ」

　全然、判わかってねぇーし。

　大おお方かた、オレが美み空そらちゃんをテントに連れ込んで酒を飲ませたと思っているんだろうが……冗じよう談だんじゃねぇー。オレがそんな使い古された姑こ息そくな手段を使うような、ヘナチョコ野や郎ろうだと思っているのか。……思ってんだろうな、やっぱ。品行方正を絵に描いて額がく縁ぶちに飾ったような美空ちゃんが、朝から一いつ升しよう瓶びんを抱えて男の隣で眠ねむっているなんて、現場に居合わせたオレだって未だに信じられないくらいだもんなぁ〜。

「で、改めて訊きくけど、アレは一体何者なワケ？」

　呟つぶやき、オレを睨にらむ美み風かぜの眼まな差ざしが、雷らい光こうにも似た輝きを放った。

　オレの背後で呑のん気きにお茶を啜すすっている、高たか千ち穂ほ唯ゆい子こに向かって。

「アラ？　自己紹介くらい、自分でできるわよ」

　すると唯子が湯飲みを置いて、静かに腰こしを上げた。

　荒れ狂う雷らい神じんみたいな美風の眼差しに、挑発的な笑みすら浮かべて。

　コチラもコチラで、最初からヤル気満々だ。

　これだから女って、コワイ。

「初めまして。アタシの名前は高千穂唯子──」

　ゆっくりと、嫌いや味みなくらいに優ゆう雅がな仕し草ぐさで、貴き婦ふ人じんのように礼をする唯子。

　その姿を一言で顕あらわすなら、まさしく「慇いん懃ぎん無礼」。

「ユウくんとは同じ里に住んでいた、いわゆる幼おさな馴な染じみって間あいだ柄がらかしら」

　その言葉に間違いはない。

　同い年で家も近所だったし、学校も同じ。だから毎日のように顔を合わせてきた。

　だが、コイツは幼馴染である以前に、オレにとって──。

「そしてユウくんの、とってもかわいい許婚いいなずけ♪」

　そう、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵──って、ハァァァ〜〜!?

　オレはアングリと口を開けたマヌケ面づらで、唯子を見やった。

「へぇー。美みヶか速はやくんって、許婚がいたんだ」

「ほぉ〜？　それはそれは……」

「お、おおお前ら!?　アッサリ信じてんじゃありませんデスヨ!?」

　ニタァ〜、と怖おぞ気けのする笑みを浮かべる山やま梨なしとナベキュウ。

　ダ、ダメだ。コイツらにこの手のゴシップネタは、水を得たピラニアだ。土地権利書を握った地上げ屋と、同じくらいにデンジャラスだ。尾ビレ背ビレで面白可お笑かしく脚色されたニセ情報は、疾しつ風ぷう怒ど濤とうで町を駆かけ巡めぐり、夏休みが明ける頃にはオレは「里には奥さんと子供二人を持つ男」として、祀まつり上げられワッショ〜イは必ひつ至し!?

「やだ、ユウくんってば、ひょっとして照れているの？　子供の頃、一緒にお風ふ呂ろに入った仲じゃない♪」

「入ってねぇ！　……い、いや、入ったかもしれないけど──ああ、違う違う！　んな物心もついてないような、ガキの頃の話を持ち出すなぁ！」

「………へぇ〜」

　と、背中から響く氷みたいな美み風かぜの声。

　ゴクリと硬い唾つばを飲み下すオレと、尚なおも続く唯ゆい子このヨタ話。

「そういえばあの時、ユウくんとホクロの数を数え合った事もあったっけ？」

「数えてない数えてない！」

　いや、本当に数えてないし、オレは知らないし、知られていない──。

「ところでユウくん。股こ間かんの北ほく斗と七しち星せいは、まだあるの？」

「って、なんでソレを知っているっ!?」

　オレの股間に刻まれた世せい紀き末まつ救きゅう世せい主しゅ伝でん説せつ）な聖痕ホクロを、何な故ぜにお前が!?

「これはもう、決定的みたいね」

「さすがは美みヶか速はや優ゆう夜や。ボクが見込んだダケの漢おとこだね。幼少の頃からその豪ごう勇ゆうぶりは、女の子を紙印刷とｊｐｇ画像だけで満足している、全すべてのニートも刮かつ目もくするだろう」

「するかぁっ！」

　叫ぶと同時に、腕うでを組んで頷うなずくナベキュウの首筋に渾こん身しんの回し蹴げり！

　頸けい椎ついが軋きしむ確かな手応ごたえに、ナベキュウが中庭の端はしまで綺き麗れいに吹っ飛んだ。

「でも、見せ合いっこをした事実は変わらないのよね……」

　ギクゥ！

　山やま梨なしの呟つぶやきに、周囲の空気は一瞬にして凍こおりついた。

　………。

　あの、いや、ですけどね？

　オレと唯子って、マジでそんな関係じゃないんですよ？

　だって唯子は小学校の頃から『焔ほむら』の羽を自在に操っていた天才的炎えん術じゆつ使いで、その火か力りよくにモノを言わせて軍ぐん艦かん外交みたく、オレをアゴでコキ使ってきたんですよ？　もちろん、オレだって幾度となく反抗した。でも、その度に味わったのは、屈くつ辱じよくの涙のしょっぱさだ。コイツの強さは、既すでに今の美風よりも数段上。中学の時なんか雑誌を片手にした唯子に、文字通り「片手間」でボコボコにされちまった。しかもその後、唯子を「女王様」と仰あおぐ学年一の美少年と雑誌をめくりつつ──確かファ●ロードだったと思う──未知への好奇心に想いを馳はせた、キラキラ輝く熱っぽい眼まな差ざしをオレに向けやがったんだ！

　より具体的には、オレのケツに！

　今にして思う。

　あの時、死に物狂いで逃げ出さなかったら、今頃どうなっていたことか……。

「許婚いいなずけ、ね。そうなんだ……。ふぅ〜〜ん」

「だから違うって言ってるだろがっ!?」

　お前の耳はタダの飾りか？

　右から左に抜ける風穴か？

「随分と熱心に否定するのね？」

　と、今度は反対側から、チリチリと首筋の皮ひ膚ふを焦こがす灼しやく熱ねつの視線が……。

「ねぇ、ユウくん？」

「な、なんでございましょうか？」

「さっきから気になってたんだけど、その子……ユウくんのなんなの？」

　段カットの赤い癖くせっ毛をかき上げ、日ひ取どりの紅くれないの魔女は御ご下か問もんあそばされた。

　なんて事のない、ごく普通の問い掛け。

　それなのに、この部屋に存在するオレ以外の全すべての耳じ目もくが、痛いくらいに集中する。

　いや、なんなのと言われても、なんて答えりゃいいのやら。居い候そうろう先の師し匠しようの妹？　間違いじゃないけど、それダケでもない……ような気がする。ライバル……っていうのも、あながち間違いではないけれど、やっぱりちょっと違うような……。つーか、なんでオレはこんな簡単な問い掛けに、喉のどをカラカラにして緊張しているんだ？

　自分でもよく判わからない感情に、頭の中がゴチャゴチャになってきた。

　すると答えを出せないオレに代わって、先に美み風かぜ自身が口を開いた。

「自己紹介が遅れたわね。わたしは高たか倉くら美風。優ゆう夜やが現在、御み火か布ふ津つ流の師として仰あおいでいる高倉彩雲あやもの妹よ。以後、お見知り置きを。野や蛮ばんで身勝手で勝手に他人の家にズカズカ上がり込んでくる、礼儀知らずな御み火か速はや霊ひ流派の──高たか千ち穂ほ唯ゆい子こさん？」

　美風はニコリと微ほほ笑えんだ。

　かなりキケンな角度に吊つり上がった眉まゆと、額ひたいに浮いた血管をピクピク動かしながら。

「あらあら、これはご丁てい寧ねいに。ド田舎いなかの片隅に引きこもって久しい比ひ布ぶ瀬せ御火布津流当主、高倉彩雲のたまたま妹だったというダケの──高倉美風さん、だったっけ？　唐とう突とつな訪問に美お味いしいお茶まで出してもらって、恐縮だわ。……本当に、おいしいお茶。まるで毒でも入っているんじゃないかって、思わず噴ふき出しそうになっちゃった。オホホホッ」

　と、こちらも負けずに微ほほ笑えみ返す唯子。

　笑っているのに、眉み間けんにシワが寄っているし……。

　そんな唯子の微笑を、美風が得意の「斜め四十五度」の目線で即座に迎げい撃げき。

「ハンッ！　そんな畏かしこまらないで結構よ。たまたま妹だったというダケで、これでも色々と貴重な体験を積ませてもらっているから。最近なんか、夜の鍛たん練れんにも付き合って貰もらっているくらいだし。これってやっぱり、優夜を追い出して無理矢理ウチに預けた貴女あなた達に感謝──すべきなんでしょうねぇ〜？」

「感謝だなんて必要ないわ。だってユウくんを一人前に鍛えてもらったら、ちゃ〜んと返して貰もらうんだから、それを感謝だなんてそんな……むしろ迷めい惑わく？　鬱うつ陶とうしいだけだから、今直すぐ思い違いを正して欲しいくらいだわ。高たか倉くらみたいなコメツキバッタに言い寄られたって、後で色々と迷惑なダケですもの」

「ふふふふふ………」

「オホホホホ………」

　そして二人して、同時に笑う。

　………。

　逃げよう。

　そして旅に出よう。

　本能が告げている。ここに居てはキケンだと──。




　………。

　………………。

　………………………。




「ところでさぁ、美みヶか速はやくん？　あの子って、美ヶ速くんと同郷の炎えん術じゆつ使いなのに、なんで苗みよう字じが高たか千ち穂ほなの？」

「人が気配を消してフェードアウトしている最中に、気安く声を掛けるんじゃありません」

「だってさぁ。ねぇ？」

　たく、何が「ねぇ？」だ。

「最初に言っておくけどなぁ。別に里で暮らしている人間が全部、炎術使いってワケじゃねぇーんだからな。そりゃ里にはウチ以外にも、炎術使いはゴロゴロ居るぜ？　でも、美ヶ速姓を名乗れるのは、ウチの直系以外はごくごく限られた人間ダケなんだよ」

「んじゃ「美ヶ速」なのに炎術を使えない美ヶ速くんは、いわゆるパチもんなんだ」

「パチもん言うなっ！」

　実際、その通りなダケに余よ計けいに腹が立つ。

　しかも、全すべての問題はそこにあるから、シャクったらありゃしない。

「優ゆう夜やっ！　この女と許婚いいなずけって本当なの!?」

「だから違うと言ってるだろが……」

　なんかもう、否定するのも疲れてきた。

「って、優夜は言っているみたいだけど、これって一体、どういう事かしら」

「フンッ。照れてるダケに決まっているじゃない。ま、多少は事実と食い違っている部分があるかもしれないけど、そこは慣れとキセイジジツの積み重ねでなんとでもなるわ」

　いや、頼むからなんともすんな。

　鈍く疼うずくこめかみを押さえながら、オレは小さく嘆息した。

　唯ゆい子この狙ねらい……っていうか、その思惑は判わかっている。さすがに許婚いいなずけ宣言はしてないけど、それに近いような言動は里に居た頃も日常茶さ飯はん事じだったし。その真の目的は、もちろんオレにホレているから──なんて、トロトロに甘い理由じゃない。ホレたハレたなんて二の次以下。唯子本人はソレでいいが、巻き込まれるオレとしては頼むから勘かん弁べんしてくれよ。

「どうせ本当は、優ゆう夜やの持っている『美みヶか速はや』の名前が欲しいんでしょ！」

「もちろんよ！」

　間かん髪ぱつ入いれない、実に堂々とした答えだった。

　だが、だからこそ、それが本心なんだって判わかる。

　唯子はオレを取り込む事で「高たか千ち穂ほ」から「美ヶ速」にクラスチェンジするという、なんともバカげた計画を考えているのだ。しかも呆あきれた事に旧きゆう態たい然ぜんとしたウチの里じゃあ、そんなイビツな行為もまかり通っちまう。加えて高千穂家は、より強力な血を加える事に一番熱心な家柄だったりするから、始末に悪いんだよなぁ〜。実際、唯子の婆ばあちゃんなんか、リトアニアだかエストニアだかの魔女だったし。

「そんなくだらない目的で、他人と自分の将来を左右しようだなんて、最低じゃない！　これだから美ヶ速の人間は──」

「フンッ。選よりにもよって、高たか倉くらの女にそんな事を言う権利があるワケ？　ソッチこそ信じらんないわね。あの時、高倉が泣きついてきたから、ユウくんがこんな場所に来なくちゃいけなくなったんじゃない。元々の原因を作ったのは、ソッチの身内の──」

「ちょっ──どうしてその話を知って……!?」

「へっ？　あっ、わぁ〜わぁ〜わぁっっっ〜〜！！！」

　突然血けつ相そうを変えた美み風かぜに、唯子がブンブンと両手を振り回す。

　ったく、女三人集まりゃ姦かしましいっていうけど、コイツらの場合は二人だけでも充分に騒がしいぜ。二階じゃ美み空そらちゃんが寝ているっていうのに……。

「……あれ？　お客さん……？」

　って、ホラ。騒ぐから美空ちゃんが起きちまったじゃねぇーか。

　腫はれぼったそうな瞳をゴシゴシ擦こすりながら、美空ちゃんがフラフラと居間に入って──きたのはいいんだけれど、コ、コレは一体……？

「あっ、美空ねえ……さ…ん……」

　勢いよく振り返った美風も毒どつ気けを抜かれた顔をした。

　四方に飛び跳はねた黒い髪かみ。起きているんだか眠ねむっているんだか判らない薄く閉じた瞼まぶた。乱れた巫み女こ服ふくの肩かたからは、薄いピンクのヒモがほとんど丸出し。腰こしの緋ひ袴ばかまも帯が解ほどけて、ズリ落ちた裾すそを白足た袋びのつま先で踏んづけている。

「ちょ、ちょっと、どうしたのよ姉ねえさん!?　ああ、もう、優夜は見ないで！」

　宝物を隠すように、美み風かぜが視界の正面に立ち塞ふさがった。

　でも、見るなと言われれば、見たくなるのが人のサガ。

　止やめろと言われたら、ヤリたくなるのがオレのタチ。

　乱れた衣い装しようをテキパキと直す様子を、ガードの隙すき間まからバッチリと鑑賞。一瞬だけチラリと視みえた胸の谷間の、キメ細やかで白いこと。薄く透き通った白はく磁じの肌はだは、美み空そらちゃんが持っている透明感と相まって、まるで幻まぼろしみたいな淡く神秘的なオーラすら感じてしまう。

　まるで目をそらした瞬間、消えてしまいそうな、真昼の三日月のように。

　美風が太陽の娘むすめなら、さしずめ美空ちゃんはお月様の化け身しん──カグヤ姫ひめってところだな。

　………。

　でも、本当のカグヤ姫って、とってもコワ〜イお姫さまだったりするんだけどね。

「………（ジィ〜〜）」

　おっとと。

　美空ちゃんを眺めていると、唯ゆい子こから発する針はりのような視線がチクリ。

　多分、この眼まな差ざしには「アタシの前で他ほかの女に目を奪われているんじゃないわよ、このコメツキバッタが。そのメンタマ刳くり貫ぬいて、カラスのエサにでもして欲しいのか！」とでもいう意味でも含まれているんだろう。クワバラ、クワバラ。

「ふぅ〜ん。じゃあ、ソッチの姉さんが、そうなんだ？」

「そうよっ！　だからどうだっていうのよ!?」

　何かを揶や揄ゆした唯子に対し、美風が険けわしい眼差しをつき返した。

　しかし、何が「じゃあ」で「そうなんだ」なんだ？

　どうもさっきから、オレには判わからない会話が続いているような気がする。

　それでいて微び妙みように、オレにも関係ありそうなところが……なんかムカつく。

「ふぁ……ねぇ、美風……。時間、いいの……？」

「時間、って？」

　美空ちゃんの声に、キョトンとする美風。

「今日……駅前に買い物に出掛けるって………」

「あっ……！」

「あ〜あ。忘れていたんだ、美風……。今日は夏物サービス期間の初日だから、一緒に行こうって誘ってきたのは、美風だっていうのに。そんな中途半はん端ぱな覚かく悟ごじゃ、男の子を一いち撃げき必殺できるカッコイイ水着と勝負パンツは買えないわよ？」

　なるほど……。

　それで山やま梨なしが、今日ココに来ていたのか。……余よ計けいなオマケが、一匹ついてきているけど。

「み、水着はともかく、下着を買うだなんて、わたし言ってない！」

「ほら。それが覚かく悟ごが足りてない証しよう拠こなの。男はパンツのデザイン一つで、萌もえたり萎なえたりどっちにも転がるものなんだから。そこのところについて、何かご意見はありますか、解説のナベキュウさん？」

　って、いつの間にか蹴けり飛ばしたハズのナベキュウが、何食わぬ顔で復活してるし……。

「うん。パンツが夏を左右していると言っても過言じゃないと思うね。これは初めてがどっちが上か下かよりも、極めて重要な問題だね」

「ホラね？　ネコにマタタビ、男にパンツ。これは夏の女のジョウシキよ？」

　山やま梨なしはエヘンと誇らしげに胸を反そらし、美み風かぜは呆あきれた顔をした。




　　　　　　　　　◇◇◇




　山梨と美風が向かった先は、いつもの駅前のデパートだった。

　以前、オレが美み空そらちゃんとデートした場所だ。

　まぁ、このド田舎いなか丸出しの比ひ布ぶ瀬せの町で、まともな買い物ができる場所っていったらココしかねぇーワケなんだけど……。

「なんでお前まで、一緒について来てるんだ？」

　言いながら、オレは左腕うでにオモリみたいに絡からみ付く唯ゆい子こを見やった。

「何よ。何か問題でもあるっていうの？　そもそも、遠くから訪ねてきた幼おさな馴な染じみを放っておいて、他ほかの女と買い物に出掛けようだなんて、ソッチの方が遙はるかに大問題だわ。っていうか、信じられない。こういう時は、何をさて置いてもまずアタシとデートするのがスジってもんでしょうが。全く、ユウくんのくせにナマイキだわ。何様のつもり？」

　と、一気にまくしたてる唯子。

　やや甲高い声の響きに、周囲の視線がやたらと痛い。

　しかも──。

「………優ゆう夜やくん」

　反対側の右腕は、しっかりと美空ちゃんが握っていたりする。

　正確には握っているっていうより、あやふやな足元を支えているダケだけど。でも、事情を知らない連中からは、どんな風に見えている事やら。二人の美少女を両手に花。それでいて四メートルばかり前方を歩く美風と山梨の荷物持ちまで、しっかりとやらされている。さぞモテモテの色男だ、とか思われているんだろうな……ハァ〜〜。

「やっ。モテる男はツライね」

「止やめろナベキュウ。冗じよう談だんヌキで、ブッ殺しますデスヨ？」

　両腕が塞ふさがっているオレの肩かたを、ナベキュウが気さくに叩たたく。

　腕さえ自由なら、こんなナメた真ま似ねはさせねぇーのに。つーか、右脇わきの美空ちゃんを抱えてこの場から抜け出し、小こ奇ぎ麗れいな喫茶店でお茶でもしようかってところだ。それでなくても夏休みのデパートともなれば、子供連れ以外にもカップルっぽい人間がチラホラ見えるっていうのに、何が悲しくてナベキュウなんぞと一緒に荷物持ちなんぞをやってんだ、オレは。

「こんな見っともないところをクラスの連中に見られたら、一学期中に築いてきたクールでストイックなオレのイメージに汚お点てんが……」

「や……。そんなイメージ、誰も持ってないから」

「ちょっと、さっきから何が不満なのよ。アタシと一緒に歩くことが、そんなに苦痛だとでも言いたいワケ？」

　ギリギリと腕うでの肉に食い込む唯ゆい子この爪。

　そこはかとない控え目な胸の感触が、なんとも言えず物悲しい。

　世の中は悲しみで溢あふれてやがる。

「まぁ、それよりも美み空そらちゃん。ついて来て本当に大丈夫だったのか？」

「うん……。大丈夫………」

　いつもより少し血色の悪い顔を、美空ちゃんはコクリと動かした。

「まだ少し、頭がフラフラするけど………」

「そりゃ、一いつ升しよう瓶びんを一人で空からにすれば、頭もフラフラになるわなぁ」

「うん……。でも、不思議……。気が付いたら、一升瓶を抱えていて……。なんでだろう。朝起きた時は、いつもと変わりなかったし……彩雲あやも姉ねえさんに宅配便が届いたところまでは、ちゃんと覚えているんだけど………」

　悩むように、小さくシワを眉まゆ根ねに寄せる。

　左手が空あいていたら、思わず頭をグリグリしてやりたい表情で。

「ムカッ……。ちょっとアンタ。大丈夫ならユウくんから離れなさいよ」

「お、おい、唯子……」

「ユウくんは黙ってて。これはアタシと、そっちのその子との問題よ！」

「………（ムギュ〜）」

　怯おびえたように、無言で抱き付く腕うでに力をこめる美空ちゃん。

　今、ムギュって音が５・１ｃｈな音源で脳のう髄ずいに響いた。

「って、誰が抱きつけって言った！　ユウくんが嫌いやがっているじゃない！」

　そして反対側からは、３Ｄデジタル映像ばりの迫力で犬けん歯しを剥むき出す唯子が吼ほえる。

「それを言ったら、ソッチこそ………優ゆう夜やくん、嫌がっている………」

「嫌がってなんかないわ。照れているだけよ。さっき唯子愛しているって言ってくれたもん」

「言ってねぇーし！」

「でも、優夜くん困ってる………」

「困ってない！　むしろ悦よろこんでいるもん！」

「やれやれ。ほんと、モテる男はツライね、美みヶか速はやよ」

　クソ、コラ、ナベキュウ！

　呑のん気きに生温かい眼まな差ざしを送りやがって、ちっとはオレを助けろよ！

「あのねぇ、キミ達？」

　と、唐とう突とつに前を歩く山やま梨なしがクルリとターン。

「それにこんな場所で痴ち話わゲンカなんかして、恥ずかしくないワケ？」

「まったく。優ゆう夜やとそこの女ダケならともかく、美み空そら姉ねえさんまで一緒になって……」

　美み風かぜまでもが半回転。

　眉み間けんに寄せたシワの上に、ピンと伸びたしなやかな指を添えて。

「フンッ。またそうやってアタシをのけ者にしようって魂こん胆たんなんでしょ」

「いや、お前さんは充分、渦うずの中心点だから安心して大人おとなしくしてくれ頼むから」

「まぁまぁ。それよりも唯ゆい子こちゃん。唯子ちゃんも一緒に、買い物しない？」

　ポン、と馴なれ馴れしく唯子の肩かたを叩たたく山梨。

　コイツもコイツで相変わらず、恐いもの知らずな女だぜ。

　山梨だって唯子の『焔ほむら』の羽は観みただろうに、なんの遠えん慮りよもなくタメ口を叩たたく。ある意味コイツも、只ただ者ものじゃねぇーよな。……まぁ、だからこそ平気で美風と友達をやっていけるんだろうし、オレにもナメた口を利けるんだろうけど。

　ありがたいんだか、ありがたくないんだか……。

「なんでこの唯子さまが、あんた達と一緒に買い物なんて──」

「いいから、いいから。遠慮したって女の夏と、男の欲情は止まらないの。だからホラ、唯子ちゃんも基もとは悪くないんだし、こういう格好で男を誘っちゃえば──ね？」

「なっ、ななななっ……！」

　山梨が持ってきた雑誌を広げた途と端たん、唯子の顔が真まっ赤かに弾はじけた。

　表紙に「夏の勝負下着」とか「彼氏を失望させない水着選び」とか、そんなキーワードがカラフルに踊ったティーン雑誌は、どうやら唯子にはチト刺激的だったらしい。

「んじゃ、そぅ〜いぅ〜ワケで、後悔しない高二の夏を翔かけ抜けるタメに、本日のメインイベント、今年の新作水着コーナーで、男をオスに変えるわよ〜！」

「ちょ、ちょっと、だから人の話を聴きなさいって、うわぁ〜〜!?」

　抵抗する唯子の首根っこを掴つかみ、有無を言わさず引きずる山梨。

「ホラ。美風もボサっとしてないで、一緒についてくる」

「なんでわたしまで!?」

「文句言わないの。ホラホラホラ♪」

「わっ、お、押さないでよ睦むつ美みっ！」

　二人の文句を微風のように無視しながら、山梨は途中、ディスプレイされていた彩いろとりどりの水着を手に取り、水着コーナーの試着室へ笑顔で消えた。

（はい。唯ゆい子こちゃんは、まずはコレから逝いってみよぉ〜♪）

（な、何よそのヒモみたいな水着はっ!?）

（え〜？　今時、これくらいは普通だと思うけどなぁ〜）

（普通じゃないわよ！　そんなの自分で着ればいいじゃない！）

（んじゃ、美み風かぜはどう？）

（わ、わたしだって、そんな布地が少ない水着なんて着れないわよ！）

　………。

　山やま梨なしのヤツめ、ワザとからかって遊んでやがる。

　騒そう々ぞうしい事この上もないが、店員さんも苦笑を滲にじませている程度だから、放っておいても問題なさそうだ。でも、他ほかの客やカップルからの視線は痛いな。非難するような眼まな差ざしなら幾らでも耐えられるけど、好奇心丸出しの生温かい眼差しだけは止やめてくれ……。

　つーか、なんだろう。

　先日の根ネ棲ズミの根ね城じろを丸腰ごしで彷徨さまようような、このゾワゾワ感は？

　いや、よく考えろ。試着。試着だぞ？

　それってつまり、今から水着を着て……オ、オレの前に出てくるって事だよな？

「優ゆう夜やくん……？」

　うわぁぁぁぁっ！　お、落ち着け、優夜！　たかが水着じゃねぇーか！　お前は今更、グラビアの水着アイドルに興奮するような素人しろうとさんじゃねぇーだろ？　なっ？　なっ？　難しく考える事はねぇーんだよ。大体、水着なんて夏の海やプールに行けば、どこでだって普通に見れる、ちょっと大だい胆たんでカラフルな科学繊維。下着じゃねぇーんだから、とにかく焦あせるな！

「………ねぇ、優夜くん？」

　色しき即そく是ぜ空くう、色即是空〜。

　心を落ち着かせ、耳を済ませて心の目を開くんだ。

　さすれば試着室の中のしゅるしゅるって、下着を脚あしから脱ぐ音だってバッチリ──。

「って、音を愉たのしんでどうする！」

「………むぅ」

　何を考えているんだ、オレは。マジで錯さく乱らん寸前だ。

　落ち着け。所しよ詮せん、試着室の中で着替えているのは美み風かぜと唯ゆい子こだ。貧乳＆板乳コンビが、薄っぺらい布地一枚で出てくるダケだ。……とはいえ、水着には水着の良さというか魅力が在るという事実を、安易に否定してよいものであろうか。非日常的なまでにチチ・シリ・フトモモをアグレッシブに強調し、大だい胆たんかつ繊せん細さいに肌はだを包む天てん女によの羽は衣ごろもは、いわば乙おと女めの戦いくさ装しよう束ぞく。その気き概がいをこそ感じ取り、慈じ愛あいに満ちた目線にて存分に愛めでぬは男としての義務が──。

「んじゃ、開けるねぇ〜♪」

　ぬわっ、ちょ、ちょっと待てぃ！

　まだ心の準備が出来てなイヤダメボク達そんなまだ早すぎるのでは!?

「ジャア〜ン。取りあえず、こんな感じでどうだぁ！」

　試着室から出てきたのは──美み風かぜだった。

　白地の上に大小様々なハートマークが無数に踊った三角ビキニ。

　それは可か愛わいいというより、新体操のレオタードのようで──カッコイイ。

　そしてブラにハードカップを使用する事で、起伏の乏とぼしい小さな胸を逆に利用して、絶ぜつ妙みように美しい三角ラインを際立たせる戦略……い、いや、見とれてない。見とれてなんか、断じていないぞコンチキショウ！　た、たかが派手にお腹なかを出しているダケじゃねぇーか。そんなのフツウ〜だよ、フツウ〜のデザイン。ただそれを着用している人間の腰こしが、贅ぜい肉にくの欠片かけらもなくて綺き麗れいにくびれているダケ。しかも、そのくびれのラインが艶あでやかな曲線を描きつつフトモモまで到達し、レースクィーンみたいにピタリと張り付いた明るい色合いのパンツと相あい俟まって、スポーティーな足回りを連想させるというか──とにかく違うんですよ!?

「ど、どうかなぁ……？」

「ど、どうって……どうなの？」

「それをわたしが訊きいているんじゃないの！」

　美風の柳りゆう眉びがギュインと逆さか立だった。

　意外と細い肩かたが吊つり上がり、普段は目立たないお胸がグウィン。

「まぁまぁ、美風。あの動揺した姿を見たら、感想なんて判わかるじゃない」

「ふぅ〜〜ん。そっかぁ〜。そうなんだぁ〜」

　あ、なんだその満足げなイヤラシイ目は？

　何を誤解してやがんだ、美風め。このオレがお前の水着ごときに目を奪われたとか、思ってんじゃねぇーだろうな。了りよう見けん違いも甚はなはだしいぜ、ったく。

　………。

「えへへ……。いきなりだけど、コレで決めちゃおうかな」

　本当に違うし、似合いもしない照れたような口調で言うなぁ！

「うぅぅぅ〜〜」

　と、そこへ試着室の隅っこから、低く威い嚇かくするような声。

　唯ゆい子こがカーテンの裏に身体からだを隠し、ギュインとコチラを睨にらんでいらっしゃる。

　そして目が合った瞬間、意を決したようにカーテンの陰から飛び出してきた。

「ど、どうよ優ゆう夜や。アタシの水着は！」

「………」

　視界に飛び込んできた唯子に、オレは声を失った。

　布地を大だい胆たんにカットしつつ、ギリギリで過激さを抑おさえた深しん紅くのビキニ。

　赤とオレンジが織おり成す色彩も鮮あざやかな、ハイビスカスをあしらった長いパレオ。

　デザインそのものはシンプルでありながら、胸の真ん中の辺りで同じ色の大きなリボンが可か愛わいらしく揺れている。元々、赤毛といい朱あかい『焔ほむら』の羽といい、赤系は唯ゆい子このパーソナルカラーみたいなもの。似合わないワケがねぇー。

　美み風かぜよりも薄い胸が、なんの欠点にも見えやしない。

　つーか、むしろ大きなリボンに隠されて、可か憐れんさを引き出すのに一役かっている。
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「ど、どう？」

　ついさっきまでの高こう慢まんチキチキな唯子からは、想像もできない不安げな声。

　声すら出せないオレの横で、ナベキュウが感心したように息をついた。

「スバラシイの一言だね。かねてよりボクは日本的な女性の美しさは、露出を控える事によって引き出されると考察してきたけど、まさにその証しよう左さだね。全すべてを覆おおい隠すと野や暮ぼったさを極力そぎ落としつつ、紐ひもみたいな布地しかない卑ひ猥わいなビキニとはまるで無む縁えんの芸術性。そう。芸術とは美と卑猥との境界線に存在する、危あやうい崖がけの上に咲いた一輪の百ゆ合りだ。その点、彼女のビキニは満点だ。カッティングの過激さを胸のリボンで緩かん和わしつつ、視点をナナメにズラすと胸の谷間が見えそうで見えない。そしてパレオで包み隠された美しい脚線は、その先に存在する美しい腰こしのラインを期待させて止やまない……完かん璧ぺきだ」

「ナベキュウ。病院に行こう。悪い事は言わないから、病院に行こう。もしくは警察」

　オレはナベキュウの肩かたにポンと手を置いた。

　でも……助かった。

　ナベキュウが猛もう烈れつにおバカなおかげで、却かえって冷静な自分を取り戻せた。

　でなけりゃあ、何を口走っていたか自分でも判わからねぇー。

「ちょっと、何よ優ゆう夜や。似合っているとか、綺き麗れいだねとか、歯が浮くような美び辞じ麗れい句くをまだ聴いていないんだけど」

「んなモン在るかぁ！」

　在ったとしても、死んでも絶対に口に出さん。

　ましてや内心で、二人の水着に見み惚とれたなんて──口が裂さけても言えるかよ。

　オレが意識してへの字に唇くちびるを結ぶと、美み風かぜと唯ゆい子この眼まな差ざしが丁ちよう度ど交まじわった。

「「フンッ！」」

　ましてや、コレだ。

　こんな友好的なムードの中でどっちかを誉ほめたりした日にゃ、血の雨が降るぜ。

「アレ？　ところで美み空そらはどうしたの、美みヶか速はやくん？」

「え？　さっきまでオレの腕うでを掴つかんでいたハズだけど……」

　いつの間にか、居ない……？

「高たか倉くら姉あねなら二人が試着室に入った辺りで、フラフラと何ど処こかに行ったみたいだったが？」

「なんで止めなかったんだよ、ナベキュウ！」

「いや、てっきりトイレにでも行ったのだろうと思ってね」

「だったら、わたしも探しに──」

　と、試着室から踏み出す美風を、オレは無言で押し戻した。

「ちょ、ちょっと何するのよ！」

「お前なぁ……。値札の付いた水着姿でこの中を歩き回るつもりかよ？」

「うっ……」

　途と端たんに美風の首が真まっ赤かに染まった。

　気付かなかったとは、迂う闊かつなヤツめ。でも、そうだよな。美空ちゃんの事になると、周りどころか自分の事すら視みえなくなるのはいつもの事か。……しかし、いくら「仲良き事は美うるわしきかな」とはいえ、美空ちゃんに対する美風の過保護っぷりは、ちょっと異常な気がするぜ。最初の頃はやっぱ双ふた子ごだから、普通の姉妹よりも結び付きが強いんだろうと漠ばく然ぜんと解釈していたんだけど──どうもそれダケじゃないような気がする。

　オレにはまるで、美風が何かを恐がっているようにも観みえるんだ。

　まぁ、それが何かは判らないし、今はそんな事を詮せん索さくしている場合でもないけれど。

「取りあえず、オレがちょっと探してくる」

　言いつつ、オレは荷物をナベキュウに押し付けて、水着売り場から抜け出した。

　本当にトイレなら問題はないけど、今け朝さの一件があるダケになんか嫌いやな予感がする。

　あんまり目立たないように客の隙すき間まを早足に抜き去り、婦人服売り場にザッと視線を奔はしらせる──が、見当たらない。例え後ろ姿でも、美み空そらちゃんの綺き麗れいな黒髪かみは特徴的だから、決して見落とすワケがないんだけど、何ど処こに行ったんだ？　別のフロアーか？

　階段の前に急いで移動し、各フロアーの案内板に目を通す。

　仮にこのフロアーから移動して、美空ちゃんがフラリと脚あしを運びそうな場所は何処だ？

　そして案内板のある一点に、オレの両目はクギ付けになった。

「ま、まさかとは思うけど、ひょっとして──」

　一階の、食品売り場。

　晩御飯の材料を買いに──ではなく、フロアーの東端に位置する一角。

　美空ちゃんは今朝の出来事を、なんて言っていた？

　気が付いたら、一いつ升しよう瓶びんを抱えていたと言ってなかったか？

「ひょっとして、ワリとマズイ？」

　思った時には、身体からだが勝手に駆かけ出していた。

　そんな事はないと信じたいところだけど、でも、さっきから嫌な予感が止まらない。

　階段を一気に駆かけ下り、一階東側フロアーに飛び込む。

　果たしてそこには、奇き妙みようにザワついた人だかりが。

　そして人だかりの中心に居たのは──。

「ンク……ンク……ンク………ハァ〜」

　だぁぁぁぁ〜〜！　やっぱりぃぃぃ〜〜！

　商品棚の缶かんビールと、情熱的な口付けを交わす美空ちゃんがそこに居た。

「な、何やってんだ美──」

　とっとと、実名はマズイ。

　既に無数の目撃者が居るけれど、これ以上、被害を拡散させるワケには！

「あ、優ゆう夜やくんだ……。優夜くぅ〜〜ん♪」

「優夜くぅ〜〜ん、じゃない！」

　悲鳴に近い声で一いつ喝かつして、美空ちゃんの腕うでをしっかり掴つかむと、野や次じ馬うまの壁を突き破るようにしてその場から逃げ出した。だって視界の隅には、コッチに向かって来る数人と店員と警備員の姿が見えているんだ。こんなワケの判わからん事で、美空ちゃんの真っ白な経歴に汚お点てんを付けちまうわけにはいかんだろうが！

「ちょいと失礼──」

　オレは美空ちゃんの腰こしの裏側に手を差し込むと、すくい上げるように持ち上げる。

「あ、ちょっと、優夜──」

　って、今、誰か呼んだかっ!?

　誰かの声が聴こえたような気がするけど、コッチはそれどころじゃない。

　心臓が破れるまで、走って走ってトンズラあるのみ──つーか、これって立派な犯罪だよなぁー。犯罪、犯罪かよ、よりにもよって美み空そらちゃんと。なんか大量の脂あぶら汗あせに、目の前がクラクラしてきた。食い逃げ成功の秘訣はダッシュ力ではなく持久力だって、以前のガッコウの連中が言っていたっけ。なんかあの頃が、妙みように懐なつかしいぜ……。

「エヘヘ……。優ゆう夜やくん………ぎゅっ〜」

「だぁっ、コラ美空ちゃん！　抱き付くのはいいけど顔をスリ寄せたら走りにくい！」

　ああ、もう、何がどうなってんだか。

　なんで今日は、こんなにも災さい難なん続きなんだ？

　どこで今日という名の階段を踏み外した？

　理り不ふ尽じんの元げん凶きようを腕うでに抱えつつ、オレは全速力で駅前の商店街を駆かけ抜けた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ………はぁ〜〜」

　つ、疲れた。これ以上は、もう走れねぇ……。

　短距離走の勢いで駆け抜ける事、およそ十五分。

　酸欠の脳のうミソが神の領域に踏み込む直前、オレはいつぞやの高台の公園に辿たどり着いた。

　それにしても七月下旬、猛もう暑しよの盛り。外気温度が軽く三十度をブッ千ち切ぎっている炎えん天てん下かの最中に、女の子を抱えての山道ダッシュは狂気沙ざ汰ただぜ。おかげでシャツもパンツもグチョグチョだ。まぁ、その炎えん天てん下かのおかげで人影も少なく、途中で誰かの注目を浴びずにこの公園まで来られたのは、ある意味ラッキーなのかもしれないけど……。

　挙あげ句くに美空ちゃん、走っている最中に腕の中で眠ねむっちまうし。

「はぁ、はぁ、はぁ……………よし」

　どうにか呼吸を整え、オレは美空ちゃんを抱えたまま公園の中を歩き始めた。

　どこか人目につかず休める場所は……っと、公園の奥にイイ感じの林があるじゃねぇーか。よし、あそこに決めた。オレはグルリと周囲を見渡し、公園の奥に広がる林の奥に視線を固定させた。あそこなら人目につかないし、休める木陰も多そうだ。

　美空ちゃんを軽く抱え直し、林の奥へと早足に踏み込む。

　桜の木が多いせいか、ワシャワシャと煩うるさいセミの大合唱に辟へき易えきしながら、ひときわ大きな大樹の下まで美空ちゃんを運び、そっと降ろす。ちょっとくらい涼しい風が吹いてくれてもよさそうなものなのに、木陰の中は思ったよりも暑かった。

「……全く、一体何がどうなっているんだか」

　大樹の幹に背中を傾け、オレは美空ちゃんの寝顔に視線を落とした。

　本当に、何がどうなっているんだか。お店の商品に手をつけるなんて、普段の美空ちゃんから考えると、考えられねぇー奇行だ。明あき羽ば神社に残された最後の良心回路。天然無む添てん加かの巫み女こ少女。紅あかい袴はかまの内側には白い下着が似合う清せい廉れんなこの子が、なんでまたこんな事を……。

「……まさか、何かに取り憑つかれているのか？」

　我ながら、実に突とつ拍ぴよう子しもない考えだった。

　でも、あの神社に住んでいる以上、その可能性はゼロじゃない。

　オレや美み風かぜ、彩雲あやもさんと違って、美み空そらちゃんはコッチ方面の能力に関しては素人しろうとさんと変わらない。知識の方はそれなりにあるみたいだけど、それに技能が伴ってない。それでいて美空ちゃんは、ものの怪けに対してワリと寛かん容よう的みたいだし。そういう無防備な子って、ある意味一番憑かれやすいんだよなぁー。道みち端ばたで死んでいる犬や猫ねこに同情して、そのまま霊れいを連れて帰ってしまうタイプだ。それが本当に普通の犬や猫ならいいけれど、イタズラ好きの雑霊や狐こ狸りの類たぐいだったら、今日みたいな奇行の原因になりかねない。

「オレ、こういう繊せん細さいな作業は、やった事ねぇーんだけど……」

　独りごちるようにぼやいてみせつつ、美空ちゃんの額ひたいの上に手のひらを乗せる。

　そして静かに瞼まぶたを閉ざし、五感の全すべてを意図的に遮しや断だん。

　外気の暑さもセミの鳴き声もカットして、暗い闇やみの中に身を置くイメージを作り上げる。

　全ての感覚は、手のひらから伝わってくる霊的な波動のみに集中──。




　………。

　………………。

　………………………。




「って、やっぱサッパリ判わかんねぇーわ」

　アッサリとギブアップ。

　普段から微び細さいな霊気を感じ取る修練を積んでいるならともかく、オレみたいなパワーファイター型が思いつきで実践したところで、サッパリ判んねぇー。ヤブ医者どころかズブの素人がお医者さんゴッコで、健康診断をするようなものだし。つーか、オレもそろそろ、こういった方面の修練も積むべき時期に差し掛かったのかもしれないな。

　今まで戦う事ばっかり考えてきたけど、それダケっていうのも問題あるし。

　いくら専門が外科だからって、風か邪ぜの一つも診察できないような医者なんて、ハタから観みれば見っともねぇーダケだもんなぁー。

　いや、見っともねぇーとか、そんな周りの視線なんかどうだっていいんだ。

　そんな事よりも、なんにもできない自分自身の無能っぷりが、とにかく歯痒がゆい……。

「んっ………」

　不意に美空ちゃんが、寝苦しそうな吐と息いきをこぼした。

　参ったな。アルコールを飲んだ後だから、身体からだが芯しんから火ほ照てっているんだろう。それに木陰とはいっても、ジッとしているダケでも汗ばむ暑さだ。随分な量の寝汗が浮かんで、淡いミントグリーンのワンピースが肌はだにピッタリ張り付いていやがる。

　ったく、そよ風くらい吹いてくれたっていいだろうに、なんでこうも無風なんだ。

　大気がピクリともしない蒸むし暑さは、下へ手たな悪あく霊りようよりも禍まが々まがしい感じがするぜ。

　せめてハンカチでも持っていたら、濡ぬらしてオデコを冷やすくらいの事はしてあげられるんだけど、そんな気の利いたもん持ってねぇーし。ったく、しょうがねぇーか。せめて胸元のボタンを、ちょっとだけでも外しておくとしよう。

　プチ、プチ、プチ──っと。

　これで少しは、楽になるはずだ。

　後は美み風かぜ達と合流して、熱射病を起こす前になんとか明あき羽ば神社に撤てつ収しゆう──ん？

　ガサガサガサ──。

　不意に背後から、誰かが近付いてくる気配を感じた。

　一人……いや、二人か……？

「あっ……」

　藪やぶの奥から姿を顕あらわしたのは、目を丸くした唯ゆい子こだった。

　その後ろに僅わずかに遅れて、美風の姿。

　ものの怪けさんはともかく、人間の気配ならワリと楽勝なんだけど、しかし、二人とも一体なんの真ま似ねだ？　石像にみたいに硬直したまま、目線だけがオレの手元に──。

「………っ！」

　手元に、吸い込まれていた。

　美空ちゃんの胸元を広げている、オレの手元に。

「ユウくん……こんな所で……一体何をしているのかしら………？」

　さっきまで暑かったハズの大気が、たちまち悪お寒かんがするほどの冷気をまとった。

「何って……えっと……ナニ？」

「優ゆう夜や……あんた人の姉ねえさんに、何をしようと………」

「いや、だから何をって………ナニ？」

「そう。あくまでもシラを切るつもりなのね………」

　言いながら、唯子の赤い髪かみがザワザワと揺らぎ、背中の大気がグニャリと歪ゆがむ。

　別に目の錯さつ覚かくでも、エフェクト効果でもありません。

　高温高圧の『焔ほむら』の羽が顕けん現げんする前触れ──つーか、合図みたいなもの。

　そしてコイツとの付き合いが長いオレは、大気の歪み具合でその時の気分が判わかるというスキルを修得している。ちなみに本日の歪み具合は、怒り係数ＭＡＸハート。「滅めつ殺さつと圧殺、どちらが好み？」と訊たずねられているような気分に、ドバドバ流れる大量の脂あぶら汗あせ。

　この状況……オレ、死ぬかなぁ……いや、確実に死ぬかも……。

「ひ、人が心配して訪ねてきたら、他ほかの女とイチャついているし……あまつさえアタシを放っておいて、そんなキケンな女と……くっ………！」

　唯ゆい子こは拳こぶしを震わせた。

　キケン？　キケンって、何が？

　そりゃ確かに美み空そらちゃんの胸は、武器としても通用するキケンなサイズだが……。

　──フニョン。

　そうそう。このフニョンって腕うでに吸い付くような感触が──感触？

「「あああっっっ〜〜!?」」

　そして弾はじける二つの悲鳴。

　悲鳴を上げたいのは、オレの方だって。

　いつの間にか起き上がった美空ちゃんが、オレの腕にピッタリ張り付いていた。そしてオメメとオメメが睨にらめっこ。頬ほおに感じる美空ちゃんの息遣づかい。ほのり伝わってくる温かい体温。寝ぼけ眼まなこの眼まな差ざしが、怪け訝げんそうにオレのお顔をトロンと凝ぎよう視し。起き抜けのボーっと開いていた瞳の黒に、ゆっくりとクリームを溶とかしたように甘い喜色が浮かんできて──。

「あ〜〜。優ゆう夜やくんだぁ……」

　小っちゃくて綺き麗れいな手のひらに、オレの頬が左右から挟はさまれる。

　もちろん、もぎたてミルクは腕に密着したまま。

　つーか、美空ちゃん。いくらなんでも、この至し近きん距離はマズイのでは？

　後ほんの一押しで──って、オイオイ、だからその吸い込まれそうな瞳はヤバイって。

　これ以上、顔を接近されたら否いや応おうなくお互いの唇くちびるがブチュ〜〜ってムグゥ!?




　ブチュ〜〜〜〜〜〜。




「＄☆[image: ]ΩVI＃※♂〒[image: ]＠[image: ]Ж──っっっ！！！？？」

　えっ、ちょ、ちょっと──えええっ!?

　い、今のはオレじゃない、オレじゃないデスヨ!?　ああ、いや、オレも当事者だけど、そうじゃなくって、先に顔を動かしたのは美空ちゃんで、最後に顔を動かしたのも美空ちゃんなワケでありまして……って、つまり今のは美空ちゃんからの…………キス……？

　え？　え？　え？

　なんで突然、美空ちゃんが。オレに……？

　………。

　あ、舌いれるの忘れた──って、そうじゃなくって！




　ブチンッ──。




　その瞬間、唯ゆい子こから決定的な何かが切れる音が聞こえた。

　恐る恐る顔を向けると、真まっ赤かな顔に涙をボロボロこぼす唯子が居た。

「〜〜〜〜っっっ！」

　食いしばった歯。背中で赤々と燃え上がる『焔ほむら』の羽──。

　今の唯子なら、デビルマンにだって勝てるかも……。

　唯子ウィングは熱光線。

　あながち間違ってないダケに、ヤな感じだ。

「ユウくんの……ユウくんの………」

「うわぁっ。バカ、マジで止よせってっ！」

　オレは助けを求めるように、唯子の背後に立つ美み風かぜに視線ＳＯＳを送った。

　んが、アッサリ無視。ツンとすました横顔に、オレの淡い希望は完かん璧ぺきに粉ふん砕さい。

「ばかぁぁぁっっっ〜〜〜〜！」

　絶叫を合図に、大気が爆はぜた。

　視界の全すべてを覆おおい尽くす、真っ赤な津波。

　瞬間──。

「うわちっ！」

　腕うでの中で弾はじけた火花に、オレは美み空そらちゃんを突き飛ばした。

　──へ？

　オレ、今、なんで美空ちゃんを突き飛ばし──って。

「どわぁぁぁっっ〜〜！」

　深く考えるより先に、灼しやく熱ねつの衝しよう撃げき波はがオレの思考を月よりも彼方かなたに弾き飛ばした。




　　　　　　　　　◇◇◇




「グビッ……グビッ……グビッ……」

「おお。いい飲みっぷりだね」

　はやし立てるナベキュウを無視して、オレは大人おとな専用の麦ジュースを喉のどに流し込む。

　周囲をすっかり夜の帳とばりに包まれたオレのテントで、安物の電球が不景気に揺れている。

　──目が覚めた時には、既すでに辺りはほとんど真っ暗だった。

　いつもなら明あき羽ば神社の上空にシミみたいに広がっている黄昏たそがれも、今は完全に夜のペンキで塗り潰つぶされている。この季節でこんなに暗くなるって事は、少なく見積もってもアレから六時間以上も気を失っていたって事だ。なんともはや、我ながら呆あきれた話だ。

　そしてテントの中で寝かされていたオレを待っていたのは──何な故ぜか酒しゆ宴えんだった。

「ぷはぁ〜〜。もう一杯！」

「いや、これは青汁じゃないから」

　苦笑するナベキュウに、グッと腕うでを突き出す。

　これが飲まずにいられるかってんだ。

「やれやれ。ペースを乱して酒を飲んだら、逆に酒に飲まれてしまうよ。美みヶか速はや」

　肩かたをすくめる。ナベキュウから、オレは新しいアルミ缶かんをブン取った。

　余計なお世話だ。今日みたいな夜は、嫌いやな記憶と一緒にとことん飲むに限るんだよ。

「ング、ング……プハァ〜〜。ったく、よぉ？　なんでオレが、あんな仕打ちを受けなきゃならねぇーんだ？　オレは美み空そらちゃんの真っ白な経歴を護ろうと、必死でアソコまで走って逃げたんだぞ？　その結果が、あわや病院送りかよ」

　打だ撲ぼくとヤケドとすり傷で、全身これボロ雑ぞう巾きん──つーか、ミイラ男だ。

　むしろ病院のベッドにくくり付けられていないのが、不思議なくらいの大怪け我がだぞ。

「だから、その事については何度も謝っているじゃない」

　プイっと唇くちびるを尖とがらせる美み風かぜに、オレはクワっと目を剥むいた。

「謝るくらいなら、最初から止やめろよ！」

　あの時、オレが助けを求めたのに、完かんっっっ璧ぺきに無視しやがって！

「まぁまぁ。美ヶ速くんも美空も無事だったんだから、いいじゃない」

　と、横から果くだ物もののサワーを片手にチョコ菓が子しをほお張った山やま梨なしが、口を挟はさんできた。

　人のテントで意地汚きたなく菓か子し類を食い散らかしやがって──ブクブクに太っちまえ！

「なんだかんだ言ったって、美ヶ速くんをココまで運んだのも美風だし、服を脱がして傷の手当をしてくれたのも美風なんだから。チャラって事にしてあげたらいいじゃない」

「つまり動けないオレを等身大着せ替え人形にした挙あげ句く、お医者さんゴッコまで堪たん能のうしやがったってワケか。このセクハラ衛生兵め。草くさ葉ばの陰でナイチンゲールが泣いてるぜ」

「あ、でも股こ間かんの北ほく斗と七しち星せいは見つからなかったわよ？」

「ンナもん探すなっ！」

　山梨は屈くつ託たくのない笑みで、恐ろしい台詞せりふをサラリと吐はき出した。

　全く、股間に優しくねぇ連中め。

「ところで美風までコッチに来て、美空ちゃんは大丈夫なのかよ？」

「あれからずっと、ぐっすり眠ねむっているわ」

　そうか。眠っているのか。この場にいなくてホッとしたような、残念なような……。

　………。

　それにしても美空ちゃん、なんでいきなりあんな事をしたんだろう。

　デパートでお酒を飲んでいたのも充分論外な奇行だが、その後の公園でのアレ。あのキスは一体、なんだったんだろう。知り合ってから、およそ三ヶ月。美み空そらちゃんの事は、それなりに判わかっていた。いや、判っていたつもりだったけど……判らなくなってきた。

　まさか唯ゆい子こに嫉しつ妬として──なんて、そんなワケねぇーし。

　そして、もう一つ──。

　唯子の『焔ほむら』の羽が目前に迫った、あの一瞬。

　着ちやく弾だんする直前に、腕うでの中で弾はじけたあの火花は一体……？

　オレら炎えん術じゆつ使いは、当たり前だが『火』への耐性はズバ抜けている。火か力りよくの低さで並ぶ者ナシと称されるオレですら、ちょっとやそっとじゃヤケドしないように身体からだができている。心しん頭とう滅めつ却きやくしなくても焔は涼しいってのが、オレ達の一族の常識だ。それなのにオレの腕には、シッカリと火傷やけどが刻まれている。無論、唯子の『焔』の羽で焼かれたヤケドもあるけど、この腕の傷だけソレとは違うような気がするんだ。

　それにオレあの時、美空ちゃんを突き飛ばした。

　突き飛ばして、美空ちゃんを逃がそうとしたんじゃない。

　咄とつ嗟さに──そう、咄嗟にオレは恐怖に駆かられて、美空ちゃんを突き飛ばしたんだ。

　だが、だとしたら……これってつまり、どういうこと？

　判らん。サッパリ判らん。

「……酒が欲しいな」

　ポツリと、そんな言葉が自然に口を突く。

「さっきから飲んでいるじゃない。それもたらふく」

「こんな安物のビールじゃなくって、もっと、こう……普段は踏み込めない思考のリミッターを外す儀式のような、ちゃんとした酒が飲みてぇーの！」

　オレの言っている事、判るかね山やま梨なしクン？

　コーヒーで例えるなら、自動販売機の缶かんコーヒーが飲みたいんじゃない。

　珈琲コーヒー専門店のコクのある香りで、こんがらがった思考をスッキリさせたい気分なの。

「ふむ……。リクエストに答えられるかどうかは判らないけど、ならばコレはどうだい？」

　と、ナベキュウが銀色に輝くウィスキースキットルを放り投げてきた。

　タプンと揺れる容器の中身に、オレはキャップを開け──。

「ぐわっ!?　な、なんじゃこりゃ!?」

　思わず鼻を摘つまむ。このツーンと鼻び腔こうを貫く強烈な刺激臭しゆうは、まるで保健室の消毒用アルコールを何倍も強くしたような──っていうより、むしろセメダイン？？？

「大麦とライ麦を原料にした、ポーランド産のウォッカ『スピリタル』。蒸じよう留りゆうを七十回以上も繰り返して造る、純度の高いお酒だよ。ちなみにアルコール度数は96度」

「んな火か炎えん瓶びんみたいな酒が生きで飲めるかぁ！」

「や、本当は炭酸に加えるつもりで用意したんだけど、思考を弾はじけさせたいっていうなら、いっそこれくらいの刺激が必要かと思ってね」

「思考が弾はじける前に心臓が弾けるわ！」

　いくら炎えん術じゆつ使いの一族でも、そんな酒を飲んだら喉のどが灼やき切れちまうわ！

「それは残念。でも、キミが高たか倉くら姉あねの心配をするのは、イイ事なんだろうけどね。でも、今日は他ほかにもう一人、心配してあげないといけない子が居るんじゃないのかい？」

「や、オレは別に美み空そらちゃんの事を心配しているだなんて、一言も……」

　畳たたみ掛けてくるナベキュウと山やま梨なしに、オレは言葉を詰まらせた。

「そうそう。折せつ角かく、故こ郷きようから心配して訪ねてきてくれた幼おさな馴な染じみに、ちゃぁ〜んと相手をしてあげないなんて、ちょっと冷たいと思うなぁー」

「だから、お前ら……」

　オレは何も言ってねぇーし、それに唯ゆい子こはオレをオモチャにして遊んでいるダケだ。

　それも子供がトキメクような、楽しいオモチャじゃない。だからといって、大人おとなのオモチャでもない。つーか、大人のオモチャならオレも欲しい──ん？　そういや待てよ。

「唯子の奴やつは、あの後どうなってんだ？」

「さぁ？　あれ以来、コッチには戻ってないみたいだけど？」

「ふんっ。悔くやし涙でも噛かみしめながら、泣く泣く里にでも帰ったんじゃないの」

　容よう赦しやがねぇーな、美み風かぜ。まぁ、この二人って性格が似ているワリに、家いえ柄がらとかの関係で反発しちまうだろうけど……それに挟はさまれちまうオレとしては、いい迷惑だ。

「ねぇ、美みヶか速はやくん。唯子ちゃんなんだけど、なんで許婚いいなずけだなんてウソをついたりするの？　美ヶ速くんと許婚だと、何かいい事でもあるわけ？」

「だからオレが「美ヶ速」で、アイツが「高たか千ち穂ほ」だからだよ。言っただろ。美ヶ速って名前にはブランドとしての価値があるって。つまり、アイツが欲しいのはオレじゃなくって、オレが持っている美ヶ速って名前。炎術使いにとっては最高の、厳選された血脈だ」

　例え末席でも『最強の炎術一族ミカハヤ』に加わる意味は、とてつもなくデカイ。

　しかも、オレはエリート街道を歩む兄あに貴き達より、遙はるかに狙ねらい目だ。力が弱いから恩も売れるし、何より御ぎよしやすい。それでいて血筋だけはやんごとなき美ヶ速宗そう家け正統。これで両家の血を引く子供でも生まれた日には、もう万ばん々ばん歳ざいってワケだ。

　そういう意味で、オレはオモチャなの。

　美ヶ速に媚こびを売りたがるガキどもにチラつかせる、最高のオモチャ。

　ホント、アホみたいな話だぜ。

「ま、ボクにはソレが全すべてってワケにも見えなかったけどね」

「ケッ。言ってろ」

　言っておくが、オレと唯子の間に純愛ルートのフラグなんて立ってないからな。

　あるとしたら、オレが調教される逆陵りよう辱じよくルートだけだ。

「でも、行くあてがないんだったらあの子、今頃どこでどうしているのかしら。こんな夜に道みち端ばたで、か弱い女の子が一人で膝ひざを抱えていたら危あぶないと思うけどなぁ〜」

「アイツに限って、か弱いっていう代名詞は必要ねぇーから」

「さて、それはどうかな？　女の子は心が弱っている時こそ、最大の攻略チャンス。行きずりの相手だろうと一気にフラグが立って、そのままダウン攻撃──なんて事も、あり得るかもしれないよ」

「……それは絶対、あり得ない」

　だから、そんなか弱い乙おと女めじゃないんだって、唯ゆい子こさんは。

　兄あに貴きや彩雲あやもさんほどではないにしても、充分に強い。

　オレよりも、周囲の大人おとなよりも。

　美みヶか速はやの名前なんかに頼らなくたって、立派に輝けるほど強いんだから。

　………。

　強いクセに、なんでオレなんかに構うんだよ。

　………。

　ああ、もう、面倒くせぇ〜なぁ！

「アン？　美ヶ速くん、何ど処こに行くの？」

「便所だよ便所。……ついてくんなよ」

「行かないって。美ヶ速くんじゃないんだから、トイレを覗のぞいて愉たのしむような趣味は持ち合わせていませんよーだ」

「ならば音を録音してマニアに売りつけるつもりか。この玄人くろうとさんめ……」

　山やま梨なし睦むつ美み。やはり侮あなどれない女よ。

　ニヤニヤと、まるでこの後のオレの行動を見透かしたように、目だけが笑ってやがる。

　その隣で美み風かぜは一言も発さず、静かにウーロン茶を啜すすっていた。

　いつも騒がしい美風が、泰たい然ぜんとして何も言わないのは、却かえって不ぶ気き味みだ。

「………（ギロリ）」

　と、視線だけが鋭く動く。

　何か言いたげだが、やっぱり何も言わない。

　それは悪意からというよりは、むしろ武士の情けのようにオレには思えた。

「おっと。忘れ物だ、美ヶ速」

　ナベキュウの声に振り返ると、腕うでの中にアルミ缶かんが二本、飛んできた。

「お、おい……」

「どうせ長いトイレになるんだろ？」

　ナベキュウの言葉に、オレは憮ぶ然ぜんとしてテントを後にした。

　礼？　誰が礼なんて言うものか。

　オレは便所に行くって言ってんのに、なんでビールが要いるんだ、っつーの！。




　　　　　　　　　◇◇◇




　無人の拝はい殿でん。

　闇やみに溶とけるように佇たたずむ石の鳥居。

　月明かりに照らされ、ほのかに輝く石畳だたみの参道。

　夜の明あき羽ば神社は、ナチュラルに肝きも試しのコースになる。見慣れているオレでも、やっぱ不ぶ気き味みだって思う。コンニャク一つで、大パニックを起こせる。コンニャク……そういや冷蔵庫の中に一杯あったよなぁ〜。美み空そらちゃんが、ダイエット用に沢たく山さん買ったヤツが。

「別に太っているなんて、思えないんだけどなぁ〜」

　っていうか、むしろもうちょっとボリュームアップしても可。

　女って、なんであんなに「痩やせたい！」って思うんだろう。男のオレにとっては、もはや永遠の謎なぞですな。オレの好みからいえば、もうちょっとポッチャリしている方がいい。痩せているよりポッチャリ系って男は、結構多いハズなのに。

　ムチっていうかモチっていうか、上品で扇せん情じよう的な肉付きは永遠のロマンだ。

　キュンって引き締まったヒップも捨て難いけど、選ぶならやっぱりムチムチさん♪

　………。

　そんな理想のムチムチさんに抱き付かれて、よく理性を保てたよな、オレ。

　自分で言うのもなんだけど、オレにしては不思議な話だ。

　テントの中で乱れた襟えり元もとを直してあげた時も、そう。

　ましてや公園の木陰で胸むねのボタンを外した時だって、ちっとも変な事は考えなかった。

　アレが美み風かぜだったら、脱がす、触さわる、揉もみしだくで、セクハラ界の三冠王達成はまず確実なのに。服の上からのブラ外しとか、もしくは絶ぜつ妙みようの半脱ぎ攻撃で手足に袖そでとか裾すそとかを絡からみ付かせ、寝技に持ち込んだりとか。起こして、からかって、怒らせて……。少なくとも、なぁ〜んにもしないでスルーするなんて事は、まずあり得ない。

　………。

　ひょっとしてオレ、無意識の内に美空ちゃんの事を避けてねぇーか？

　いや、避けるって表現は適切じゃないとしても、美風と比べたらお互いにある一線以上は踏み込もうとしてないような……。そりゃあ単純バカで、頭に血が上ったら地じ雷らい原げんの上だろうとズカズカ踏み込む美風と違って、美空ちゃんは遠えん慮りよする方だけど。だからぶつからないように一定の距離を置いているっていうか、気を使っているっていうか……。

　──って、やっぱり避けているようなもんじゃねぇーか。

　そういや唯ゆい子このヤツも、妙みような事を口走っていたよな。

　キケンだとか、オレがココにきた原因がどうとか……。

　美み風かぜも何か知ってそうだけど、アイツは絶対にしゃべらないだろうし。

　そうなってくると、やっぱ唯ゆい子こに直接訊きいてみるしかないか。

　──なんて、必死に理由を作っている時点で、オレもワリと素直じゃねぇーよなぁ〜。

「……何を一人で笑っているのよ。気持ち悪い」

　背後の狛こま犬いぬの台座から、声。

　でも、驚かない。驚く必要も──ない。

「そうかぁ？　オレは今、オレがこんなに可か愛わいい男だって思った事はなかったぜ？」

　苦笑しながら振り返る。

　どこかふて腐くされたような顔を、月明かりに映した唯子が、そこに居た。

　薄い銀の斜光に照らされた面持ちは、目の辺りが微び妙みように腫はれぼったいように見える。……いや、まさかそんなハズがあるワケがない。コイツが泣いていたなんて、そんなのは錯さつ覚かくに決まっている。それにしても、アイツら……。唯子が近くに潜ひそんでいるって、最初から判わかっていたな。だから美風まで、オレのテントに居座っていたのか。

　まっ、探す手間が省けた事は大歓迎だけど。

「よっ、と……」

　誰もいない拝はい殿でんの階段に、腰こしを降ろす。

　毎朝毎朝、美み空そらちゃんがくるくると忙しそうに掃除をしている拝殿の階段。

　その成果の表れか、古びた木製の欄らん干かんにはホコリ一つ見当たらない。もし、本当に拝殿の奥に神様がおわしましますのなら、ちょっとくらいは美空ちゃんに感謝しとけ。今時、お金にもならないのに、あんなにも熱心に掃除をしてくれる子は滅めつ多たに居ないんだから。

　そんな事を考えていると、唯子が無言でオレの横に腰を降ろした。

　頭上から降り注ぐ蒼あおい月明かりに照らされて、二人の影が石畳だたみの上で奇き妙みように伸びる。

「ホラよ」

「………ふんっ」

　放り投げたアルミ缶かんは銀色の放物線を描き、唯子の手の中に収まった。

　唯子は一瞬だけ水滴の浮かんだアルミ缶を怪け訝げんそうに眺め、プシュッとタブを引く。

　そして、接せつ吻ぷん。ツンツン尖とがった唇くちびるを飲み口に押し付け、麦と太陽の恵みから採れる金色の泡あわを喉のどに流し込んで、プハァ〜っと爽さわやかな吐と息いきを吐はき出した。

「で、本当は何しにこんな所まで来たんだ、お前？」

「別に、本当もウソもないわよ。逢あいたいって思ったから、逢いに来た。それだけよ。だって実際に、自分の目で確かめないと判らないじゃない。ココがユウくんにとって、本当に居るべき場所かどうかなんて。コッチに来てなんの利にもなってないんなら、ユウくんがココに居る理由なんてないんだから」

「悪いけど、オレは帰るつもりなんてねぇーからな。コッチに来た事はオレにとって、ちゃんと利にはなっているし。詳くわしい事は、ヒミツだけどな」

　少なくともコッチに来たオレは、向こうに居た頃のオレより数段は強い。

　それはココに来てから色々と経験を積んだ、オレなりの自負。別に自うぬ惚ぼれられるほどの強さじゃないし、ましてや唯ゆい子こと比べりゃ屁へみたいな火か力りよくだ。それでも「０」だったものが「１」になった。この小さな変化がどれだけ大きな変化か、きっと唯子には判わからないだろう。

　これがオレにとっては、ココに居続けるのに充分過ぎる理由なんだって。

　少なくとも変われるかどうかではなく、変わろうって決めたオレにとっては……ね。

「つーか、帰りたくても、オヤジがそれをダメっつーんじゃねぇーのか？」

　そもそもオレの比ひ布ぶ瀬せ行きを決めたのは、一族最さい凶きようのオヤジなワケだし。

　その辺りを無視して勝手オレをドナドナしたら、下へ手たすりゃオヤジにケシズミだ。

「判っているわよ、そんな事……」

　不ふ機き嫌げんそうに、唯子は次の一口を喉のどの奥に流し込む。

　判っていながら全すべてを承知の上で、わざわざこんな場所まで来たのか、コイツ？

「何よ、その目は？　そんなにアタシが訊たずねてきたのが迷めい惑わくなワケ？　全く、人が優しく気を使ってあげたらつけ上がっちゃってさ……。いいことユウくん？　ユウくんは近い将来、アタシの事を「ご主人様」って呼ばないといけなくなるんだから、今からでも少しは優しくしないといけないんだからね。そこのところ、判ってるの？」

　判りたくねぇーし、ましてや「ご主人様」なんて呼ばねぇーし。

「だからなんなのよ、その不服そうな目は!?」

「いや、別に……。ただ、お前がコッチ来るなんて思ってなかったから、正直ビックリしているだけだよ」

　これは、本心。

　オレの心を占めているのは、半分は戸と惑まどい。

　残り半分は、まぁ、その……なんだ。

　例え唯子の魂こん胆たんが見え透いていたとしても、誰からも無視され忘れ去られちまうよりは、随分とマシだから。義理とか可か哀わい相そうだからとか「同情なんて要いらない」とかって台詞せりふは、本当の孤独を知らない言葉だと、オレは思っている。本当に「寂しい」って思ったら、それが義理だろうが哀あわれみだろうが、例え憎悪であったとしても、構って欲しいって思うようになる。

　誰からも相手にされず……。

　肉親からすら歯し牙がにもかけられず……。

　そういう苦痛と寒さに挟はさまれたら、自分が存在する意味すら判らなくなってくるんだ。

　………。

　や、別にオレの事じゃないからな？

　オレは別に里の連中に構って欲しくて、頑がん張ばっているワケじゃありませんからね？

「まっ、遠路はるばる顔を見に来てくれた事には礼を言っておくわ。……ありがとよ」

「か、感謝するヒマがあったら、ちゃんと歓かん待たいの準備くらいしておきなさいよ！　久し振りの再会が、缶かんビール一本だなんてどういう了りよう見けんよ、まったく……」

　連絡も寄こさず来たクセ、準備もなにもあったもんじゃないと思うが……。

「あっ、そうだ。だったらコレを飲むか？」

　ケツのポケットから、ナベキュウから取り上げたスキットルを取り出す。

「……なに、それ？」

「ポーランド産のウォッカ、スピリタル。アルコール度数は96度だそうだ」

　ガシッ！

　斜め四十五度。右側そく頭とう部ぶを貫くディープ・インパクトに、チカチカ瞬またたくお星さま。

「そんなガソリンみたいなお酒が飲めるワケがないでしょ！」

　そして胸倉を掴つかまれ、前後左右にシェイクシェイク。

　視界に迫っては遠ざかる唯ゆい子このドアップと縦たて揺れに、うぷっ、マジ吐はきそう………。

「と、ところでお前………」

「なによっ！」

「髪かみ……少し切ったか？」

「………へ？」

　唯子の腕うでがピタリと止まった。

「や、なんか三ヶ月前の時より短くなったような気が………」

「なっ……」

　唯子の顔が赤く……いや、むしろ赤黒く……？

　小刻みに震える拳こぶし。オレ、なんか気に障さわるような事を言ったでしょうか？

「い………」

　い？　イクヨイッパツ１９４１真しん珠じゆ湾わん？

「いまごろ思い出したように気付くなぁ〜〜！」

　叫ぶと同時に、垂直気味の一いち撃げきが顎あごに炸さく裂れつ。

　オレの身体からだが、境けい内だいに、舞う……。

　なんでいきなりアッパーカット？

　髪型ホメれば女が悦よろこぶ……もとい喜ぶなんて、所しよ詮せんはアリスちゃんの妄もう想そうか。

「ああ、まったく、もう……。なんで選よりにもよって、このタイミングなのよ。普通は逢あった時とか、もうちょっといい雰囲気になった時とか……。そりゃ二人っきりの月夜の密会ってシチュエーションはいいとして、流れってものがあるでしょうが、流れってものが……」

　しかも、まだブツクサ言ってるし……ひょっとして酔っ払っているのか？

　月明かりに照らされた横顔が、妙みように赤い。

　こっちは夜風に冷えた石畳だたみが、酒で火ほ照てった身体からだに気持ちいい。

　──っと、そうだ、酔っ払い！

　危あやうく大事なことを訊ききそびれちまうところだった。

「なぁ、おい、唯ゆい子こ……」

「なによっ！」

「お前、美み空そらちゃんの事、なんか知ってんのか？　彼女の事をキケンだとかオレがここに来る事になった直接の原因だとかなんとか、色々と言ってただろ？」

「……っ！」

　言った瞬間、唯子はサッと表情にブラインドを下ろした。

　違和感、なんてもんじゃない。感情を閉ざして小さな唇くちびるを結んだ唯子の横顔は、オレの知っている唯子とは別人だった。そこまでして内心の動揺を悟さとられたくなかったんだろうけど……けどなぁ、唯子。お互いさまだろうけど、幼おさな馴な染じみをあんまり舐なめんなよ。

「ビビってんのか、お前？」

　どんなに表情を隠したところで、オレの目は誤ご魔ま化かせねぇーぞ。

「別にビビっているとか、そんなんじゃないんだけど……」

「だったら話せよ。話したところで、お前が困るワケじゃあないんだろ？」

「ムカッ……」

　唯子の頬ほっぺたが、プクっと膨ふくれた。

　大人おとなびた顔とのギャップが、ちょっとだけカワイイかも。

「ああ、もうっ！　ユウくんは疑問に思った事がないの!?　外に修行に出されるとしても、なんで選よりにもよってココなのかって！　外で修行できる場所なんて、美みヶか速はやの息が掛かった家だったら、幾らでもあるじゃない。それなのになんで御み火か布ふ津つ流の、それも分家とはいえ高たか倉くらを名乗る家なのよ？　おかしいじゃない、絶対！」

「や、それは、まぁ、オレも最初に思ったけど……」

　コッチに来てから色々あって、それどころじゃなかったからなぁ。

　結局、納なつ得とくのできる答えは未だに得てない。

　唯ゆい一いつ、ヒントらしいヒントと言えば、彩雲あやもさん達がオレのオヤジに大きな借りがあるらしいって事だけ。もちろんその借りとやらについて、彩雲さんに何度か訊たずねた事もあるけど、答えはいつもはぐらかされたまま。余りしつこく訊くと、もれなく鉄てつ拳けんが飛んできたし。

「その借りってのが、あの美空って女の子。そしてユウくんがココに居る理由」

「？？？」

「……あの子が、あの姉妹がウチの里を訪ねてきた事があるって、知ってるわよね」

「一応は……」

　大分前、確かコッチに来たての頃に、美み空そらちゃんからその話は聞かされた。

　美み風かぜがウチの連中を嫌きらうようになった、直接にして最大の理由。その内容から、ひょっとしたら「ソレって、オレ？」とか秘ひそかに思った事もあったりした、アノお話だろう。けれども肝かん心じんの結末が「助けた」と「逆に助けられた」という真ま逆ぎやくの展開を見せる辺り、結局は偶然良く似た別のエピソードなんだろう──と、つい先日まではそう思っていた。

「イチゴちゃん……か」

　思い出す、数年前のあの光景──。

　おぼろげで断片的な光景に浮かぶ、二人の姉妹──。

　弱くて愚かだったオレを、逆に助けてくれたあの女の子──。

　顔も、名前も、思い出せない。……でも、そうだ。あの子は美風なんかじゃない。オレを助けてくれたあの子の面おも影かげは、美風とは重ならない。そもそもオレは助けられた方であって、助けてなんかいないんだから……。

「………」

　そうだ……。助けてなんか……いない……。

　だったらどうして……髪を下ろした美風の面影が、頭の中でチラつくんだ……？

「高たか倉くら家の姉妹が、美みヶか速はや本家の里を訪れた理由。それが美空って子。あの子の抱えている問題を解決してあげる代わりに、この比ひ布ぶ瀬せ高倉家とユウくんのお父さんは、姉妹の両親──つまり、ココの家とある条件を交わしたの。高倉本家がさじを投げた問題を解決する事で、本来なら絶っっっ対にあり得ない条件を、無理矢理呑のませたの」

「ちょ、ちょっと待った──」

　その「あり得ない条件」ってのは、まぁ、大体想像がつく。

　要するに「美ヶ速」の誰かを、「高倉」の家で受け入れろと迫ったんだろう。それは比布瀬高倉家が、将来的に美ヶ速家に吸収されてしまう事を意味している。戦国時代に秀ひで吉よしがよく使った手だ。敵方の有力な武将を引き込んで、自分の手て駒ごまに組み込むやり口だ。

　それは判わかる。判るけど──ちょっと待ってくれ。

　するとなんですか？

　オレの比布瀬行きは、御み火か速はや霊ひ流としてのオレに見切りをつけたオヤジが、その「借り」とやらにつけ込んでゴリ押ししたんじゃなくって、ずっと前から……それこそオレの炎えん術じゆつ能力の成長具合とか開花とかは無関係に、とっくの昔に決まっていた事だったのか？

　オレには御火速霊流は無理だから、御み火か布ふ津つ流を学ばせるのが目的じゃなくって？

　自分の持ち駒を比布瀬に送り込む、その行為自体が目的だった……？

　全身から血の気けが失うせてゆくのを感じた。

　皮ひ膚ふの上を煌こう々こうと照らす月の明かりが、身を切るように痛い。

　目の前が、歪ゆがむ。

　ドロドロに溶とけた大地に、真っ暗になった意識が沈み、そして──。

「ふ………」

　別の感情が──。

「ふ、ふざけやがって、あのクソオヤジィィィ〜〜ッッ！」

　爆発した。

　心のどこかで期待していた。本当はオヤジが、御み火か速はや霊ひ流では芽の出ないオレの未来を考えて、御み火か布ふ津つ流を学ばせているんじゃないかって。それがどうだ。もしも唯ゆい子この言葉が本当だったら、オレの比ひ布ぶ瀬せ行きは単なる布ふ石せきの一手だったって事じゃねぇーか！　それもオレの将来を想った布石じゃなくって、自分の手て駒ごまに「高たか倉くら」を加えたいがタメの布石。

　その代だい償しようとして、オレは里から放り出されたってワケか！

　自分の息むす子こを、文字通りに「駒」として扱って！

「ああ、クソッ！　頭にきた！　マジで頭にきた！　なんだそりゃあ!?　だったら比布瀬に送るのは、別に誰でも良かったって事かよ！　ただ単にオレが一番、手放しても惜おしくない駒だったからか!?　オレはＦＡ補強の人的補ほ償しよう選手扱いってワケか、コラァ！」

「アタシに怒ど鳴ならないでよ。文句があるなら、自分のお父さんに直接言って」

「判わかってらぁ、んなこたぁ！」

　絶対にブン殴なぐってやる。

　例え刺し違えても、オレはオレの最大火か力りよくをオヤジの鼻はなっ面つらに叩たたき込んでやる！

　それを持って唯一最大の、オレを此こ処こに送ったオヤジの誤算にしてやらぁ！

「まぁ、本当のところはユウくんじゃないといけない意味はあるんだけどね……」

「ああ、なんか言ったかぁ!?」

「別に！　ユウくんの事だから、多分そうなんだろうなぁ〜って、思ったダケ！」

　それは呆あきれているのか？　それともホメているのか。

　一気に心拍数の跳はね上がった心臓をなだめながら、何な故ぜか唇くちびるを尖とがらせる唯ゆい子こを見やる。

「………で？」

「で、って、何よ？」

「美み空そらちゃんが抱えている問題の説明が、まだだろうが」

「あ〜〜。やっぱりダメ。それ、アタシから言えない」

　タンッ、と唯子は拝はい殿でんの階段を蹴けり、しなやかな肢し体たいを夜空に躍おどらせた。

　赤い髪かみを夜気に揺らして、静かにオレの隣に舞い降りる。

「理由その一。ヒントは出せるけど、アタシが教えちゃうのはいくらなんでも気が引ける。アタシの事ならスリーサイズに身長体重、お風ふ呂ろで最初に洗う場所から、統計学的に一番安全な日とキケンな日まで教えてあげてもいいんだけど、他人の情報は……ね」

「や、別にオレはランドセルが似合う鉄板胸の安全日には興味ねぇーから」

　ベキッ！

　また殴なぐられましたよ、奥さん？

「それから二つ目！　……コッチの方が、きっと深刻な理由だわ。アタシはそんな臆おく病びような方じゃないけれど、それでもその名前を口にするのはイヤ。口にした名前が力になって、恐ろしい事になるんじゃないかって。笑ってくれてもいいけど、これは本気よ」

「『言こと霊だま』かよ……」

　唯ゆい子こはコクリと頷うなずいた。

「だから言葉じゃなくって、文字でヒント………」

　そしてしゃがみ、玉砂じや利りの上を指先でなぞる。

　指で玉砂利に書いたワリには、なかなかに達筆な……え〜と、何々？

　これは……ん〜と………加……伽か……いや「迦か」か。

　で、コッチのコレが「具」で…………「火」………「女」…って、おい……。

「………マジで？」

　その一言を搾しぼり出すために、どれだけの脂あぶら汗あせが必要だった事か。

　オレの呟つぶやきに、唯子が硬い表情のまま無言で頷うなずく。

　頑かたくなに結ばれたその唇くちびるは、死んでもその名を口に出すかという決意の顕あらわれだ。

　こんなのマジで、禁忌タブーの中の禁忌タブーじゃねぇーか……。

　高たか倉くら本家がサジを投げるワケだ。こんなのを抑おさえられるとしたら、そりゃオヤジくらいしか居ねぇーわ。そのオヤジにしたって、実際どこまで歯が立つのか……。オレらの炎えん術じゆつは大おお雑ざつ把ぱにいうと、炉ろの中で燃やした霊れい力りよくから生じるエネルギーが基になっているんだけど、だから当然、炉が巨大で注ぐ霊力が優れているほど生み出される炎術も強力になってくる。

　でも、実はもう一つ、重要な要素があるのだ。

　それは炉の中の霊力を燃焼させる大本の焔ほむら──「種たね火び」の存在だ。

　これこそが火の神様から授さずかった、炎術使いが炎術使いたる証あかしだ。

　炎術使いは炎術の基になる種火を分けて貰もらっているからこそ、炎術を扱える。こればっかりは、努力でどうこうできる問題じゃない。百パーセント、資質の問題。オレみたいな努力型にとってはもの凄すご〜く、べすと・おぶ・いや〜な感じの話だけどな。

　火の神様を火山に例えると、オヤジの種火は地表に噴ふき出したマグマそのものだ。

　家も山も森も根こそぎ焼き尽くし、挙あげ句くに温泉まで沸かせるスグレもの。

　ちなみにオレの場合、マグマと一緒に噴き出す小さな火山弾だん一個分くらい。

　三分もすれば、冷さめてただの石ころになっちまう、シャイで儚はかない火山の子供だ。

　──いや、オレの事はこの際どうだっていい。

　問題はオヤジレベルの高位術者ですら、火力的には地表に噴き出したマグマの一部に過ぎないという、厳然たる事実にある。つまり火山そのものが、マントル層の奥深くにまで眠ねむらせているエネルギー総量と比べたら、取るに足りない微び々びたるエネルギーだって事だ。

　当代最さい凶きようと恐れられるオヤジですら、火山の前だとちっぽけな一人の人間に過ぎない。

　その差こそが「神様」と「人間」とを隔へだてる、絶対に超えられない壁なのだ。




　……ところが極ごく稀まれに、この境界線があやふやな人間が生まれる事がある。




　例えば古代史最強のシャーマンである卑ひ弥み呼このように。

　例えば絶対に超えられない壁の神様を捻ねじ伏せてしまった、役えんの小お角づののように。

　生まれながらにして神様に匹ひつ敵てきする──もしくは、神様そのものを体内に宿した、とてつもないポテンシャルを秘めた人間が。ウチら炎えん術じゆつ使いの遠い先祖にも一人だけ、そういう術者が存在したという伝承が残っている。余あまりにも古い話だから、その術者が女性だったという以外には、名前すら判わからない。ただ単純に火の神様の御おん名なと、得意とした火ひ矢や系の術の名を冠した通り名ダケが伝わっているという、伝説の女性が……。

　アハ、アハハハ──。

　もの知らないって、ホント怖こえぇ〜わ。

　もしもコレが本当なら、オレは何も知らないままオヤジよりもおっかない女の子と、三ヶ月以上も同居していた事になるのかよ。しかも毎日お弁当を作ってもらっていたし、水浴びを覗のぞいた事だってあったし、キスまでしたって事ですか？

　でも、知ったからって、今さらどうする事もできねぇーよなぁ〜。

　だから結局今まで通り──ってな自信も、チトないけど……。

「な、なぁ、唯ゆい子こさん？　コレって本当に、本当なんでしょうか？」

　恐る恐る、オレは訊たずねる。

「………」

　唯子は、しかし無言のままだった。

「もし冗じよう談だんだとしたら、お前、いくらなんでも悪質すぎますよ？」

「………」

　やっぱり無言。

「おい、唯子。なぁ、おいって！」

　尚なおもシカトする唯子の肩かたを掴つかもうとした瞬間、唯子は立ち上がり、そして──。

　ゴオウッ──！

　目の前で、夜空を切り裂さく朱あかい羽が視界を覆おおった。

「覗き見なんて、ステキな趣味だわ……」

　不敵な笑みに二、三滴の恐怖を垂らしたような表情を浮かばせ、唯子。

　覗きって、さてはナベキュウ辺りがコッソリ後をつけてきたか。

　オレも唯ゆい子この視線を追って、母おも屋やの方向へ顔を向け──開いたアゴをカクンとさせた。

「美み空そらちゃん……？」

　見慣れた巫み女こ服ふく姿の美空ちゃんが、母屋の前に立っていた。

　しかも両手には、またしても例の霊れい酒しゆの入った一いつ升しよう瓶びん。

　一体、どれだけ飲めば気が済むのか……でも、オレの視線は一升瓶よりも、その周囲に浮かんでいる、青白い火花の群れに向いていた。ザッと見るダケで、軽く二、三十個はある。一個一個はピンポン球くらいの大きさだけど、そこから感じられる熱量ときたら、呆あきれるくらいにシャレにならねぇ……。

　仮にオレが全力全開で突とつ貫かんしても、あの火花を二、三個吹き飛ばせられるかどうか。

　こんな『力』を、美空ちゃんは隠し持っていたのか。

　いや、隠していたというよりも、封じられていたというべきだろうか……。

　それが何かのキッカケ──ひょっとしたらアルコール？──で、その一部が漏もれ出してきたのかもしれない。だとしたら、なるほど。唯子の言うように、こりゃキケンだわ。

「………ゆうやくん……ひろい……」

　いつもより赤く血色のいい唇くちびるが、低く剣けん呑のんな声を響かせる。

　トロンと赤く染まった眼まな差ざしが、オレと唯子の間でフラフラと漂ただよう。

「おきたら……だれもひなくて……ヒック……わたしらけのけもの………ずるい……ヒック」

　微び妙みようにろれつも怪しいし……。

「だ、大丈夫なのか、美空ちゃん？」

「……？　………？　……………？」

　オレが訊たずねると、質問の意味が判わからないといった風に首を動かし、沈黙三拍。

　そして、ニッコリ笑顔。

「らいじょうぶれぇ〜〜す♪」

　ヒュンッ！

　宣言するなり火花が一個、オレに目掛けて唐とう突とつに加速！

　夜の虚こ空くうに蒼あおく長い線を描き、咄とつ嗟さに沈めた頭の遙はるか上を通り過ぎていった。

　その直後、「ボチュンッ！」という粘着質な音が背後から聞こえた。

「………」

　恐る恐る、首を後ろに振り向ける。

　あさっての方向に飛んでいった光こう弾だんは、どうやら狛こま犬いぬの台座を直撃したらしい。石造りの台座には、巨大な風穴が開いていた。ドロドロに溶とけた穴の淵ふちは、たった一発の光弾が持つ熱量の高さをステキなくらいに想像させてくれた。

　当たったら多分、熱いじゃ済まねぇーな……。

　まぁ、単純な直線飛来する限り、躱かわせというなら全部躱しきってみせるくらいの自信はあるけれど、問題はソコじゃない。そういう事が、問題なんじゃない。……それにしても、随分と冷静だな、オレ。もうちょっと取り乱しても不思議じゃないのに、なんでだ？

　それに……なんでだろう。

　こういう体験をしたのは、今日が初めてじゃないような気がするんだ。

　あと、それからもう一つ。

　今さらだけど──テントに穴を開けた犯人って、美み空そらちゃんだったのね……。

「喰くらえっ！」

「んなっ!?」

　突とつ如じよ、唯ゆい子この背中から朱あかい旋せん風ぷうが奔はしった。

　二本の翼が伸びる灼しやく熱ねつの火か砕さい流──『双そう翼よく紅こう扇せん陣じん』が大地を抉えぐり、巻き込んだ玉砂じや利りを粉々に砕くだきながら美空ちゃんをちょ、直撃って、オイ!?

　直後、真まっ赤かな火か焔えんが半球状に膨ぼう張ちようした。

「お、おおおおお前、なんてバカな事を──」

　み、美空ちゃんだぞ!?

　相手はオレや美み風かぜじゃなくって、美空ちゃんなんだぞ!?

「確かにバカな事かもしれないけど──トドメェーッ！」

「トドメじゃねぇーだろっ！」

「あ、ちょっと、放してよユウくんっ！　抱きつきたいのなら、後でベッドの上で好きなだけ抱きつかせてあげるから──あ、ダメっ、こんな所でそんなところを触さわっちゃ──アン♪」

「ワケの判わからん声を出すなぁ〜〜！」

　と、その時だった。

　唐とう突とつな風が爆ばく煙えんを吹き払い、煙の中から美空ちゃんが姿を現した。

　どうやら無事らしい──いや、無事っていうか、ひょっとして無傷……だと？

「ゆうやくん………ヒック」

　剣けん呑のんな美空ちゃんの呟つぶやきに、オレはゴクリと喉のどを鳴らした。

「ほかのおんなのこと…………らきついて…………ヒック」

　あ、なんか微び妙みようにマズイ雰囲気。

　美空ちゃんのプニプニ頬ほっぺが、プゥ〜っとおもちみたいに膨ふくらんでいる。

「ねぇ、ユウくん……。こういう時ってさぁ、『ここはオレに任せて早く逃げろ！』って格好をつけるのが、正しい男の子の燃える忠ちゆう義ぎ心しんだって思わない？」

「誰が思うか。つーか、責任を取ってお前が突とつ撃げきして土ど下げ座ざしてこい」

「それ、無理……っていうか、無意味。だってあの子、どう見たって怒っているんじゃなくって、単に酔っ払っているダケだもん」

「……だな」

　オレは素直に同意した。

　美み空そらちゃんは怒っていない。本当に、ただ酔っ払っているダケ。

　本気でもなければ、全力でもない。目を見ればそれは判わかる──けど、それ故に謝ったところで意味がない。だって、怒ってないんだから。例えるならアレは、酔っ払いが「酔っ払ってなんかないぞぉ〜〜うがぁぁぁ〜〜！」って、イイ感じに暴れているダケだ。

　もっともその酔った勢いダケで、ここの境けい内だいを丸ごと吹っ飛ばせそうだけど……。

「や、やっぱり逃げた方がいいんじゃないかしら？」

　唯ゆい子この顔面に、ドッと汗が噴ふき出している。

「逃げるたって……どこにだよ？」

　多分、オレも汗だらけ。

　つーか、逃げて助かるならとっくに逃げているのが偽いつわらざる本音ってヤツ。

「ゆうやくんの……ヒック……ゆうやくんの………」

　火花が──火か力りよくが──集しゆう束そくしていっている……？

　無数の火花を一本の光りに凝ぎよう縮しゆくさせた、黄金こがね色の弓矢がオレを指向──。

　逃げるのが無理なら……覚かく悟ごを決めるしかない、って事かよ。ハッ、上等じゃねぇーか。ダラダラと滝たきのように汗を流しながら、取りあえず一つだけ思いついた作戦を脳のう内ないで素早くシミュレーション。静かに、そして急速に、右足に全すべての霊れい力りよくを集中させ──点火。一瞬にしてオレの右足を、金色の焔ほむらが覆おおいつくした。

　後はタイミングだ。タイミングが命だ。失敗したらなんて、余よ計けいな事は考えるな。

　──でも、初しよ弾だんを防いだその先はどうしよう？

「ゆうやくんのぉ〜〜〜」

　ええい、男は度胸！

　女も度胸!!

　この世は度胸だドカンとこいやぁ！

「バカァ〜〜〜ッッッ」

「でも、やっぱ怖こえぇぇぇ〜〜〜！」

　シュンッ、と稲いな妻ずまの如く虚こ空くうを貫く光の矢。

　バクバク暴れる心臓を捻ねじ伏せて、光りの矢をギリギリまで引き付け──バク転！

「ボールはトモダチィィィっっ！」

　弓矢を真下から、渾こん身しんのオーバーヘッドキィィィッック！！！

　バキンッ！

　オレの最大火力を右足に乗せた渾こん身しんのキックに、光りの軌跡がグィンと上昇。




　ズドォォォ〜〜〜ンッッッ！！！




　山をも震わす大音響とともに、ソレは夜空で炸さく裂れつした。




　　　　　　　　　◇◇◇




「……………いでぇ……」

　目が醒さめると、オレはピクリとも動かない手足をだらしなく大の字に広げていた。

　ああ、夜空が綺き麗れいだ。

　まるで宝石箱を引っくり返したように、綺麗な星が瞬またたいている。

　でも、ちょっと煩うるさいかな。さっきから耳鳴りが、グワングワンと響いているから。

　こんな綺麗な月夜なのに、静かに鑑賞もできないなんて……ったく、見事に光りの矢を夜空に蹴けり飛ばせたと思えば、爆風に叩たたき付けられてこのザマだ。もうちょっとスマートに決めたかったんだけど……我ながらしまらない話だ。

　そういや、一緒に吹っ飛ばされた唯ゆい子このヤツは……あ、居た。

　手水ちようず舎しやのところまで吹っ飛ばされて、頭から突っ込んでノビていやがる。

「なるほど、赤のレースね。唯子らしい色だ」

　いわゆるひとつの、パンツ丸出し……ん？

　ちょっと待てよ……。

　なんか以前にも、コレと同じような光景を、どっかで観みた事なかったか……？




　グッタリと倒れている女の子──。

　そうだ……。確かイチゴ柄がらのパンツが丸見えで、髪かみが長くて…そして……そして──。




「──ッ！」

　瞬間、頭の芯しんで鈍い痛みが奔はしった。

　クッ……！　もっと近づいてじっくりパンツを観察すれば、何か色々と思い出せるかもしれないってのに……情けねぇ。手足が痛くて、ピクリとも動かねぇーや。唯一、後頭部の辺りがプニプニと柔らかいぐらいで、後は……。

「………ヒック」

「………」

　そっか……そういう事か………。

　オレはとんでもない思い違いをしていたようだ。

　まだ、何も終わっていない。それどころか、これはこれで……かなりのピンチだ。

「あの〜、美み空そらちゃん？」

　起き上がろうとしたおでこの上に、小さな手がそっと添えられる。

　たったそれだけの仕し草ぐさで、傾けた上半身が子供みたいに押し戻される。

　緋ひ色いろの袴はかまに包まれた、とっても柔らかい美空ちゃんの膝ひざ枕まくらの上。

　不意に星空を遮さえぎるように、美空ちゃんの綺き麗れいな顔が視界に覆おおい被かぶさる。

　赤味を帯びた白はく皙せきの頬ほお。尖とがった唇くちびる。

　少し怒ったように、綺麗な眉まゆがきゅっと吊つり上がっている……。

「ゆうやくん……私……怒っているんらから………」

「………は？」

「美み風かぜならともかく……ヒック……。他ほかのおんらのことらきあっているなんて……メッ」

　いや、メッて言われても……。

「私は……美風らから……がまんして………ヒック。それなのに……他のおんらのこにまでらきついて…………私……私には………いちどらって………」

「え、いや……はぁ？」

　我が慢まん……って、美空ちゃんが我慢？　何を我慢しているって？

「……いちどらって……ぎゅ〜〜っとらきしめてくれないのは、どうしてれすか！」

「や、どうしてって言われても……」

　なんだ？　さっきから一体、何を言っているんだ、美空ちゃんは？

「もしかして……私のこと………キライれすか？」

「嫌きらいなワケがありませんです。はい」

「じゃあ………スキれすか？」

「す、すき……とかキライとか、最初に言い出したのは誰なのかし──」

「むぅ〜〜〜〜〜〜」

「あああ、す、すきです！　もちろん、スキですよ!?」

　慌あわてて断言。

　だって、愛らしく頬ほっぺたを膨ふくらませた顔の後ろで、無数の火花が瞬またたいているんだもん。

　もう一度、あの火花をなんとかしろって言われても、絶対に無理。

「じゃあ………こんどはゆうやくんから……私にきすしてくらさい」

「わ、わかったからそれ以上顏を近づけ──って、はいぃぃぃ!?」

　今、「きす」と言いましたか？

　しかも今度はオレからって…………ええっ!?

「ん〜〜」

　美空ちゃんの突き出したお口の先が急接近。

　エサをねだるヒナ鳥のように、これでもかと唇を突き出してくる。

　薄く閉じられた瞼まぶた。長い睫まつ毛げ。

　さり気なく両耳の辺りには手が添えられ、逃げる事はおろか逸そらす事もままならない。
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　──す、するしかないのか？

　このまま美み空そらちゃんと、キスをするしかないのか？

「ん〜〜〜〜〜〜」

　あああ、もう唇くちびるが目と鼻の先に!?

　これはもう不可抗力と考えるしか──いや、でも、そんな事をしたら美み風かぜが──って美風は全然関係ない。関係ないけど……とにかくマズイ。マズイ事に変わりはない！　酔った勢いでなし崩くずしってのがよくない。第一、キスで全すべてが終わる保証がどこにある？　キスの次はアレだ。アレに違いない。今の美空ちゃんの妙みようなテンションなら充分あり得る。

　初めてのアレが夜の境けい内だいで巫み女こ服ふくプレイ。

　なんてオイシイ──じゃなくって絶対にダメだ！　それダケはダメったらダメ！！！

　し、しかしここでキスから逃げたら──ええい、こうなったら最後の手段！

　悪いっ、美空ちゃん！

　ダンンッ！

　軋きしむ四し肢しに鞭むちを打ち、開脚した両脚あしを旋せん風ぷうのように回して、拘こう束そくから離脱。

　一瞬、ポカンとする美空ちゃん。

　すかさずその背中に腕うでを回し、抱き寄せ、その半開きになった口を塞ふさぐように──。

「ンンン──っ!?」

　驚き、見開かれた瞳。

「ン……ン………ッ」

　その瞳がオレの眼まな差ざしを受け止めて、恍こう惚こつとした光で満たされてゆく──。

「ン……ンンッ……ちゅぷ……………ぷはっ……」

　水っぽい音を響かせて、別れを惜しむように離れる赤い唇くちびる。

　苦しげにこぼれた吐と息いきを夜気に溶とかし、細い一筋の糸がキラキラと銀色に輝く。

「美み空そらちゃん……」

　耳元で、オレはその名を囁ささやいた。

「………」

　けれども反応ナシ。

「……お〜い？　もしも〜し？」

　ボーっとした瞳の前で手をチラつかせてみても、やっぱり無反応。

　むぅ……。やっぱり刺激が強すぎたか──と、思ったその時だ。

　ボンッ！

　っと、頭から湯気でも噴ふき出しそうな勢いで、美空ちゃんの顔が真まっ赤かに爆発。

「ふにゃぁ〜〜〜」

　そのままバタンと、腕の中で伸びてしまった。

　………。

「やっぱ効くなぁ〜。さすがアルコール度数96パーセント……」

　美空ちゃんのお口に無理矢理つっ込んだスキットルを眺め、オレは改めて感心した。







「取りあえず、こんな所で寝かせたら風か邪ぜを引かせてしまうな」

　ひとまず母おも屋やに……いや、皆がいるテントの方に運んで──って、な、なんだぁ!?

「──っ!?」

　グッタリと眠ねむる美空ちゃんの身体からだから、染み出すように白い靄もやが立ち昇ってゆく。

　ウツガミ様？　いや、この感じは全然違う……？

　白い霞はやがて一つに集まって──仙せん人にん風の老人を象かたどった。

（いやぁ〜〜。ヒドイ目にあったわい）

「………おひ」

（まさか、こんな人間にとり憑ついてしまうとはのぅ〜）

「おい、こら……」

（身体からだを借りて酒にありつこうと思ってたら、とんだ地じ雷らいだったわい。失敗失敗）

　……ベキッ！

　残った霊れい力りよくで拳こぶしを固め、取りあえず思いっきりブン殴なぐる。いい手て応ごたえだった。

（いきなり何をするんじゃ、青年？）

「うるせぇ！　つーか、テメェーは誰だ!?　お前が美み空そらちゃんを操っていたのか!?」

（なんの話じゃ、それは？　わしはただの「酒の精」じゃぞ？）

「酒の精ぃ〜〜？」

　また胡う散さん臭くさいヤツが顕あらわれやがって……。

「で、その酒の精とやらが、なんで美空ちゃんに憑ついていたんだ。接点がないだろ接点が」

（それじゃ。実はのう。本当はとある酒蔵の徳利とつくりに憑いておったんじゃが、その酒屋が潰つぶれてしまってのぅ。じゃがわしは酒の精である以上、酒がないと生きてゆけん。そこで流れ流れて色々な飲のん兵べ衛えに憑いて回ったんじゃが、先日、茶色い髪かみの巫み女こに捕まってしまってのぅ）

　茶色い髪の巫女……彩雲あやもさんか……。

（話の判わかる巫女で、わしをこの神社で祀まつってくれると言うてくれたんじゃ。そこで一足先に宅配便で送ってもらったところで、この娘むすめと出で逢あってのぅ。まぁ、その、なんじゃ……）

「久しぶりに酒を痛飲したくなって、この子にとり憑いて酒を飲みまくったってワケか！」

（い、言っておくがのぅ？　操ってなぞおらんぞ？　そりゃちょ〜っとばかりは、酒を求めるように働きかけたがのぅ。じゃが、それ以外の言動は全すべてこの娘自身のものじゃ。第一、この子の中には恐ろしい先客がおる。わしゃいつ呑のみ込まれちまうか、気が気ではなかったぞ）

「………」

　恐ろしい先客……か。

　ソイツも今の話を聞く限り、ソレが目覚めたワケでもなさそうだが……。

　オレは静かに眠ねむる美空ちゃんを見つめ、次いで夜空に浮かぶ満月を見上げた。

　滲にじみ出す光りで、ただ煌こう々こうと夜を照らし続ける銀色の星を。

　かつて、あの星に帰ったとされるお姫ひめ様が居たという。

　この世でも最も美しく、優しく、そして……残ざん酷こくだったお姫さまが………。

（それじゃあ、そういうワケじゃから。わしは徳利の中に戻っておくとするわい）

「とっとと帰れ！　つーか、二度と現れるなぁっ！」

　酒の精のケツを蹴け飛ばし、オレは肩かたを激しく上下させた。

　ったく、なんつータイミングの悪い、人騒がせな精せい霊れいだ！

「っていうか、誰がこのメチャクチャになった境けい内だいを元に戻すんだよ……」

　吹っ飛んだ拝はい殿でんの瓦かわら。

　デコボコに削けずれた地面に、倒れた石せき塔とう。あ〜あ〜。御ご神しん木ぼくまでポッキリと……。

　まるで台風が通ったような光景だ。明日、彩雲あやもさんが帰ってくるっていうのに……どうすんだ、コレ。考えただけで、ドッと疲れが溢あふれ出してくるんだけど……もういいや。

　オレは美み空そらちゃんを担かつぎ直し、境けい内だいを後にした。

　考えたってしょうがない。きっと、なるようになるだろう。

　それよりもアイツは無事だったんだろうか。アレだけ派手な爆発まで起こったのに、あの三人が首を突っ込んでこなかったという事は、きっと何かあったな……。ひょっとしたら爆発の煽あおりを喰くらって、テントごと押し潰つぶされていたりして。

「あんまり笑えねぇーな……」

　だってあのテント、使ってからまだ一週間も経たってないんだぜ？

　潰れちまうには、幾らなんでも早すぎだ。

「ん………」

　と、背中の美空ちゃんが小さく身じろぐ。

　そういやこの子の事も、彩雲あやもさんになんて話せばいんだか……。

　可能な限り、責任はあの酒の精に擦なすり付けてやろう。うん。

「しかし、こうやって担ぐのも三回目……いや、四回目になるんだなぁ………」

　胸の内を吐と露ろするように呟つぶやき、暗い夜道をテントへと歩く。

「………でも、なぁ、美空ちゃん。やっぱオレには、三回分の記憶しかねぇーんだよ」

　切れ切れの記憶をつなぎ合わせても、オレが美み風かぜを助けた場面が見つからない。

　もちろん、オレが美空ちゃんをおんぶした記憶も……ない。

　けれども一方で、奇き妙みような記憶の断片が幾つか在る事にも気が付いた。

　白い靄もやが掛かったような、ぼんやりと霞かすんだ記憶だけれど……でも、その中で一つだけ、ハッキリと思い出せる物がある。それはイチゴのパンツだ。倒れた女の子のスカートから観みえたイチゴのパンツを、オレはハッキリと覚えている──つーかオレって、そんなガキの頃からパンツに目がなかったのか。さすがだな、オレ。人として炎えん術じゆつ使いとして、ちょっと間違っているような気がしないでもないけれど、哺ほ乳にゆう類るいとしてはギリギリセーフ……だよなぁ？

「………ん……」

「美空ちゃん？」

　微かすかに唇くちびるを動かす美空ちゃん。

　起きたのか、と思ったら、単に寝言がこぼれたダケみたいだ。

「ごめんなさい………」

「別に美空ちゃんが謝るような事じゃねぇーよ」

　寝ている相手に返すなんてマヌケな光景だが、オレはそうしないといけないように思った。

　美空ちゃんの声が、あまりにも弱々しかったから。

　ひょっとしたら泣いているんじゃないかって思ったくらいに、辛つらそうな囁ささやきだった。

　そして──。

「ごめんなさい……優ゆう夜やくん……。私が────なんかで……」

　オレは思わず、脚あしを止めた。

　漆しつ黒こくの風が杜もりの奥へと流れ去り、夜に深みが増してゆく。

　木々の隙すき間まから鋭いナイフのような光りを注ぐ月の光りを浴びながら、オレはしばらく動くことができなかった。




　　　　　　　　　◇◇◇




「……で、お前らは何やってたんだ？」

　軽く額ひたいを押さえつつ、テントからはみ出し仲良く絡からみ合っている三人に訊たずねてみる。

　折り重なる三人の周囲には、散乱したオレの心のネバーランド。

　廃車のシートに隠していた全すべての本が、そこら中にバラバラになって点在していた。

「や、あの後、芸術鑑賞というか読書感想会というか……まぁ、その手の本を生温かい目で漁あさってみようかという話になってだね」

「……ほほう。それで？」

「発見した本を運んでいたらさぁ？　突然、空がピカァって光って、ちょっと遅れてもの凄すごい突風が吹いてね？　もう、ビックリしちゃった」

「で、美み風かぜまで一緒になって、オレのエロ本を漁っていたと？」

　こめかみの辺りが、ピクピクと震える。

「わ、わたしは違うわよ!?　二人を止めようとしたら、こうなっちゃって……」

「こらこら高たか倉くら妹よ。一人だけ罪から逃れようとする態度は感心しないね」

「そうそう。美みヶか速はやくんの特殊な趣味に関して、一番興味深そうに調べていたのは美風だったじゃないの。美ヶ速くんがどんなタイプの女の子が出てくる本を持っているのとかぁ。どんなタイプの下着を穿はいている子が多いとかぁ。一番手て垢あかがついているのは、どんな体位のページなのかとかぁ〜♪」

「そんな事を一々調べるなぁー！」

「し、してない！　そんなの全然、調べてない！」

　顔を青くしながら、必死に首を左右に動かす。

　その手にはしっかり、オレが持っている中で一番ハードなエロ本が握られていた。

「ところで美風」

「な、なによ？」

「お前ってさ？　ガキの頃からいちごパンツを愛用してたのか？」

「へ？　って、わわわっっっ〜〜!?」

　美風のスカートは、絡からまった脚あしに引っ掛けられて豪ごう快かいに捲めくれ上がっている。そして小振りなお尻しりを包んでいるのは、とってもキュートないちごさん。

「わ、渡わた辺なべくん！　その脚あしどけて！　早く！」

「早くって言われても、ボクの脚はピクリとも動かないんだけど……」

「あ、ゴメン美み風かぜ。多分、アタシの脚も絡からまっている」

「なんでもいいから、早くなんとかしてよぉぉぉ〜〜！」

　虫の鳴き声を掻かき消すように、真まっ赤かになった美風の絶叫が闇やみ夜よに響く。

　まるで鎖くさりに繋つながれてワンワン吼ほえる、マヌケな番犬の姿になんとなく似ている。

　ついでに言うと、あの時の女の子の面おも影かげとも……。




　そして月は嗤わらっていた。

　それでも月は嗤っていた。

　富士の頂いただきよりも、遙はるかに高い彼方かなたの空で。

　全すべてを承知したような静かな面持ちを浮かべながら、月はケラケラ嗤っていた。







　　あとがき




　うぅ〜〜。寒い、寒いです。寒くて上う手まくキーが叩たたけません。

　そんなワケで三巻が出るのが遅れてしまいました。全すべては冬が悪いのです。

　………。

　と、こんな言い訳から入ってしまいました。こんにちは、一いつ色しき銀ぎん河がです。ちなみに春先は花か粉ふん症しようで原稿の進みが遅くなり、夏は夏バテでやっぱり原稿の進みが遅くなる予定になっていますので、次巻も少々気長に待って貰もらえると嬉うれしいです。

　一応、多分、予定は未定ではありますが──次で最終巻……ですよね、担当のＹさん？

　なんとか頑がん張ばって、年内には出す所しよ存ぞんではあります、ハイ。

　で、その時は晴れ晴れとした気分で、日本シリーズを甲こう子し園えんで観戦したいです。

　──そう！　日本シリーズ！

　実は去きよ年ねん、生まれて初めて、阪はん神しんの日本シリーズを甲子園で観戦できたんですよ！

　しかもイエローシート！　いや、もう大感激でした。……まぁ、試合の方はアレがアレでああなって、10─１で負けてしまいしたが（や、自分が行ったせいではないデスヨ？）。しかし、今年は違います。今年は必ず甲子園の日本シリーズで、六ろつ甲こうおろしを歌います。相手はもちろん千葉ロッテマリーンズを希望。だってその時の為に、マリーンズ優勝のロゴの入った「コアラの●ーチ」を冷凍保存していますから。今度はコッチが胴上げを決めて、その時にバリバリ食ってやる計画なんです。フフ、フフフ……。

　と、前向きな暗い情熱はここまでにして、今回も迷めい惑わくかけまくりの編集部のみなさん、どうもありがとうございました。そしてこの大変な時期に、ステキなイラストを描いてくれたゆいさん。本当にありがとうございました。毎度毎度、アドバイスをくれる友人諸君や、衣食住の提供と引き換えに、印税を毟むしり（検けん閲えつ削さく除じよ）家族にも、大変感謝しております。

　そして最後になりましたが、この本を買ってくれた読者のみなさん。

　みなさんの支えがあって、どうにかここまで書けました。

　心より感謝いたします。

　まだまだ未熟な一色ではありますが、これからもお付き合いしてくれると幸いです。




　それではなるべく早いうちに、４巻でお会いできる事を祈りつつ……。








二〇〇六年冬。（やるぞＶ２！　雪せつ辱じよくを果たせ！）一色銀河









一いつ色しき銀ぎん河が

兵庫県在住。電車の中で原稿を書くようになってから、読書量が激減。二、三ヶ月前に買った未読の文庫が、山積み状態に……。誰か僕に本を読む時間を下さい。
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ゆい

１９８８年生まれの広島県民。上京を夢見て絵を描く女子高生。普通の女の子と少しズレてるよね、とよく言われるのはきっと気のせいです。








電撃文庫

想おもいはいつも線せん香こう花はな火び③






一いつ色しき銀ぎん河が
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